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「秀しゆう徳とくとの対決の場での活かつ躍やく、大たい儀ぎであった。皆のおかげで火か車しやも無事に戻もどってきた。今宵こよいは無ぶ礼れい講こうだ。楽しむがよい」

　耳に心地よい甘くかすれた声で、男が言う。

　張り上げなくても、よく通る美声だ。

　薄うすく微笑ほほえんだ顔は端たん整せいで、誰だれもが見とれる美び丈じよう夫ふだった。切れ長の黒い双そう眸ぼうは強く輝かがやき、見返すものを射い貫ぬくような野性味を帯びている。漆しつ黒こくの長い髪を後ろでゆるく束ね、豪ごう奢しやな刺し繡しゆうに彩いろどられた戦衣を身に纏まとっている。

　男の名は、ソラという。

　人ならざる妖よう怪かいにして、妖怪たちを統すべる長おさであり、その真の姿は夜の覇は者しや──暗黒太陽である。

　ソラが手にしていた杯さかずきを軽く掲かかげたのにあわせ、空気が色を変えた。

　それまでなにもなかった場に、煙けむりのように忽こつ然ぜんと、あやかしたちが姿を現す。上質の和紙に薄うす墨ずみを落としたかのように、色が滲にじみでて、淡あわい輪りん郭かくがくっきりとした姿へと変へん貌ぼうしていく。

　室内に次々と百ひやつ鬼き夜や行こうの妖怪が形となり、みっしりと溢あふれた。用意された贅ぜい沢たくな食事の山がみるみる崩くずれ、妖怪たちの胃のなかへと消えていく。




　丸くのばした餅もちの形をした島国、宝ほう寿じゆ国こく──。

　創世のとき、宝寿の国には混こん沌とんがあったという。妖怪がいて、人がいて、獣けものが野を駆かけていたと聞く。人が亡なくなれば霊れい魂こんが飛び、あやかしたちは人と助けあったり、また、ときには人を脅おどかしたりもしながら、生きていたと伝えられている。

　なのに──いつのまにか、人間たちだけが飛び抜けて増えて、栄さかえていった。

　それにつれて、人は、妖怪の存在を忘れてしまい、妖怪変化が『見え』なくなった。

　いまや、人間たちにとって、妖怪の姿が残っているのは黄き表びよう紙しや草紙といった本や物語、絵師たちの描えがいた絵かい画がに、芝しば居いといった『夢物語』のなかだけだ。

　──けれど、妖怪たちは、たしかにいるのだ。

「どうしてみんな、力のある妖怪だけしか見えないんだろう。僕ぼくたちはこんなにはっきりとここにいて、それにこんなにうるさいのに」

　ソラは杯を口につけ、ひとりごちる。

　無礼講だと言われた途と端たん、鬼たちが「うおー」と雄お叫たけびを上げた。一いつ反たん木も綿めんがふわふわと飛び、小豆あずき洗あらいが小豆を研とぎながらとてとてと走りだす。

　耳につくけたたましさだ。これが聞こえないなんて、人間たちの耳の鼓こ膜まくがどうなっているのか、ソラにはさっぱりわからない。

　鬼や、塗ぬり壁かべといった、あんなに大きな者たちの姿が目に留まらないというのもまったく解げせない。

　人びとは、勉強好きの仙せん人にんだとか、本が好きな山の祠ほこらの神様だとか、ソラにそのときどきで勝手な名をつけて、ソラを訪ねて知恵を貸してくれと願い、祈いのってきた。

　そんな生活が五百年以上つづいたせいで、ソラの手元には人からの貢みつぎ物がたくさん集まっていた。書物と、そこに記しるされた知恵。金銀や宝ほう珠じゆの財宝。貢がれた物はソラの住まいだった祠を満たしたが、崇あがめられ、請こわれ、願い事と物品との交換のみをくり返していたソラの心は、ずっと長いこと空からっぽだった。

　──あかりさんに会うまでは。

　あかりという十六歳の少女のことを思うと、ソラの胸がきゅっと甘く疼うずいた。

　はじめて会ったときにソラの怪け我がの心配をしてくれた優しい少女は、可愛かわいい顔をしていて、働き者で、書物が大好きで──変わり者だった。

　あかりは、突然、踊おどりだす。空想に身をまかせ、自分の脳内に浮かんだ登場人物になりきって、ツンとすましてみたりもする。

　姫様のふりをしたときは、すごく高貴できれいな女の子に見えたのに、その直後には我われに返って「あぱぱぱぱ」と叫さけんで赤面したりする。

　ソラは、どんな表情のあかりも大好きだった。

　あかりが、あかりであるだけで、大好きだった。




　名のつかないちいさな妖怪が、ソラの足下を走り抜けようとして、つまずいて転ぶ。もふもふした丸い尾を持つ耳の垂たれた兎うさぎに似たそれを、ソラはひょいと助け起こした。

「気をつけるんだよ」

　ソラが耳の後ろをそっと撫なでると、つぶらな赤い目をパチクリと瞬しばたたかせ「チー」と鳴いて頭を下げた。

「ソラさん～、かっこいいです～。優しいです～」

　両手に串くし焼やきを何本も携たずさえて、洋装の男がソラへとにじり寄る。垂れた甘い目元と気弱そうな繊せん細さいな美び貌ぼう。眼鏡めがねをかけたこの男は、みんなにカミと呼ばれている。

「名前すらつけてもらえない弱い妖怪のことも宴うたげに呼んでしかも倒たおれたら助け起こしてくれるなんて……わ」

　と言った瞬しゆん間かん、カミは派手に転てん倒とうした。手にしていた串が宙を舞い、転んだカミの頭や手足に降り落ちてくる。しかもそのすべての串の先端がカミに刺ささり、カミは「ひ～」と悲鳴を上げた。

　奇跡のような状況だが、それがカミの日常だった。

　カミの実体は貧びん乏ぼう神がみ──不幸と貧乏を引き寄せてしまう強い力を持つ神様なのだ。

「カミも気をつけなくちゃね」

　ソラが串をひとつずつ外はずすと、カミが跳はね起きてソラに抱だきつく。

「ソラさん～、私のことまで助けてくれるなんて～、転んでよかった～」

　と──カミの背後に、粋いきな着流し姿で、太た刀ちを背負った男がシュッと駆け寄って怒ど鳴なる。

「カミ、無礼講って言われたからって図に乗るなっての！」

　激しい音をさせてカミの頭を叩たたくと、カミが身をすくめて「ひゃ～」とソラにすがりつく。

「いいんだよ。だってカミはいつだって無礼だもの」

　ソラがカミに抱ほう擁ようされたままにこにこと応じる。

「そのとおりですよ～。ソラさんは私のことなんでもわかってくださっているから大好きです～。ずっとついていきます～」

「うん。あんまり毎日だと僕も大変だから、加減してね。で、そろそろちょっと疲つかれてきたから、若くなっていいかな」

　返事は聞かず──ソラは、すーっと息を吐はいて、目を閉じる。

　ソラの身体からだの輪郭が周囲に滲み、刹せつ那な、ソラの姿は若返った。長い髪かみが短く、茶色になり、身長もちいさくなる。猛たけ々だけしい狼おおかみに似た風ふう貌ぼうが、愛らしい子犬に似たそれになる。ただし整った顔のなかの、漆黒の双眸だけは変貌以前と同じ強い輝きを放っていた。

「ソラさん、カミのやつに抱きつかれたら疲れるんですか？　カミ、ソラの大将から離れてやれよっ。不吉だからっ」

　つり目をさらにキリキリとつり上げて怒おこる男の名前は──白びやく夜や。白夜もまた本性はカマイタチという妖怪である。

「とはいえ貧乏神の面めん倒どうをみてやれるのは、ソラさんくらいしかいないからねえ。弱い妖怪なら貧乏神に憑つかれたらとっくに消えてる」

「ぬらりひょんの旦だん那な？」

　白夜が目を丸くし、慌あわてたように後ずさった。

　とらえどころのない飄ひよう々ひようとした風ふう貌ぼうの細身の男だが、眼光だけは鋭するどい。妖怪総大将として人間たちにまで名を知られた、ぬらりひょんである。

「ぬらりひょんの旦那までいらしてるなんて……」

　白夜のつぶやきに、ぬらりひょんが片かた眉まゆを上げてニッと笑った。

「このあいだのあれは、久しぶりの百鬼夜行の軍勢で暴れられて、楽しかったよ。それで秀徳とかいう坊ぼう主ずはその後、どうなったんだね？」

「そうですね、今はおとなしくしてますよ。なにせ秀徳の寺の金の仏像が倒れて、床ゆかが抜けました。おもにカミの活躍です」

　ソラが今宵、宴を設もうけたのは、秀徳という阿あ闍じや梨りの手に捕とらえられた火車をはじめとする妖怪仲間を無事に救助した際に、百鬼夜行の召しよう還かんに応じてくれた妖怪たちをねぎらうためである。

　助けられた火車は、妖怪たちのあいだを縫ぬって、助けてくれた礼を言いながら、酒や料理の椀わんの配分に気を配っている。

　酒を飲んで気を抜いたせいか、火車の炎のような赤い色をした長い髪のあいだに、猫ねこに似た耳がぴょこんと突つきでていた。火車にしては珍めずらしく、妖怪と人の狭はざ間まの形を暴ばく露ろしている。

「私、活躍したんですね～」

　誇ほこらしげにカミが顔を上げた。

「うん。ちょうどいいところで秀徳に拉ら致ちされてくれたカミのおかげだよ。恨うらむような相手がいたら、これからはカミを送りだしてみることにするよ」

　白夜が微び妙みような顔になり「どんな呪のろいよりそれが効果あるんじゃないか」とぶるぶると震ふるえた。

「まかせてください～。でも秀徳さんいい人でしたよ～」

「カミは本当にいい神様だね。どんな悪人のことも絶対に悪く言わないよね」

　ソラはカミへと、拾い上げた串を手渡す。カミはうきうきと串を頰ほお張ばり「美お味いしいです～」と感かん涙るいにむせび泣いている。

　貧乏神は、人間であれ、獣であれ、妖怪であれ──誰のこともけなさない。

　が、同時に貧乏神はなにに取り憑いてもその相手に不運と貧乏を呼び起こす。

　──カミはいい神様なんだけど、誰からも好かれないんだよな。

　ソラは少しだけ悲しい気持ちでカミを見た。

「だって私はいままで本物の悪人に会ったことないですから～」

「なに言ってんだよ。秀徳は悪人じゃねーか。寿すつ都つの都みやこに火をつけて大火事を起こしたうえに、火車のことをつかまえて手下にしようとしてたんだ。ソラさんのことも力を削そいで、呪じゆ術じゆつであやつって手下にしようとしてたじゃねーか。妖怪だけじゃなく、自分ら人間の仲間までだまして、怪我させて……」

　憤ふん懣まんやるかたないように白夜が言いつのる。

「そうなんだよ。悪人だよね。でも──なんだか腑ふに落ちないんだよな」

　白夜の怒いかりを引き取って、ソラはそうつづけて首を傾かしげる。

「なんだよ、ソラの大将まで……」

「だってやり方が生なまぬるいんだよ。僕をつかまえても殺あやめるわけでなし──火車に対してもそうだ。捕らえたはいいけど、閉じ込めてただけだろう？　火事を起こしたのは、材木問屋の橘たちばな屋やと組んで、金かね儲もうけをするためだったけど、じゃあその儲けた金はどうなったかっていうと、秀徳のところの雲くも越こし寺でらにあるわけじゃないみたいだし」

「そうなんすか？」

　白夜がきょとんと聞き返す。

「そう。橘屋にいま雇やとわれてる狸たぬき一いち族ぞくに聞いたところ、秀徳がそれで特別に潤うるおったっていうわけじゃないらしい。どうやら秀徳は、儲けた資金をそのまま誰かに上納しているみたいで……」

「なんだよ。あんなにえらそうにしてたくせに、あいつ下したっ端ぱなのかよっ」

　白夜は、口をへの字にして言い捨てた。

「それに……橘屋も、おかしいんだ。悪人なんだろうけど、僕の住む場所がなくなっちゃったから住まわせてくださいってお願いしたら、いいですよって、あっさり使わないでいた離れと、蔵くらを貸してくれただろう？」

　ソラはそう言って、くるりと周囲を見渡した。

　ここはソラたちの新しい住すみ処か──材木問屋、橘屋の離れなのだ。

「それは仕方ないっすよ。ソラの大将が力を見せて脅したら、普通の人間は言うこと聞くしかないじゃねーですかっ。なんせソラの大将は暗黒太陽なんですから」

「僕、優しくて丁てい寧ねいだったよ？　〝僕は本当は百鬼夜行のしんがりを務つとめる暗黒太陽です〟なんて、威い張ばってないよ？」

「そういう問題じゃないんですよっ」

「ソラさん、人間の世界では、ぬらりひょんさんほど有名ではないですしね～」

　カミが朗ほがらかに言ってのけた。傍かたわらで黙だまって聞いていたぬらりひょんが「それほどでも」と照れてから、カミのことをひょいと担かついで、いきなり遠くへと投げ飛ばした。するとカミは塗り壁にぶち当たり、白目を剝むいて気絶した。

「え、なんで？」

　驚いた白夜に、ぬらりひょんは、けろっとした顔で「貧乏神に褒ほめられたからには、不運が来ないように、あやつを遠ざけねばならん。わしらはあやつに褒められたら、みんなこうしとるでの」と、ひょひょひょと笑う。

「いまの褒め言葉だったのかよ。ていうか……ソラの大将がカミに好かれる理由、わかった気がします」

　白夜が小声でつぶやく。

「カミは僕だけじゃなく白夜のことも好きだよ」

「好かれたくないっす」

　白夜がぶるりと震える。

「結局、僕たちって、人間みたいに難しく考えないんだよね。その一瞬だけの好こう悪おとか、楽しいか楽しくないかとか、そういうのだけで過ごしてる。だから一致団結なんてしないし、百鬼夜行だって、変な話、お祭り騒さわぎみたいなもんだろう？　たまに声かけたから集まってくれただけで、だったら人間たちの世界を乗っ取るために戦いくさをしようって持ちかけたとしても、そんなの飽あきるに決まってる。そうでしょう？　ぬらりひょんさん？」

　ソラが言うと、ぬらりひょんが「まあな」とうなずく。

「狸一族が、そうやって僕のことを諭さとすんだよね。狸みたいに金と化かしあいが大好きな妖怪や、権力に執しゆう着ちやくする妖怪たちがこれからは生き残って、あとは消えていく運命だって。最終的には人間たちに淘とう汰たされるって。だから、橘屋の軒のき先さきを借りた以上、あなたもなにかに執着しなさいって言うんだよ。金を稼かせいで、利権を見み極きわめて、もっと欲望にまみれないと、どんなに力の強い妖怪だろうと、ゆっくり消しよう滅めつしていくだけだろうって。この意見、どう思います？」

「狸の言いそうなことだわい」

　ほ、と、ぬらりひょんが息を吐いた。

「欲を持つことができたら、妖怪たちのほうが強くなって、人のこともあやつれるって」

　ソラは、狸に言われた台詞せりふを口にのぼらせながら、宴で騒ぐ妖怪たちを眺ながめた。唐から傘かさが酔よっ払って傘を畳たたんで転がった。その横で、先刻、ソラが助け起こしたチビ妖怪が、丸いしっぽを振ふって楽しそうに跳ねている。ろくろ首はソラを見て、婉えん然ぜんとした流し目を送って寄よ越こした。

「人なんぞあやつって、なんになる？」

　ぬらりひょんが怪け訝げんな顔をした。

「うーん。わからないです。第一、僕、人間のことがよくわからなくて。だからもうしばらく、人のなかで暮らして、人というものを学ぼうと思うんですよ」

「ソラさんは勉強がお好きじゃな」

「そうですね。妖怪のなかでは学ぶのが好きなほうかも。そうだ、ぬらりひょんさん。僕たちのなかで、強い力を持つ妖怪って、どれだけいるのかな」

「儂わしに、ソラの大将に、天てん狗ぐの一族──九きゆう尾び狐ぎつね、鬼の一族、狸たぬきに狼おおかみもおるな」

　ぬらりひょんが指を折って、数えだす。

「このあいだの百鬼夜行の群れにも来なくて、この場にもいないのは、誰だろう」

「わらしに狐、狸、狼に、天狗かの。どれかが秀徳の後ろについてあやつっているというわけかの」

「狸は、すべてが終わったあとに、勝った者につく。狸一族の頭とう領りようはそう言ってました」

　なにが終わるのかと、ソラは聞いたが、狸たちは答えなかった。

　狸は、愉ゆ悦えつと狡こう猾かつさに光った目をして、ソラに告げただけだ。終わるということは、つまり何事かが、はじまっているのだ。

　さらに、予防線を張ったつもりか「なにが起きているのかを力ちから尽づくで聞きだすような頭の悪い奴やつの下にはつかず、逃にげる」とも言った。

　ソラに、自力で調べてみよと挑ちよう発はつしてみせたのだ。謎なぞを解いたら、ソラの暗黒太陽としての力を認めてやるとでもいうように。

　ソラは狸たちに試されたところで、それにいちいちむっとはしなかった。力自じ慢まんの鬼たちが力試しで勝った相手を認めるのと同じで、狸と狐は狡猾で変化のうまい相手を認める。そういうものだ。

「力のある狐は社やしろに奉まつられて土地を守ってますよね。夜行の招しよう集しゆうのときも、今宵も、社から離れられないので欠席すると挨あい拶さつを寄越した狐が多い。あとは狼と天狗か。鬼は宴に出ているし。人をあやつれるとしたら、じゃあ天狗か、狼くらいなのかな」

　狐たちの社にはこちらから酒と料理を送り届けた。

「えーと、わかんないんすけど、妖怪は団結したがらないってさっき言ったじゃないですか」

　胸を張って白夜が言った。

「そうだと思うんだけど、狸一族みたいな例外もいるしね。狸は団結が好きだし、金と権力も大好きだから。それに、思い返してみると、橘屋の店主のところに駆けつけたとき、彼の周囲には黒い靄もやがかかっていたんだよ。呪のろいのような、なにかがね」

「そうなんすか」

「秀徳がかけた呪じゆ術じゆつだと決めつけて、秀徳に指図されて橘屋が悪事を働いていたんだと思い込んでいたけれど──もしかしたら」

　と、ソラはそこまで言って、首を傾げ白夜を見やる。

「白夜、頼まれてくれないか？　おまえは隠おん密みつの聞き込みが得意だから。秀徳の周囲を探ってきて欲しいんだ」

「わっかりやした」

　頼たのみ事をされ、白夜の眸ひとみが誇らしげに瞬またたいた。すっと背筋をのばして立ち上がり、弾はじけたようにくるりと跳ねる。跳ちよう躍やくした空中で、白夜の姿は、銀をまぶした純白のイタチに似た美しい獣へと変貌する。イタチよりずっと大きく、そしてどこか神こう々ごうしいその姿が、白夜の妖怪としての本性であった。

　シュッと風を切って、銀の閃せん光こうが走り──白夜の姿は跡あと形かたもなくなっていた。

「いますぐ行ってくれって言ったつもりじゃないのに」

　宴のご馳ち走そうと、酒を楽しんで、明日でもよかったのに。

　白夜ときたら、せっかちだ。

　思わずつぶやいて困こん惑わくしたソラの側で、ぬらりひょんが低い声で笑っていた。
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　最近のあかりは、少しだけ落ち込んでいた。

　あかりの丸くて大きな黒い瞳ひとみが、思案げにくるくると動き、桜色の紐ひもでひとすくいだけ束ねて垂たらした、後ろ髪がみが揺ゆれる。

「あかりちゃん、どうしたの？　ため息ついて。ここのところずっと暗いけど、なにか大変なことでもあったの？」

　学校の授業を終え、手習いの道具を鞄かばんにつめて外へと向かう途中で、そっと近づいてきた同級生のやよいがあかりの顔を心配そうに覗のぞき込んだ。

「赤あか鳥とり先生の新作が最近出ないから……」

　暗い声で告げると、やよいが目を瞬またたかせる。その隣となりで、級長のいづみが眼鏡めがねのつるを指先で押し上げた。

　あかりは黄き表びよう紙しや物語が大好きだ。そのなかでも特に心しん酔すいしているのは、恋愛本の大たい家かである赤鳥である。

「なんだ。そんなこと？」

「そんなことじゃないわよっ。赤鳥先生の新作が三み月つきも出ないなんていままでなかったのよ」

　思わず、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめ声を荒らげた。

　あかりは、黙だまっていたら愛らしい容よう貌ぼうの十六歳の少女だ。けれどときどき傍はたから見たら奇き行こうとされるふるまいをするので、級友たちからは遠巻きに「生あたたかい目で」見られていることが多い。

「赤鳥先生は流行はやりの風か邪ぜで臥ふせっていらしたときですら新作を毎月出してくださった方なのに。どうしたのかと思うと、とにかく心配で」

　おろおろと話しているうちに涙なみだで目が潤うるんだ。赤鳥先生の身になにかがあったのではと思うと、いてもたってもいられない。

　あかりの夢は、いつか赤鳥先生のような、おもしろい物語を綴つづる黄表紙作家になることだ。尊敬してやまない先生のことを思うと、胸が震ふるえる。

「でもね、もしかしたらいままでにはない新しい作品を、時間をかけて生みだしていらっしゃるのかもしれないと思ったりもするの。そうすると、どんな本になるのかしらって、うっとりとしちゃうのよ。心配と、楽しみとのあいだで、右往左往してて、大変なのっ」

　いづみが眉み間けんと鼻の横にしわを寄せた。やよいは声をかけてきたとき以上に心配そうな顔になる。

　熱く語りはじめたあかりの着物の袂たもとのなかで、くるまっていたオボが「きゅ」と桃もも色いろの鼻を突つきだし、ちいさく鳴いた。

「ん、大丈夫よ、オボ。ごめんね」

　頭のなかが赤鳥先生のことでいっぱいで、なにも考えずに、オボの丸い耳の後ろを指先で撫なでた。オボが気持ちよさげにヒゲをヒクヒクと動かした。

「あかりちゃん……また、オボなの？」

　やよいが困こん惑わくの顔になり、小声でささやく。

「え……またって。あ……あああああ」

　いづみとやよいが、あかりの袂を凝ぎよう視しする。そのなかに「何者か」の痕こん跡せきを探る視線に、あかりの顔がひきつり、妙みような笑いが零こぼれた。

　──オボは、私以外には見えないんだった。

　そう思うとあかりの胸は小さく痛んだ。

　オボは、イタチに似た、黄金の毛を持つ妖よう怪かいだ。ひょんなことから知り合った謎なぞの青年ソラに委ゆだねられ、オボは、あかりと暮らすことになった。おかしなことに、あかり以外のみんなにはオボの姿が見えないらしい。

　──こんなに可愛かわいいものを見られないなんて、みんなは損をしていると思う。

　思うけれど、当面の問題は、みんなには見えない動物を袂に入れて、撫でまわしている自分の行動をどうごまかすかだった。

　──不思議よね。妖怪たちはたしかにいるのに、みんなは弱い妖怪のことは見えないでいる。

　それでいて貧びん乏ぼう神がみや暗黒太陽といった力の強い妖怪や神の姿は、人の目には見えている。強い力を持つあやかしは、人の姿に変化して、素知らぬ顔をして人間社会に紛まぎれているらしい。

　ソラは今頃どうしているのだろうか。

「あ……しゃぼん玉」

　ふとそらした視線の先、しゃぼんの玉がふわふわと飛んでいく。やよいたちも、あかりにつられて、空中を漂ただようしゃぼん玉を追った。

　しゃぼんの玉は、陽を受けて虹にじ色いろに輝かがやき、パチンと弾はじけた。

　そのとき──。

「あかりさんっ」

　背後から名前を呼ばれ、あかりは慌あわてて後ろを向いた。

「ソラさん!?」

　あかりを呼んだのは──ソラだった。

　寿すつ都つのはずれのすすき野原で出会い、オボをあかりに預あずけた推すい定てい年齢十七歳の愛らしい少年だ。

　思わずあかりは、ソラの元に駆け寄った。

　ソラが、あかりに向かって花束を差しだした。赤と薄うすい桃と紫の色をした秋桜コスモスだ。

「新しい家に引っ越したから、約束どおりにあかりさんを迎むかえに来ました」

　お日様みたいな空気がソラの周囲に漂っている。

　少しだけ垂れた甘い目が、あかりの顔を覗き込む。ふわふわの柔やわらかい茶色の髪がてんでな方向に跳はねている。刺し繡しゆうのきれいな上質の着物の前がはだけ、帯が斜ななめにずれていた。

　ソラは不器用ゆえに、いつも着物をはだけさせているが、不思議とそれがだらしなくは見えない。

　首から下げているのは、鳥の形のしゃぼん玉だった。

　さっき見たしゃぼん玉は、ソラが吹いたものなのだと思うと、自然と笑みが生まれた。

　──この人が、実は妖怪で、しかもすごく強いなんていまだに信じられないな。

　こんなに愛らしい見た目なのに、ソラは五百年も生きたとても強い妖怪なのだ。それを知ったときは驚おどろいた。

　けれどあかりは、寝ね癖ぐせのついた変な髪をしているソラを見ると「実は妖怪なのだ」ということをいつもうっかり忘れてしまう。

　オボがみんなに見えない妖怪だということを忘れて話しかけてしまうのと同じで、あかりにとって、妖怪たちは、人間と同じくらいに普通に感じられるものになっていた。

　花束を抱かかえ、照れた顔をして笑っているソラを見返していたら──。

「おりてきたわ！」

　あかりの脳内に、物語が閃ひらめいた。

　あかりがいつも脳内で紡つむいでいる、書きかけの四し天てん王のうの物語だ。

「ふふふふふ。そうよ。我われらが四天王、南方を守るソラは気配り上じよう手ず。敵と戦うときは事前に手て土産みやげや花などのちょっとした心こころ遣づかいを忘れない。敵と向き合うときにはいつも贈おくり物持参で低姿勢。どうだ!?」

「嫌いやだよっ」

　湧わきでた妄もう想そうを口から逬ほとばしらせ、軽く踊おどってみせたら、即座にそう切り返された。

「やめてっ。あかりさん、おりてこないでっ。僕、約束どおりに花を持って迎えに来たんだから、四天王のことは一いつ旦たん置いて、僕を見て！」

　ソラがあかりの肩かたに両手を置いて、がくがくと揺すぶった。手にしていた花束から、花びらがちらほらと数枚、舞い落ちる。

「あ……あ、あぱぱぱぱ」

　ソラの悲痛な叫さけびで我に返ったあかりである。

「ええと……ごめんなさい」

　気がつけば、ソラの甘い色をした目がすぐ間近にあった。形のいい唇くちびるも、いまにも触れそうな近い位置にある。

　あまりにも近すぎて、瞬しゆん間かん的てきにあかりは耳まで熱くなる。

「ちょ……ソラさん、接近しすぎっ」

「だって、あかりさんが、おりてくるからじゃないかっ」

　ソラが拗すねた口調になって手を離し、気を取り直したようににこりと笑うと「はい。お花」とあらためて花束をあかりに差しだした。

「なんだ。赤鳥先生じゃなく、こういう悩なやみだったのね」

　いづみが感心したようにあかりとソラを眺ながめ、うなずいてみせた。

「こういうって……なに言ってるの？　私の悩みは赤鳥先生の新作が……」

「あかりちゃんらしいっていうか、なんとなく変わってる人だけど……、でもまあ、いいんじゃない？　うん。なにより、あかりちゃんの『おりてきた』に即そく対応できるっていうのが、いいわ。あかりちゃん、詳くわしいことは明日聞かせてね。やよいちゃん、お邪じや魔まになるし、私たちは行きましょ」

　ソラのはだけた着物のあわせ、ずれた帯、跳ねた毛先を順番に眺めつつも、いづみはそう言って、やよいに目配せしてきびすを返した。

　やよいが「あかりちゃん、頑がん張ばって」と、あかりの耳元で小声でささやき、いづみについて去っていく。

「頑張ってって……なにを？」

　ぽかんとしてふたりを見送ったあかりの隣で、ソラが「あかりさんの好きそうな黄表紙を蔵くらから出してきたんですよ」とにこにこと言う。

「本当に？」

　それは、本好きのあかりの気持ちを浮き立たせるなによりの呪じゆ文もんだった。




　木こ枯がらしがピューピュー吹いている。

　季節の変わり目──毎朝を迎えるたびに、薄紙が剝はがれていくように少しずつ寒くなる。

　ソラと会うのは、三み月つきぶりだった。

「僕ぼくたち、橘たちばな屋やの使っていなかった離れと蔵を借りることになりました」

　花束を抱えて歩くあかりの横に、ソラが並ぶ。歩くのにあわせ、ソラの髪の毛先が柔らかく跳ねている。

「そうなの？　でも橘屋さん、ソラさんたちのこと、よく受け入れてくれたわね。だって変な話、ついこのあいだまで、敵みたいなものだったのに」

　秀しゆう徳とくという阿あ闍じや梨りと、橘屋が手を組んで、ソラのことを閉じ込めていた。あかりは夏のあいだをずっと、町はずれの大きな屋敷に幽ゆう閉へいされていたソラのもとに、雇やとわれて「話し相手」として通ったのだ。

「僕たちみんな行くところがないので住まわせてくださいって、丁てい寧ねいに優しくお願いしましたからね。礼れい儀ぎは大事だと本にも書いてあるし」

　ソラが真剣な顔つきで言う。

「そういう問題じゃないと思う」

「そうかな？」

　真顔のソラを見て、あかりはなんとなく笑ってしまった。くすくすと笑うと、袂からオボがぴょこりと顔を出そうとして、つっかえて、じたばたと暴れた。

「もう、オボったら」

　ひょいと手を差し入れて、袂のなかのオボの位置を優しく換かえる。

「寒くなったせいでオボも冬毛になったのか、もふもふでしょう？　前はこのなかに入っててもつかえたりしなかったのに、この頃、袂のなかでうまく方向転換できなくなっちゃうことが多いの」

　あかりが言うと、ソラは不思議そうな顔でオボとあかりを交互に見た。

「冬毛？」

「ところでソラさん、お引っ越しは大変だった？　呼んでくれたら手伝ったのに。住まいが決まったのはいつだったの？」

　矢や継つぎ早ばやに質問が口から出てくる。

「住まいはすぐに決まったけど、書物の整理をして、あかりさんが好きそうな黄表紙や竹たけ巻まきを探したり、その他いろいろと些さ末まつなことで時間がかかって」

「カミや白びやく夜やさんに、火か車しやさんも、元気？」

　それぞれに実は妖怪であったみんなの名前を告げる。

「元気ですよ。今日、あかりさんを招まねくよって言って出てきたから、みんなもあかりさんに会うのを楽しみにして橘屋で待ってます」

「そうなの？　じゃあみんなで暮らしてるのね。よかった。でも書物の整理なら、私も一いつ緒しよにやったのに」

「それなら、これから手伝ってください。整理はまだまだ途中なんです。前と同じにお給きゆう金きんも出しますから、あかりさんの学校帰りに……」

「お給金はいらないわ」

「え？」

「いらないけれど、手伝いには行く。だって私、ソラさんの友だちだもの」

　そう告げると、胸のなかがふわっとあたたかくなる。ソラはあかりの友だちで、その友だちとまた一緒に話をしたり、本を読んだりできるのだ。

「友だち……ですか。うん」

　ソラがちょっとだけ口をへの字に曲げた。そして、あかりが抱えていた花束をひょいと取り上げ、あかりの片手をぎゅっと握りしめた。

「え……」

　ソラが手を握る力にあわせ、あかりの胸が、トクンと鳴った。

「友だちなら手ぐらいつながないとね！」

　そっと近づき、あかりの耳に甘い声でそうささやいて、ソラはしっかりとあかりの手をつないだまま、あかりを新しい住まいへと連れていってくれたのだ。




　辿たどり着いた橘屋──長くつづく塀へいの端はしにある御ご用よう聞きき用の出入り口からなかへと入る。

「待ってください、ソラの大将。次はなにを引き入れるつもりですか」

　入った途と端たん、のっそりと顔を出したのは、恰かつ幅ぷくのいい壮そう年ねんの男だった。

「なにって、人間の女の子だよ。あかりさん、この人は橘屋で勤めている狸たぬきの頭とう領りようだよ。僕たちは狸親父おやじって呼んでるけど、橘屋や人間たちには、綿わた引びきさんって呼ばれてるんだって。狸の頭領、この子は、あかりさん」

「……あかりさんて、みんなが言ってた例の人間ですか。こちらが？」

　太い腹をたゆんと揺らして、綿引があかりの顔をまじまじと眺めた。

「はじめまして。荻おぎ野のあかりです。お邪魔しても、いいでしょうか？」

　と頭を下げると、綿引は顎あごを引き「まあ、人間のお嬢じようさんなら悪さはしないでしょうし。いきなり怒おこって、すみませんでしたね」と低い声で返す。あかりが人間なことに納なつ得とくしたのか、尖とがっていた声がいくぶん和やわらいだ。

「頭領は僕が変な者を連れてこないかと、いつも僕が外出して帰ってきたら、どこからともなく嗅かぎつけて、こうやって文句を言うんだ。ひどいだろう？」

「仕方ないじゃないですか。だいたい、ソラの大将、貧乏神を商家に連れてくるってのはどういう了りよう見けんでいなさる」

　綿引が厳しい目をしてソラを睨にらみつけた。

　言われてみれば、そのとおりだ。商あきないをしている家に、貧乏神を連れて引っ越すなんて、縁えん起ぎでもない話である。

「でもカミは行くところがないんだもの。神様なのに社やしろも造ってもらえないのって、死神と貧乏神くらいだよ。ちょっとかわいそうだと思うんだ」

「当たり前です。そんなこと言って、ソラの大将、次は死神まで橘屋の門のなかに引き入れるつもりじゃありませんよね？」

　がみがみと怒りだした綿引に、ソラが首をひゅっとすくめて「狸一族はぽんぽこ怒りすぎだと思う」と文句を言った。

　──ぽんぽこ怒るって言い方。

　可愛いなと、ふっと笑うと、綿引があかりのこともキッと睨んだ。

「怒らせてるのは、ソラさんが常識はずれのことをするからで……」

　と──遠くから、聞き覚えのある声が近づいてくる。

「ソラさん～。おかえりなさい～。あ、あかりさんも……ひゃあっ」

　カミである。

　広い庭を横切って「ソラさん～、あかりさん～」と叫びながら駆かけ寄ってきて──立派な枝ぶりの松の木の下でつまずいて転てん倒とうした。転んだ拍ひよう子しに松の幹に激突し、落ちるはずのない枝がポキリと折れ、カミの頭を直ちよく撃げきして叩たたきつける。

「だ、大丈夫っ？」

　相変わらずの不幸の引き寄せっぷりである。

　あかりは思わずカミへと走り寄り、カミの頭から木の枝をそっとどかした。

「ああ、あかりさん～、変わらずあかりさんは優しくていい人ですね～。おじさん、あかりさんのこと好きです～。幸せにしてあげたいかも～」

　手を地面について起き上がり、女座りになったカミが眼鏡のずれを直して感かん極きわまったように言う。

「だーっ。てめぇは誰だれのことも幸せにしようとすんなっ」

　そしてまた聞き覚えのある声が横から飛んできた。すごい勢いで走ってきた白夜が、カミとあかりのあいだに身体からだを割って入らせ、仁に王おう立ちになってカミにいきまく。

「何度言えばわかんだよっ。あと、あかりちゃんも、こいつに好かれるようなことしちゃだめだっ。こいつの正体がなんなのか、もう知ってるんだから、転んでるの見ても助けたりすんなっつーのっ」

「そんなこと言われても」

　誰が相手でも、目の前で倒たおれたら、手を差しだして助け起こすのが普通ではないか。見ているのに無視なんて無理だ。

「白夜、仕方ないよ。あかりさんは優しい人ですからね」

　いつのまにか白夜の後ろに立った火車が困り顔で告げた。火車は、炎と見まごう赤い色の長い巻き毛と、赤い目をした美女だ。

「お久しぶりです」

　控ひかえめに、伏ふし目がちに火車が頭を下げる。

「ええと……なんというか、みんな、変わりないみたい、ね」

「なに言ってんだ。俺は変わったぜ。いままでの俺とはひと味違う、前以上に大人の男になった『カマイタチの白夜』様だぜ。疑うなら、俺様の切れ味を試してみるかい？」

「いえ、いいです」

　あかりはさっと片手を上げて、白夜から顔をそらした。

　火車が白夜の後ろで苦笑いを浮かべている。

　すると、茶色い毛だるまみたいなものが、庭の向こうからびょんぴょんと弾はずんできたと思ったら──あかりたちの手前で煙けむりを弾けさせ、箒ほうきを持った子どもの形に変化して、ひと声叫んだ。

「ぽんぽこーっ」

　茶色の巻き毛の短髪に、丸い獣けものの耳が突き出ている。この子もどうやら、あやかしだ。
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「こいつまた入ってきたんですね。しかも松の木をこんなにしてっ。庭師を呼ばなくてはっ。貧乏神があちこち壊こわすから、修しゆう繕ぜんにお金がかかってならないよ。ソラさん、前にも言ったとおり、ここに住みたいならお金を稼かせいできてくださいっ」

　頭から湯ゆ気げが立っている。キーキーと怒って、あかりの手から木の枝を取り上げると、それを振り回してカミを追いたてた。

「ひ～」

　ペシペシと叩かれて起き上がったカミが逃にげまどい、ソラの後ろに隠かくれる。

「倅せがれのシロです」

　綿引が、あかりに向かってうなずいた。この妖怪は狸の息子のようだ。

「お金ならたくさんあるよ。使い道もないし、お金でいいならいくらでも渡すよ。いまの時代のお金じゃないのも混じってるけど」

　ソラが飄ひよう々ひようと応じ、花を持たないほうの片手で、懐ふところから札さつやら貨か幣へいやらを取りだして綿引の手のひらにぱらぱらと落とす。

「ソラの大将からお金を取るなんていうのは心苦しいんですが、それでも余ってて仕方ないっていうのなら、こちらもお断りする理由はないですしねえ。そうですね、月に千両くらい、いただけましたら……」

　綿引がほくそ笑んで揉もみ手をして言う。

　千両は、あかりのように普通の暮らしをしていたなら、死ぬまで働かずに食べていける金額だ。それどころか月に千両といったら──一年でたぶんそれなりの城が建つ。

「そうなの？　じゃあ、あとで千両用意して……」

　ソラがあっさりと受じゆ諾だくしかけ、あかりは驚いて止めに入った。

「待って。それだけ払ったらお城が建つわ！　いくらなんでも払いすぎ」

　綿引が「いやいやいや。まあだったら、月一両に負けときますか」と満面の笑顔を見せた。それでもまだ高いと思うが──。

「千両だったのが一両になるなんて、すごいなあ。いいのかな」

　ソラはキラキラと目を輝かせた。

「よろしゅうございます」

　ポンと手を打って、綿引が「それじゃあ、私は仕事があるのでこのへんで。あとはまかせたよ、シロや」と、子どもの頭を撫でた。

　シロは唇をきゅっと引き結び、胸を張って、父親にうなずいてみせた。

　綿引の堂々とした恰幅のいい後ろ姿が遠ざかるのを、みんなは黙って見送った。

　──狸がずる賢がしこいって本当だったのね。

　横目でチラリとソラの様子を窺うかがうと、ソラが首を傾かしげて、ふわりと微笑ほほえむ。

　──というより、ソラさんが純じゆん粋すいすぎるのよね。五百歳だって聞いたけど、そんなふうには見えないわ。

「一両でも多いと思うの」

　こそこそと小声で言うと、シロが上うわ目め遣いであかりを睨む。着物の尻しりから突き出たしっぽが毛で膨らんでゆらゆら揺れた。

　──子ども狸は、可愛いのに。

　この愛らしい子が成長すると、あんな狸親父になるなんて信じられない。

「そんなことはございません。だって貧乏神を引き入れられてから、本当にうちは大変なんですからね。それに、お父様はああおっしゃいましたが、金というのは汗水流して稼かせぐもんです。ソラさんのお金は、僕が葉っぱを化かして作ったお金みたいなもんで、なんのありがたみもございません。ありがたみのない金は、手元に置いててもいいことなんてありませんから」

「ありがたみ？　そういうものなの？」

　ソラが言う。

　あかりは、自分の身体の半分くらいしかない子どもに、うまく言いくるめられている気になった。それでもシロの言うことの半分くらいは理にかなっているように感じる。

「そういうものかもしれませんね」

　火車がぼそりと言い、あかりも火車に、うなずいた。それまでずっと黙って袂にいたオボが顔を出し、同意するように「きゅ」と鳴く。

　白夜とソラはポカンとして、互いに顔を見合わせていた。あかりたちと違ちがって、白夜とソラはシロの言う理り屈くつがさっぱりわからないようだ。

「よくわからないけど、あかりさんも、僕が汗水流して働いたほうがいいって思ってるなら、考えなくもないかな」

「ソラさん～、だったら～、私も汗水流して働いたり、みんなの幸せをすごーく祈いのったりしてお返しをし……」

　ちいさくなっていたカミが、ソラの後ろからひょいと顔を覗かせた。途端、シロのしっぽの毛があり得ないほど逆立って、三倍くらい大きくなる。

「ぽんぽこーっ。動くなっ。動くなら出ていけっ」

　木の枝を振り上げてカミへと挑いどみかかる。「ひ～」と悲鳴をあげたカミをシロがバシバシと叩き、外へ、外へと追いたてた。

「あかりさん～、ソラさん～、そういえば私に新しい友だちができたんですよ～。三月前からその人が私のことをたまに泊とめてくださるようになって～、とっても優しい人で、その人をみんなに紹しよう介かいしたくて～」

「貧乏神は誰のことも連れてくるなーっ。ぽんぽこーっ」

　シロが叩き、カミが頭を抱えて逃げまどう。

「その人、貴族様なんですよ～、可愛い女の子も一緒に住んでて、その女の子が今度私に幸運のお守りをくれるって言ってくれたんです～。いい人でしょう？　まだもらってないけど～。痛っ！　それで～、貴族様は書物がとてもお好きな人なので、おふたりとも趣しゆ味みがあうかと～、痛い～、青あお柳やぎ様とおっしゃって～」

　叫びながら走るカミの逃げ足は速く、追いかけるシロはあっというまに庭を突っ切って、塀の外だ。

　呆あつ気けにとられて目を瞬かせていたら──なにが起きたのかは知らないが塀の外から「ひゃ～」というカミの声が聞こえた。次に馬のいななきと「危ない」という人の声、そしてなにかがぶつかる音がして──「ひゃあああああ、助けてえええええ」というカミの声がぐんぐん遠ざかり、こだまのように長くのびたのだった。




　カミがいなくなってもみんなが「また戻もどってくるよ」と鷹おう揚ようなのも、前と同じだった。

「あいつと友だちになった貴族って、没ぼつ落らくするな」

　白夜が言う。カミは貧乏神なので、たぶん真理を突いている。

「またあとでカミに話を聞いて、本当にその貴族がいい人だったら、うまくカミを離してあげたほうがいいのではないですか？」

　火車が真顔で提案した。

「青柳様って……うちから東のほうにいった広いお屋や敷しきにお住まいの子し爵しやく様のことかしら」

　あかりがぼんやりと言うと、ソラが「そうなの？」と聞いてきた。

「寿都で、青柳様という名字で、貴族様ってそこしかないはずだから」

　もとは地方貴族として裕福に暮らしていた名めい家かの名前だ。先代の王が、貴族とその家族はすべて都みやこに場所を移すべしと政せい令れいを発し、宝寿の国の貴族たちは、いまやみんな寿都に生活の基き盤ばんを置いている。

　都から離れた土地で、貴族たちが、王以上の権力や冨とみを持たないようにという牽けん制せいのためのおふれなのではと、女学校でいづみが言っていた。

　しかも、いづみは「当代の青柳様は『良心のない男』って噂うわさされてるわ。人使いも荒くて使用人が次々と辞やめていってしまったそうよ」とも言っていた。

「カミのせいで青柳様が没落したら大変かも」

　あかりの台詞せりふにソラと白夜が顔を見合わせた。みんなはカミの「貧乏力」のすさまじい威い力りよくを、いやというほど知っている。

　が、ソラはすぐに気を取り直したように笑顔になり「僕たちの住まいはこっちだよ」と、あかりの手を引いて、案内してくれた。

　あまりにも自然に手をつなぐから、振りほどくこともできず、されるがままだ。

　あかりたち以外の人目がなくなると、白夜が「じゃあ、ここで」とくるりと跳とんで、銀色のイタチに似た姿に変身した。

「え……白夜さん？」

　驚いて見守る。走っていった白夜を追いかけ、火車も人の形から緋ひ色いろの猫ねこへと姿を変える。ふたり──というか二匹は──くるくると、もつれあいながら庭を駆け抜け、跳び上がると、塀の向こうに姿を消した。

　──白夜さんと火車さんて、妖怪になるとああいう姿なんだ。

　白夜も火車も、愛らしくてきれいな、どこか神こう々ごうしさを感じさせる獣の姿だった。

　──ソラさんは、どうなんだろう。やっぱり可愛いのかな。オボみたいに？

「あかりさん、どうしたの？」

「ソラさんは妖怪の姿になったら、どうなるのかなって」

「僕の本体？　ちょっと待って」

　首を傾げ、ソラが瞬まばたきをした。すると──ソラの髪がのびて、黒くなった。背せ丈たけがのびて、ふわふわとした容よう貌ぼうが、すっきりと精せい悍かんなものへと変化する。どういうふうになっているかは不明だが、着物の丈たけもソラの身体と一緒に大きくなっていた。

　黒髪で長髪のソラは、凜り々りしくて、たくましいが──少しだけ苦手だ。たぶん、隙すきがなくて、かっこよすぎるのだ。この姿のソラに危ないところを助けられ、守ってもらった。思い返すと、胸がばくばくと変に高鳴る。

「そ……それが本体なんだ」

　しどろもどろになって、視線をさまよわせる。変わらず握られた手が、いきなりひどく気になってきた。

「そう。この格好だと髪の毛は跳ねないんだよね。どうしてだろう」

　それでも中身はいつものソラだった。

「長さがあるから、髪の重みに引っ張られて跳ねないんじゃないかしら」

「じゃあ短いときも、引っ張ればいいのかな」

「あまり強く引っ張ったら抜けると思う」

　釘くぎを刺さしておかないとソラはとんでもないことをしそうだ。

　話しているうちに、離れにある東あずま屋やに着いた。東屋といっても、台所や風ふ呂ろ場ばもひととおりついた、立派な作りの建物だった。ざっと見たところ、あかりの家より広いくらいだ。

「あっちにある蔵も使っていいよって言ってもらえたから、蔵にはたくさんの黄表紙や竹巻を運んできたんだ。まずこちらにどうぞ」

「はい。お邪魔します」

　そう言って東屋に上がり込む。たくさん歩いたせいか、ソラの着物の帯がずるりと落ちかかっていた。なまじ見た目が精悍な美青年になってしまったせいで、見てはいけないものを見せられている気がして目をそらす。

　色とりどりの布で編んだ草ぞう履りを脱ぬいだソラは、裸足はだしだ。着物の合わせから、きれいに筋肉のついた臑すねがちらりと覗く。

「ソラさん、お花……ずっと持ち歩いていたらしおれてしまうかも」

　贈られたはずなのにソラがずっと持って歩いている花束が、少しだけ、くったりしているように見える。

「そっか。じゃあ今日は僕たちの新しい住処すみかを見てもらうだけで、本を読むのはやめよう。ちゃんと咲いているお花をあかりさんに持って帰ってもらいたいから」

　眉まゆ根ねを寄せて生き真ま面じ目めな顔でソラが答える。

「え……うん。そうね」

　本が積み上がっているという蔵に連れていってもらいたいのにと、しょんぼりとうなだれるあかりを見て、ソラがちいさく笑った。

「そのかわり今日は、一冊だけ、あかりさんに黄表紙を貸すよ。明日には返しに来てくれる？　読んだ感想を僕に聞かせて」

　部屋の隅すみにあった黄表紙を引き寄せ「はい」とあかりに見せた。

「……あ、これは、先月出た、卍まんじ丸まる先生の黒本ねっ」

　赤本は恋愛で、黒本は歴史や戦いくさを題材にした本だ。

　飛びつくように黄表紙に手をのばすと、ソラが、あかりの手が届かない高さまで黄表紙を掲かかげる。

「その前に、そこに座ってください」

「座るの？　座ればいいのね」

　畳たたみに座ると、ソラもあかりの前に腰こしを下ろした。花と黄表紙とを同時にあかりに渡し、ついでみたいに、あかりの髪の毛をひとすくい指先ですくって、ささやく。

「あかりさん、髪を縛しばってるその紐は僕があげたものだよね。使ってくれてて嬉うれしいな」

　指が髪をさらりと梳すいて、あかりの耳をくすぐった。蝶ちようのはばたきくらいのかすかさで触ふれて、離はなれていく感かん触しよくに、あかりのうなじがざわめいた。

　ふわふわしたソラの姿ならまだしも──本体だというソラの姿では、あまりにも色っぽすぎる。

「また会えて、嬉しい。あかりさんも嬉しい？」

　目線を合わせ、甘えた目をしてソラが言う。嬉しいという答え以外を受けつけないというような、まっすぐな双そう眸ぼうに射い貫ぬかれる。

「うん。嬉しい……」

　あかりの心臓が、跳ね回る。どうしたらいいのか、わからない。
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「じゃあ前みたいに僕の髪、撫でて」

　そう命じ、あかりの目の前に頭を突き出す。うつむいてみせたソラの髪の毛は、漆しつ黒こくで滑なめらかだ。

「あの……ごめんなさいっ！　なんだかちょっと……」

　ソラは頭を撫でられるのが好きらしく、あかりはいつもそうしていたけれど──。

「いつものソラさんのほうが……いいかな……なんて。別にソラさんの本体が嫌だっていうんじゃなくて……違う人みたいで落ち着かなくて」

「そうなの？」

　途端、ソラの身体がしゅっと縮む。

　おかしな形に毛先のあちこちが跳ねた、いつもの茶色い綿わた毛げみたいな頭が目の前に現れる。ふわふわとした毛先は柔らかく、そして愛らしかった。つい、手をのばして、よしよしと撫でてしまいたくなるように。

　あかりは、ほっと吐と息いきをついてから、花と本とを傍かたわらに置き、ソラの髪を撫でた。

「ん」

　ソラが喉のどのところで満足げな声を出す。

「今日は、ちょっとだけ」

　なにを、と聞く間もなく、ソラがころりと転がり、あかりの膝ひざに頭を乗せる。

　──って、膝ひざ枕まくら!?

　膝に、とすっとかかった重さに、慌てるあかりだ。ソラはどういうわけかあかりに膝枕をさせるのも、撫でられるのと同様に好きだった。以前は、この状態で本を音読させて、うたた寝をするのが常だった。

「あかりさんのおじいさんに弟くんも元気？」

「元気だよ」

　ソラは「よかった」と、つぶやいた。

「あかりさんの書いているお話の、四天王のソラは少しは強くなった？　ほら、あの土ど下げ座ざ流りゆう水すい剣けん。南方を守るソラの得意技は、流れるように土下座をする剣術だったよね」

　むらりと、あかりの頭のなかで、湧き上がるものがあった。あかりがずっと書き綴っている、美しい姫様と彼女を守護する四天王の話について問われてしまっては、黙ってはいられない。

「ええ。ソラは、ハク将軍に気配りの術を褒ほめられて、でも自分は気配りだけの男なのではといま悩んでいるのよ。それで土下座以外の技を編みだすために旅に出ることにしたの」

「旅？　旅したら、お姫様のこと守れないんじゃ？　守護四天王なのに旅していいの？」

「あ……」

　ぬかった。

　そのとおりだ。より「かっこいい」方向に話を転がして筆を重ねていたが、四天王の南方守護者が旅立ってしまったら、南方の守りはおろそかになる。ソラの臣しん下かに、ソラ以上に強い臣下もいない。一気に血の気が引いたあかりだった。

　──困った。私の書いているのは駄だ作さくかも!?

　呆ぼう然ぜんとするあかりに気づかず、ソラが、身体を横にことりと向けて「あかりさん、もっと撫でて」と目を閉じた。
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　翌日、あかりが女学校に着いた途端、いづみとやよいが駆け寄ってきた。

「よりにもよって、あかりちゃんに先をこされるとは思ってもいなかったわ」

「なにが？」

　きょとんと聞き返すと、いづみが眼鏡の奥の目を細める。

「なにって、昨日の彼よ。どうなってるの？」

　どうなっているのか。いづみに問われ、あかりの脳内を、昨日のソラとの会話が駆けめぐった。ソラに指し摘てきされた四天王の物語の穴が、どれほどあかりを打ちのめしたことか。

「よくぞ聞いてくれました。四天王の南方守護者ソラは、旅に出るのをやめることにしました。そのかわり信頼する臣下を雇い入れます。すべては姫様のためです！」

　据すわった目をしてあかりが言う。

「は？　誰もそんなこと聞いてない……。臣下って、いったい？」

「言わないで。もう、言わないで。いまさらなのは、わかっているのよ。でも──せっかくあれだけ書いたものを反ほ古ごにしたくないの。そんなことじゃいけないってわかっているのに、私……。悪役の鬼おに夜や叉しやも、いまいちの出来だと思ってたけど」

「鬼夜叉って？　あかりちゃんがたまに譫うわ言ごとみたいになって言ってるやつよね」

「噓うそも言わないけど真実も言わないっていう敵だったっけ？　また、あかりちゃんの脳内の物語の話？」

　頭を抱えて机に突っ伏したあかりを見て、いづみとやよいは顔を見合わせ、ため息をついて、離れていったのだった。
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　学校を終えたあかりは、帰り道に橘たちばな屋やへと寄る。

　教わったとおりに勝手口を抜ぬけ、ソラたちが暮らすという離れへと足をのばす。

「こんにちは」

　声をかけて東あずま屋やの戸を開けると、部屋のなかでころりと転がっていたソラが、愛あい想そのいい猫ねこみたいに「うーん」とのびをして、あかりを見た。

「いらっしゃい。ごめんね。ちょっと寝ねてたみたい」

　起き上がって座ると、ごしごしと目を擦こすり上げて、笑う。今日のソラの着物も、帯も、いつもどおりにずれている。

　そして──部屋のなかにたくさんの黄き表びよう紙しが溢あふれ、散らばっていた。

「ソラさん、これ……」

「あかりさんの好きそうな本を探して蔵くらからこっちに運んでるうちに、ついつい読みふけっちゃって」

　ぽよぽよとした顔で「ふわっ」とあくびを嚙かみ殺し、ニッと笑った。

　どうやら本の整理をしているうちに次々と読み直して、睡眠時間を削けずったようだ。その結果が、この乱雑な室内らしい。

「お茶を淹いれるから、待ってて」

　立ち上がったソラが台所へとすたすたと歩く。ソラの足下で、床ゆかの埃ほこりが舞い上がった。

「おかまいなく。ソラさん、昨日いただいたお花は、お仏ぶつ壇だんにお供そなえしたの。きれいだったから、お空のお父さんとお母さんにも見てもらいたくって。お爺じい様さまも、きれいなお花だって喜んでたわ。お爺様と忠ただ春はるも、ソラさんによろしくって」

　ソラの後ろをついて、黄表紙の山を崩くずさないように、気をつけて歩いた。

　祖父も、弟の忠春も、ソラとは一度会っている。ソラの家の手伝いをして、お給きゆう金きんをもらっていた時期があったと告げると、祖父はとても恐きよう縮しゆくしていた。ただしそのあとで「うちは貧まずしいけど、おまえに働いてもらわなければならないほどには金に困っていないんだよ」と、祖父にたしなめられてしまったが。

「やっばり、あかりさんをおうちまで送って、ご挨あい拶さつしたかったなあ」

「だめよ。そんなことしたら寄り道がばれちゃうじゃない」

　昨日は、家まで送るというのを断って、帰り道でひとり、脳内で物語を組み立て直した。

「ソラさんに指し摘てきされたことについても、昨日いろいろと考えたのよ。守護を忘れて旅に出るのはいけないことよね。だからソラ将軍は旅をやめて、臣しん下かも雇やとい入れることにします」

「そうか。南の地形ってどうなってるの？　宝ほう寿じゆの国みたいに島国なのか、陸続きなのかで守りやすさが変わってくるよね」

「そうなのっ。陸続きの大陸で、でも南方には深い森があるの。北には山脈」

　ソラと話していると話題が尽つきない。あかりの作ったお話の、続きを聞きたいと、うながしてくれるのはソラだけだった。みんなは、あかりのことを「いつまでも本だ、物語だと、夢のようなことばかり言って」と苦笑する。

　夢を見て暮らしていけるような家じゃないのは、あかりだって、わかっている。父母がいなくて、老いた祖父の稼かせぎだけで暮らしているあかりの家はあまり豊かではない。祖父になにもかもまかせているわけにはいかないから、あかりは毎日、家事をする。たとえば朝早くに起きて洗せん濯たくをし、天気がよければ外に干してから学校に行く。

　近所のおばさんや弟の忠春が洗濯物を取り込んでくれない限り、あかりが家に戻るまで、洗った着物はずっと外の物干しにぶら下がったままだ。掃そう除じも、ご飯の支し度たくも、ちいさいうちから自分でやるようになった。祖父の役に立ちたくて──だから、あかりの手は、夏になってもあかぎれで荒れている。

　わかしたお湯でお茶を淹れながら、ソラはあかりの話を楽しそうに聞いている。

「実は夕べ、ソラさんに言われて、土ど下げ座ざ流りゆう水すい剣けんについても研究しました。つまり、こうっ」

　いきなり台所の床に正座をし、土下座をしたら、ソラが「え」と短い声をあげた。

　あかりの袂たもとからオボが顔を出し「きゅうっ」と鳴いて、もがいて抜けでていく。

「土下座をしながら、ここでこう転がって、華か麗れいに立ち上がって、こうっ」

　回転し、立ち上がるとくらくらした。でも目め眩まいを無視して、お茶の用意をしているソラの背中を剣で斬きりつける動作をする。

「……斬りつけるんですっ、がっ」

　しかし、動きとして無理があったようで、ソラを「持っているつもり」の剣で斬りつけたと同時に、足がふらついてしまった。

「もう。危ないよ」

　ソラが低く笑って、あかりの手をつかんで、支える。ひょいと手を引いて、あかりの身体からだをふわりと抱きとめる。

　ソラからは、花のような、いい匂においがした。

「あかりさんの可愛かわいいおでこが、土下座で赤くなってるよ」

　しかも、そう言って、あかりの額ひたいの髪かみをかき上げて、指先でちょんとつついた。

「な……」

「土下座は取り入れてるけど、流れる水のような動作がなかったよ」

　ふふ、と笑って言われた台詞せりふがなによりのとどめだった。

　あかりをたやすく撃げき沈ちんさせたソラは、「お茶、向こうに持っていこうか」と、淹れたお茶の湯飲みをお盆に載のせたのだった。
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　あかりの頭のなかはいまや土下座流水剣でいっぱいである。なぜならば、額をちょんと指でつつかれた感かん触しよくとか、ソラの花のような匂いとか、かすれた笑い声とかを吹き飛ばすためには──土下座流水剣を考えるのが、いちばんだからだ。

　──土下座よ。土下座について考えなくてはっ。

　自作の物語のなかの秘技なのに、戦ったことのないあかりには、それがどんな技だか見当もつかないという不思議。

「これ、ありがとうございました。おもしろかったです」

　それでも貸してもらった黄表紙を鞄かばんから取りだして返すことだけは忘れない。本はなにより大切なものだから。

「そうでしょう？　卍まんじ丸まる先生のご本は戦うところが活いき活いきとしてていいよね」

　そう言って、ソラは畳たたみに座り「はい」とあかりの手を引いた。

「いつも膝ひざ枕まくらしてもらってばかりだから、たまには僕ぼくがあかりさんに膝枕してあげる。おいで」

　ポンと自分の膝を軽く叩たたき、うながされたが──あかりは必死で身体を遠ざけて、抵てい抗こうした。

　──さすがにそれは恥はずかしいってば。

　ソラを膝枕するのは、恥ずかしいなりに慣れてきた。けれどその逆は、上級者向きすぎる。なんの上級者だか自分でも不明だが。

「いや、それは……」

「どうして？　遠えん慮りよしなくていいよ。気持ちいいから」

「遠慮じゃなくて……つまり……」　

「うーん。わかった。じゃあ、こうしよう」

　ソラが明るく言い放ち、あかりの身体をくるりと返した。膝を崩してあぐらをかいた自分の懐ふところに、あかりを軽く抱かかえあげて、すぽりと収める。

「わっ」

　あかりの背中に、ソラの胸がくっついている。肩かた先さきに、ソラが顎あごを軽く載せた。ソラの両手が、あかりを包み、抱だきしめていた。

「それで──たまには僕があかりさんのために本を読みます」

　咳せき払ばらいをして重々しくソラが言う。ソラは畳に置いてあった黄表紙を手にして掲かかげ、頁ページを捲めくった。

「いいわよ。読んでくれなくても」

　動どう揺ようがとうとう声に出た。土下座流水剣についてもう一度考えようとしても、うまく考えがまとまらない。耳にかかるソラの吐と息いきや、かすれた甘い声が、鼓こ膜まくに染みついたみたいになって、離れない。

　あかりの胸のなかで、心臓が跳はねてている。まるでちいさなしゃぼん玉を、身体の内側に抱えてしまったようだ。ふわふわとして、飛んでいきそう。

「赤あか鳥とり先生の本なのに？　あかりさん好きでしょう？」

「好き……だけど」

　頼たよりない声が零こぼれ落ちる。虐いじめられているわけじゃないのに、泣きそうになった。優しくされればされるだけ、居い心ごこ地ちが悪いってどういうことだろう。

「……そういえば、赤鳥先生の新作がもう三み月つきも出てなくて心配で」

「赤鳥先生は毎月最低一冊は出してたものね。でも、三月くらいなら、まだそんなに心配しなくてもいいんじゃないかなあ」

「そう……かな。でもね。こんなことなかったから、なんだか不安で」

「きっと三月分かけた渾こん身しんの力作を出してくれると思うよ。それまでは、いままでの赤鳥本を再読しながら、待っていようよ。んーと、──黄昏たそがれの色に染まったあの人の横顔を見つめているだけで、わっちの胸の奥までもがあかね色に染み込んでしまいました。苦しいような、痛いような、甘いような疼うずきが、わっちの胸を……」

「ま、待って……」

　いきなりはじまった、恋愛小説の大たい家かである赤鳥本の朗ろう読どくに、あかりは頰ほおがかっと熱く火ほ照てる。なにせソラは美声なのだ。妙みように色香を感じさせる低音で、ぴたりと抱きしめられて、耳元で朗読されると、恥ずかしくて仕方なくなる。

　もじもじと身体を動かすと、優しい笑いが耳じ朶だをくすぐる。

「あかりさん、読み終わるまで離れるのは禁止だよ。せっかくの赤鳥先生の本なのに、読んでる僕も気が散るでしょう？」

　それを言われると、動けない。赤鳥本の堪たん能のうを、自分が邪魔してしまうなんて、言ごん語ご道どう断だん！

　しかし──これはどう考えても心臓に悪い。

　どうしようかとうろうろと視線をさまよわせていたら、オボが走ってきて、あかりの膝に飛び乗った。

「きゅ」と鳴いてあかりの顔を見上げると、納なつ得とくしたように丸くなって、せっせとしっぽの毛け繕づくろいをはじめる。

「オボったら」

　声が漏もれる。いつもと同じオボの様子を見ているうちに、あかりの心臓が、平静に戻もどっていく。

　ソラの朗読の声が、途切れた。

　ソラが膝にあかりを載せて、あかりは膝にオボを載せている。こういう仕掛け人形があったようなと思いついたら、くすぐったい感じに笑いがこみ上げてきた。

　──もしも私のお父さんやお母さんが生きてたら、子どものときにこうやって抱っこされて本を読んでもらえたのかな。

　あかりは、親の膝に座らされた幼おさない子どもみたいに、ソラの胸に背中をもたせかけた。そうしてみたくなったのだ。自分の膝で丸くなるオボの背中にそっと手を置く。オボを撫なでているうちに、さらに落ち着いてきた。

「……オボめ」

　ソラが不服そうな声で、ささやいた。

「ソラさん、どうしたの？」

「なんでもないよ」

　ソラはあかりを抱きしめる手の力をちょっとだけ強める。

「オボばっかりあかりさんに撫でてもらって、ずるいなって思っただけ」

　ソラがどんな顔をしてこの台詞を言っているのか、振り返ってみたくなる。でも、振り返ったらすごく間近にソラの顔があるんだろうなと思い、あかりは動きを止めた。

　あかりは、ソラにくちづけられたことがあるのだ。あかりの身体に託たくされた、妖よう怪かい火か車しやからの手紙を読みとるための儀ぎ式しきとして、くちづけなくてはならなかったらしいが──。

　──はじめてだったのにっ。

　ソラは「儀式だったから」と言うし、そのおかげで火車が助かったのだからと、あえて不問にしているが──ソラとこうやって触ふれあうと、接せつ吻ぷんしたときのことを思い出してしまって、ドキドキする。

「そんなことないよ。私、ソラさんのこともけっこう撫でてると思う」

「あれくらいじゃ、ぜんっぜん足りないから」

　むっとした声音が耳元でして、子どもじみた口調につい口元が綻ほころんだ。ソラはあかりをドキドキさせるし、ふわふわもさせる。

「あかりさん、笑ったね」

「ごめん。別に馬ば鹿かにしたわけじゃ……」

「いいよ。あかりさんが笑ってくれるなら、どんな理由でも嬉うれしいから。僕、もっとあかりさんに笑ってもらいたいし、あかりさんのためになりたいな」

　ソラがあかりの手をそっと握にぎった。ソラのきれいな柔やわらかい白い手と比べて、あかりの手は荒れていて、みずぼらしく見える。

　あかりは恥ずかしくなって、ソラに握られた手をきゅっと引いて隠かくした。

　身体を固くしたあかりに、ソラが「どうしたの？　僕、なにかしたかな」と聞いてくる。

　──ソラさんて、私の気持ちが見えてるんじゃないかって思うときがあるのよね。

　はるか彼方かなたに斜ななめに飛んだ推すい察さつをしてくるときもあるのに、あかりが寂さびしくなったり、悲しかったりするときは、敏びん感かんに察知する。

「なんでもない。ただ……ソラさんにこうしてもらっていると、お母さんやお父さんてこんなふうだったのかなって思って」

「うん」

　十三年前──寿すつ都つの町の六分の一が燃えた火災で、あかりの父母は亡なくなった。当時あかりは三歳で、母が、身を挺ていしてあかりと弟の忠春を助けてくれたということを、妖怪の火車から教えられたばかりだ。

「たまにお父さんとお母さんの夢を見るの。私、親のことなんにも覚えてないのに、ちゃんとお父さんとお母さんだって、夢のなかではすぐにわかるの。私と忠春のこと見守ってるよって優しく言ってくれて……。でもときどき説教するのよね。ひどくない？」

　途中まではしんみりと話していたが、唐とう突とつに、最近見た夢で母があかりに説教をはじめたことを思い出し、むっと口を尖とがらせた。

「説教？　どんな？」

「お母さんが守護したせいで夢や妖怪たちとの境界が曖あい昧まいになって、それで私が夢見がちになっちゃったって泣くのよ。忠春はしっかりしてるから安心だけど、私は黄表紙だおとぎ草紙だって、そんなことばかり言う夢見がちな子どもになって、どうかと思うって。大人になってみたいに言われたけど、大人も子どもも関係ないわ。黄表紙最高じゃない。ねえ？」

「そうだね。黄表紙のことが好きじゃないあかりさんなんて、僕は、もういまでは想像もできないよ。それに──あかりさんは、充じゆう分ぶん、早くに大人になろうとしてきた人だから……僕の前では子どもでいて欲しいな」

　そう言って、ソラは、丸めて隠したあかりの手の甲を優しく撫でた。ソラに比べて荒れた手が切なかったけれど、そうやってソラに慰い撫ぶされると、じんわりとそこからきれいなものが染み込んでくるような気分になる。

　胸の奥がくすぐったいように、幸せになる。

「そういえばカミはどうしたの？　白びやく夜やさん、火車さんは？」

「カミは、昨日、シロに追いかけられて、通りかかった馬に蹴け飛とばされてそのまま別な馬の背に乗っかってどこかに行ってしまったんだって。シロが言ってたよ」

「……大丈夫なの？」

　思わず背筋をのばし、後ろを向く。すぐ側そばのソラの顔にぎょっとしつつも、その顔に見とれてしまう。

　──ソラさんの目、きれい。

　闇やみ空ぞらのような漆しつ黒こくなのに、どことなく甘い。

「カミだから大丈夫。そのうちまたここに来るよ。白夜と火車には仕事を頼たのんでる」

　ソラの台詞に、我われに返って、どきまぎしてまた前を向いた。ソラの膝から下りようとしても、ソラはあかりを離はなしてくれない。オボが「きゅ」と鳴いて、あかりの胸にすがりつく。

「仕事？　ソラさんもなにか仕事をすることにしたの？」

　オボの背中を撫でて、平気なふりをする。そういえばソラは、汗水流して働くのがどうこうと──昨日、言っていたような？

「……ええと、白夜たちに頼んだのはそっちじゃないけど。うん。でも、そう。──働こうかなとは思ってるんだ。人間のことも、もっと知ることができるし。前に作った氷こおり菓が子しがまだたくさん氷ひ室むろに余っているから、あかりさんが学校に行っているあいだに、あれを売り歩く仕事をしようかなって……」

「氷菓子？　こんなに寒くなってきてるのに？」

　季節はとっくに夏を過ぎ、氷菓子が売れるとは思えない。

「そう。雪が降りだしたら、さすがに誰だれも買ってくれないと思うんだ。だから氷菓子を売る仕事をするのは、いまを逃のがしたら、厳しいと思う。せっかく作ったものを誰にも食べてもらえずに捨ててしまうのも悲しいし、冬が来る前に売りきりたいなって」

　当たっているが、外はずれてもいる。いまを逃したら売れないだろうが──いまだって売り時期に最適なわけでは絶対にない。ただし、食べ物をそのまま捨ててしまうことにはあかりにも抵抗があった。

「……そうよね。食べ物を粗そ末まつにしてはいけないわね」

　オボが「きゅきゅ」と鳴いて、あかりの膝から下りて、湯飲みの載った盆に走り寄る。しっぽが、ぱたりと、湯飲みを指し示した。

　──そうか。ソラさんの膝から離れる方法を教えてくれたのね。オボ、ありがとう。

「お茶、飲みたいな。淹れてもらったのが冷めちゃうね」

「え」

　ソラの腕うでをすり抜けて、湯飲みへと手をのばした。くるりと身を翻ひるがえして、ソラの向かいに座って「いただきます」と口をつける。不器用なソラの淹れるお茶は味が一定せず、苦かったり、味がしなかったりの両りよう極きよく端たんだ。今日のお茶は、苦い。

　けれど、普通なら「まずい」と感じる茶の渋しぶさが、あかりの身体の内側にひたひたと優しく染みていく。

　──ソラさんなんだなあ。

　ソラとまた会って、話をしているのだなと実感する。まずいお茶でも、ソラが淹れてくれたものだと思うと、独特の滋じ味みが感じられるのだ。それはソラがいつも精一杯にあかりをもてなしてくれていることを、あかりが知っているからだと思う。

「氷菓子屋さん、私もなにかお手伝いしようか？」

「大丈夫。さっきも言ったけど、あかりさんが学校に行っている時間に働くつもりだから」

「そう？　私もソラさんのお手伝いしたいのに……」

　しゅんとしてうなだれて、ふと部屋の片かた隅すみを見る。ふわふわと埃が浮いている。オボが駆かけていって、綿埃をしっぽでさーっと掃はいて、部屋の隅にまとめていた。

　部屋をあらためて見回す。雑然と黄表紙が散らばった部屋。ソラがなにかを書きかけて反ほ古ごにしたらしい丸めた紙が転がっている。そういえば台所にも、茶筒が出したまま放置されていた。窓の桟さんは黒ずみ、畳もどことなく煤すすけている。

「ソラさん、私、明日から掃除してもいいかな」

「掃除？」

「氷菓子売りのお手伝いはできなくても、掃除ならできるから。学校が終わったらここに来て、この離れや、蔵の整理と掃除をするね。あと、もし迷めい惑わくじゃなかったら、前みたいにまたご飯も作っていいかな。橘屋さんが美お味いしいものを作ってくれてるんだろうけど……でも」

「本当？　嬉しい」

　ソラがぱあっと顔を輝かがやかせて笑って、つづけた。

「あかりさんの作るご飯がこの世の中でいちばん美味しいよ」

「それは褒ほめすぎだと思うの」

　なんとなく照れくさくなって、あかりはお茶を一気に飲み干し──苦みの強さに、涙目になる。

「じゃあ、さっそく、拭ふき掃除をするね。雑ぞう巾きんはあるのかな」

　あかりは飲み終えた湯飲みを盆に置き、張りきってソラにそう声をかけたのだった。
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　──あかりさんは、なにをやるのも一いつ生しよう懸けん命めいだなあ。

　せっせと働くあかりにつられ、ソラも見よう見まねで雑巾を絞しぼったり、窓の桟を拭いたりした。あかりの絞った雑巾はきっちりと水が切れているのに、ソラが絞ると、雑巾から水が滴したたって落ちる。

「あかりさん、もしかして僕って力がないのかな」

　あかりより腕わん力りよくが落ちるのは男としてどうかと思う。最強の妖怪『暗黒太陽』としても、どうかと思う。眉み間けんにしわを寄せて自分の雑巾と、あかりの雑巾とを見比べていたら、あかりが笑った。

「コツがあるの」

「コツ？」

　絞るための雑巾の持ち方がそもそも違ちがうと言われ、指導された。あかりに教えられたとおりにしたら、きちんと絞ることができた。

「あかりさんはなんでも知ってるね」

「なにも知らないわよ。知らないから、いろんなことを知りたくて、本をたくさん読んでるの」

　さらりと返され──ソラはちいさく笑う。ソラもまた、あかりと同じだと感じたからだ。なにも知らないから、知りたくて、書物を読む。

「僕も本を読むけど、あかりさんみたいに美味しいおにぎりは作れないし、掃除もできないよ？」

「おにぎりにもコツがあるの。あまり強く握ると米粒がつぶれるし、かといって緩ゆるすぎるとおにぎりがボロボロに崩れちゃう。炊たきたてのあっついうちに、ぎゅっ、ふわって握るのよ」

「ぎゅっ、ふわ？」

「おにぎりのコツは本じゃなくて、うちの近所のおばさんが教えてくれたのよ。おにぎりは、人の心を扱あつかうような気持ちで握りなさいって。私、心の扱いはいまひとつわからないけど、ぎゅっ、ふわっていう、おにぎりの握り方だけは把は握あくしたわ。毎日、お弁当で作ってるから」

　ソラはちいさかったときのあかりを想像した。周囲の子どもたちが遊んでいるあいだに、あかりは、ご飯を炊いて握り飯めしを作っていたのだろうと思うと、切なくなった。

「ソラさん、ちょっといいかな。帯がほどけてきてるよ。直すね」

　あかりがソラの着物の襟えりを直す。

「ありがとう」

　と言った言葉以上に、もっとなにかを伝えたいけれど、なにを言えばいいのかソラにはわからなかった。だからあかりと一いつ緒しよに、真剣になって掃除をしてまわった。

　座った膝にあかりを乗せて、後ろから抱きしめたとき──あかりは、握りしめたソラの手を見下ろし、自分の手を引いて隠してしまった。

　ソラはあかりの「働き者」の手が大好きだけれど──あかりはソラと、自分の手を見比べるのが、嫌いやだったのかもしれない。ソラの手は、白くて、滑なめらかだ。苦労知らずの手を持つ、苦労知らずの妖怪だ。

　だからソラは、自分の手がもっといかつくなればいいのにと思った。

　あかりの手よりもっと、働き者の手になれたらいいなと思ったのだ。そうしたらあかりは、ソラの前で、もっともっと甘えてくれるかもしれない。いまのままでは、まだまだ、あかりを甘やかすには器うつわがちいさい。

　そうやって拭き掃除をしたり、雑巾を洗ったりしながら、あかりとソラはたくさんのことを話した。昨日貸した本の感想や、あかりが書いている物語の新たな展開について。あっというまに時間が過ぎ、あかりは「帰らなくちゃ」と、掃除道具を片づける。

「おうちまで送ろうか？」

「いいわよ。忠春に見つかるとうるさいから。ソラさんが前にうちに来てくれたときも、ソラさんの素す性じようについてしつこく聞いてきて、ごまかすの大変だったの」

「そうなの？　じゃあ気をつけて帰ってね」

　あかりの袂のなかに、ぽたぽたと走って飛び込むオボの丸い尻しりを、羨うらやましく見つめるソラだ。オボの尻がつかえ、袂のところでじたばたとしっぽを振っている。あかりがオボの背中を優しく押し入れる。ソラだって、できるものなら、あかりの袂に入って、一緒の家に帰りたい。

「また、明日！」

　草ぞう履りをつっかけて、塀へいの外まで見送った。曲がり角のところで、あかりがくるりと後ろを見て、ソラに向かって手を振った。




　あかりと別れて、家へと戻る。

　門をくぐり抜けるとシロがぎろりとソラを睨にらんでから、去っていく。カミがついてきていないかを確認したようだ。

　あかりとはたくさん話したつもりになっても、別れてしまうとまだまだ話し足りない気持ちになってしまう。

　赤鳥先生の新刊が出ないことの不安についても、あかりは、ひとしきり語って帰っていった。よほど心配しているのだと思うと、ソラも赤鳥のことが気になった。赤鳥本の新刊が発表されるまで、あかりは赤鳥の身になにかあったのではと心配しつづけるに違いない。あかりの心に影を落とすような物事は、できるものなら、取り除きたい。

　──僕にできることがあるなら、赤鳥先生の新作を早く出してもらう手伝いだってするのになあ。

　ソラはあかりの喜ぶことなら、どんなことでも、したいのだ。

「ソラさん、ただいま戻りました」

　シュッとつむじ風が吹き、風はくるりと旋せん回かいし──白夜の姿へと変化した。少し遅おくれて緋ひ色いろの猫が部屋へと走り込み、こちらもまたぴょんととんぼを切って、火車の姿に変じる。

「うん。白夜、火車、お疲つかれさま。秀しゆう徳とくのまわりに、おかしな動きはあったかい？」

　白夜には秀徳の様子を探るようにと命じていた。

「特にこれといって変わった動きはなかったです。檀だん家か回まわりと王に呼ばれたくらいですね。あとは普通に寺のお勤めをしてました。雀すずめたちの情報によると、王のところには、いまをときめく白しら山やまが来たっていう話っす」

「白山って、政府でめきめき頭角を現していて、新しく議会政治をうち立てるために尽じん力りよくしているっていう人のことだよね」

「それですけれど、私の聞いたところによると、白山は、どうやら妖怪──それも天てん狗ぐの一族じゃないかって……」

　火車が、つづける。

「ああ、そうみたいだね。ぬらりひょんさんも言ってたよ。天狗の一族は、妖怪の名も実じつも捨てて、人の側へと足を踏ふみ入れるつもりらしいって。狸たぬき一族と同じで、天狗も、権力とかお金が好きだから、妖怪なのに目的をもって邁まい進しんすることができるのがすごいねって、感心してた」

　宴うたげの夜に話した会話を思いだす。

　自分たちは人の世界のことなんてどうでもいいし、政治も商売も面めん倒どうくさいが、天狗や狸がそうしたいならそうすればいいさと、ぬらりひょんも、他の妖怪たちもみんな他人事のように言って、ひたすら宴を楽しんで、帰っていった。

「ソラさん、だけどすんませんっ。秀徳は悔くやしいけど、すごいっす。こっちの気配を気け取どられないように、ついて回るのが難しくって、会合の場までついてけなかったっす。だからなにを話してたかまではわからなくて……」

　白夜が悔しげに唇くちびるを嚙みしめた。

「そりゃあ、ああみえても修行を重ねて呪じゆ力りよくを高めた高こう僧そうだもの。なにを考えてるのかさっぱりわからなくても、秀徳がちゃんと強いのは僕も知ってるよ。仕方ない。秀徳が、万が一にでも、僕のこと逆さか恨うらみしてあかりさんに手出ししたりする気配はないんだよね？」

「そっちはなさそうっす。あかりちゃんには、猫ねこ股またと烏からすたちを護ご衛えいにつけてますし」

　白夜が胸を張り、ソラはにこりとうなずいた。

「しっかりと見張っておいてね。本当は僕がずっとあかりさんの側で守っていたいんだけど、そんなことしたら、あかりさんきっと嫌がるだろうから」

「そういえば、偶ぐう然ぜんカミの奴やつがいる場所を見つけちまいました」

　見つけたことが残念であるかのような言い方で、白夜が言う。

「青あお柳やぎ様だったっけ？　カミが最近お世話になってるって言ってた子し爵しやく様だよね？」

「そうっす。これがまたえらく広い家で、外とつ国くに仕様の建築なんっすよ。それで庭に東あずま屋やがあって、そこにカミが住みついてしまって。ここを出てからずっとカミがその東屋に入り浸びたってるってのが、雀と野の良ら猫ねこたちの噂うわさです」

「……カミがここを出てからもう丸一日経たってるよ。その子爵様の屋敷の屋根が崩れたり、病やまいに倒たおれたりしている様子はないのかい？」

「崩れるほどではないなりに、ちいさな不幸は山積みであるようです。ですが、それよりも、気になる噂を猫たちに聞きまして」

　火車が困った顔で告げ、すっとソラの前に立った。

「もとが地方貴族だった青柳家は、先だっての改革でそれまで管理していた田畑と鉱こう山ざんを王に返上し、かわって王からいただいた都みやこの土地に家を構えたため、いままで得られていた田畑の税ぜい収しゆうもなくなり、困こん窮きゆうしているとのことです」

「そういうのまったくわかんなかったんすけど、雀と猫が、なんだかやたらにうるさく教えてくれて……あと、狸のシロ坊が、やたらめったらそういうのに詳くわしくって、俺らにいろいろとうんちく垂れてくれやがりまして」

　白夜と火車が交互に語りだす。

「都に集められた貴族たちのほとんどが、新しい時代の波に乗り遅れて、張りぼての立派な見た目とは裏腹に、台所事情は火の車なんだそうです。商あきないに手を出したり、工場を興おこしたりして、前より栄さかえている貴族はひと握り……ほとんどの貴族は、家を維い持じしていくだけで精一杯で困っているらしく……」

「カミがいい人だって言ってなついちまった青柳様も、いままではなんとかやってらしたようですが、最近になって使用人たちほとんどに暇ひまを出したって話っす。やっぱりカミが憑ついたからかねって、雀っ子たちが近くの大木の枝に鈴なりでピーチク囀さえずってやがって」

「そうなのかい？　それはどうしたらいいのかなあ」

「それだけじゃなく、あたりをなわばりにしている野良猫の大将が、ちょっと気になることを」

　火車が声をひそめて言う。

「気になること？」

　怪け訝げんに聞き返すと、火車がソラへと近づいてそっと耳打ちした。

「青柳子爵様っていうのは、実は──」

　火車の話を聞き、ソラは予想外な話に息を飲む。

「……それは、本当なの？」

　──だったとしたら、大変だよ。

　それは早いことカミを青柳子爵から引き離さなくては……。
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　あかりが女学校を出たところで、しゃぼん玉がふわふわと漂ただよっている。

　もしかしてと、しゃぼんの出所を探すと──案あんの定じよう、ソラがいた。

　──屋台を引いてる？

　ソラは荷に車ぐるまを改造した屋台の引き手のところにもたれて、しゃぼんをぷわぷわと吹いていた。あかりと目が合うと、顔いっぱいを笑顔で満たし、しゃぼんを口から外はずして、手を振って寄よ越こす。

「……どうしたの？」

　相も変わらず豪ごう華かな着物をよれよれに着ているが、今日はしっかりとした造りの靴くつを履はいている。

「仕事の帰りに、あかりさんのことお迎むかえにきちゃった。昨日、話したでしょう？　棒つき氷こおり菓が子し屋やをやることにしたんだ。橘たちばな屋やのなかでやったら邪じや魔まにされそうだったから、余ってる荷車をちょうどいいように作り直してもらって、流しの氷菓子売りをしてみたよ。あかりさん、食べる？」

　はい、と手渡された氷菓子に困こん惑わくする。氷菓子を食べるには、寒いのだ。

　あかりの後から学校を出てきたいづみとやよいが、ソラを見つけて立ち止まる。少しのあいだ遠巻きに見守っていたが、意を決したように、いづみがスタスタと近づいてきた。

「あかりちゃん、学校の前でこういうのは、まずいと思うの。先生に見つかったら、いろいろと聞かれるんじゃないかしら」

「そ、そうよね。学校帰りに買い食いしてると思われたら怒おこられるかも」

「そういうんじゃないけど」

　いづみが眉まゆをひそめて、嘆たん息そくする。

「買い食いは駄だ目めなの？　でももう今日持ってきた分は残りあと二個だから、ちょうどいい。きみたち、食べてくれる？」

「え……」

　ソラは愛あい想そよく、いづみとやよいにも、氷菓子を手渡した。

「買ってないから、いいんじゃないかな」

「そういうんでもないけど」

　いづみは仏ぶつ頂ちよう面づらで、やよいはわたわたとしながら、受け取った。

「ありがとう。とりあえず先生が出てくる前に移動しましょう」

　いづみがテキパキと言い、みんなは氷菓子を手にして、歩きはじめる。

　やよいがソラにぺこりと頭を下げ、ひとくち齧かじりついて「美お味いしい」とつぶやいた。

　やよいたちに笑顔を向けるソラを見て、あかりも自分の氷菓子を食べる。なんだか、ちょっとだけ、胸のあたりがすーっと寒くなる。暑くもないのに、冷たい氷菓子を食べたせいだろうか。

「味はいいとして──この季節に氷菓子で、ちゃんと売れたんですか？」

　いづみが荷台を覗のぞき込んだ。たしかに荷台のなかは空からっぽだ。

「うん。たくさんの人が買ってくれたよ」

　いづみは不ふ審しんそうにソラと荷台とを見比べた。ソラは、荷車を引きながら、ゆっくりとした歩調で角を曲がる。

「あ……お姉さん。さっき、氷菓子を買ってくれてありがとう」

　曲がった先にいた着物姿の三十代とおぼしき女性に、手を振りながらソラが言う。ふわふわとしたソラの笑顔に、女性が頰ほおを赤らめて、ちいさく手を振り返し「また明日も買うわね」と告げて去っていく。

「お兄さん、なに売ってるんだい？」

　別な女性が興味を示し、ソラの荷台へと寄ってくる。

「棒つき氷菓子だよ。今日はもう店じまいだけど、また明日、こうやって売ってまわるから、気が向いたら買ってください」

「氷菓子って、あんた。こんな寒くなった時期に……」

　ソラは、顔をしかめた女性の手をすっと取って、間近に顔を覗き込んだ。

「お姉さん、寒いの？　本当だ。手が冷たいね」

「な……ええと、ああ」

　ソラに見つめられ、手を握にぎられて、文句を言いかけた女性の唇くちびるが、ぽかんと開く。ソラは女性の手を放さず、さらに顔を近づけて、にっこりと笑った。女性は耳まで赤くなり、言葉をなくしてソラを見つめた。

「氷菓子のせいで寒くなったら、僕ぼくが手をあたためるから、いくらでも言って。だから、買ってね」

「う……はい」

「よろしくね。明日またね」

　小首を傾かしげ、ソラが優しく言う。ソラが手を離すと、女性は、空気の抜ぬけた紙風船みたいになって、へなへなとその場にしゃがみ込んだ。

　いづみが氷菓子を齧りながら「客はみんな女性ってわけね。なるほどね」と、納なつ得とくしたようにうなずいた。

　ソラは、いづみの突っ込みに「うん。女の人は冷え性しようが多いっていうのは本当みたいだね」と、合が点てんしたように真剣に応じる。

「冷え性？」

「はじめはぜんぜん売れなかったんだけど、最初に買ってくれた女のお客さんが、自分は冷え性で、氷菓子のせいで手が冷たくなったからあっためてよって言うから、両手でお客さんの手を握ってあげたんだ。そうしたらそれを見た人たちが、次々に買ってくれて……。世の中には冷え性の女の人が多いんだなあって」

　ソラが飄ひよう々ひようとして言う。いづみとやよいが顔を見合わせた。

　あかりはさすがに口を開かざるを得ない。

「たぶんそれ、冷え性じゃないと思うの」

「そうなの？」

　きょとんと目を瞬しばたたくソラに、嘆息する。

「冷え性じゃなくてもこんな寒くなった時期に氷菓子を食べたら、身体からだが冷えると思う」

　実際、あかりも寒いし──氷菓子のせいで、やよいも唇が青ざめている。

「でも──売れ行きがいいなら、気にすることはないわよ。喜んでくれるお客さんがいる限り、あなたはたとえ真冬になっても氷菓子を売るべきね。うちの父だったら間ま違ちがいなくそう言うわ」

　いづみがそう言った。いづみは、寿すつ都つで、一、二を争う売り上げの織おり物もの問どん屋やの娘むすめである。いづみにとっては、金になるものはなんでも正義だ。

「真冬になったら手をあたためるだけじゃなく、相手の身体ごとあたためると売り上げ倍増だと思うから、試してみたら？」

　眼鏡めがねを押し上げ、いづみがつづける。

「いづみちゃんっ」

　やよいがあたふたと、いづみの着物を引っ張った。

「……なんていうのはもちろん冗じよう談だんよ。別な道を行くから、私たちはここで。──お兄さん、ちゃんとした商売をして、まっとうに稼かせぎなさい。氷菓子は美味しかったわ。夏ならきっと飛ぶように売れるでしょうね。とにかく──あかりちゃんを泣かせたりしないようにしてね。不ふ埒らちなことをしたら、ただじゃおかないから」

　いづみがツンとして告げた。眼鏡の奥の目に睨にらみつけられ、ソラの身体がびくっと震ふるえる。それから神しん妙みような顔つきになり、いづみに向かって「はい」とうなずいた。

　やよいも「ごちそうさま」と頭を下げてから、あかりの耳元で「あかりちゃん、頑がん張ばってね」とささやいて、いづみの後について去っていった。

　ソラは姿勢を正してしゃっきりと立つと、去っていくふたりの背中を長いこと見送っていた。ふたりの姿が見えなくなってから、あかりを見下ろし、ふわりと笑う。

「あかりさんの友だち、いい人たちみたいで僕も嬉しいな」

「え？」

　──友だちって？　いづみちゃんと、やよいちゃんのこと？

　あかりはずっと「自分は友だちのいない寂さびしい子」と思って学校に通いつづけていたので、ソラの台詞せりふに驚おどろいて目を見張る。

　それでも──ソラに言われたことで「友だちなのかも」と、思う。

　あかりがおかしなことをするたびに、あかりの世話をやいてくれるやよいと、いづみは──「友だちだよね」と口に出さないだけで、もうとっくに友だちになってくれているのかもしれない。

　ソラとあかりが、いつのまにかこうやって並んで歩く「友だち」になっているように。

「……そ、そうかな」

　もしかしたら──いづみとやよいは自分の友だちなのかな、と思ったら、頰のあたりがふわっととろける。

「なにが？」

「やよいちゃんと、いづみちゃんて、私の友だちなのかな。そう思う？」

　氷菓子をカジカジと齧りながら上うわ目め遣づかいでソラに聞く。ソラが「なんだ、そんなこと」というように笑い、あかりの頭をぽわんと撫なでた。

「そう思う」

「そっか。私、いままで友だちいなかったから、どういうのが友だちなのかわかんなくて」

　話しているうちに嬉うれしさと照れくささとがない交まぜになって、氷菓子に齧りついた。口のなかでぬくもって、ほろっと崩くずれた氷菓子の感覚。あかりの気持ちも、ほろっと溶とけて、崩れていく。

　物心ついたときには家の仕事の手伝いに、弟の世話をして過ごしていた。それは当たり前のことだった。家事がつらいと思ったことなんてない。それでも、ときどきは、同じ年頃の友だちと、思う存分、夢中になって遊んでみたいと──心のどこかで願っていたように思う。

　日が落ちることすら気づかずに遊んで、お母さんが「もうご飯だよ」と呼びにきてくれるような日々を、羨うらやましいなと感じた心が、幼い過去の、記き憶おくのなかに埋うまっていた。

　寂しさは、物語で補おぎなった。物語や、自分の空想のなかで、友だちを作って、眠りにつくまでのあいだに、たくさん妄もう想そうして過ごしてきた。そうやって夢見がちになるあまり、奇き抜ばつな行動を取って、そのせいで周囲から浮き上がって、みんなから遠巻きにされ──。

「ソラさん、最初に言ってたよね。私の空想の友だちごと、私のことを好きになってくれる友だちが学校にいるよって。ふたりがそうなのかな。ソラさんともこうして友だちになれたし……」

　ソラと知り合ってから、さまざまなことが前より楽しくなった。

「う……ん」

　ソラはどうしてか不服そうに唇を尖とがらせた。が、すぐに気を取り直したように、笑顔に戻もどる。

「人間にとっては、汗水流してきちんと働くことってすごく大切なことみたいだね。あかりさんの友だちにまで、まっとうに稼ぎなさいって言われるなんて……」

　しみじみとソラが言う。

「たぶん、そこはちょっと違うと思うんだけど」

　いづみが言いたかった「まっとうに働け」をソラは曲きよつ解かいしているような。

　けれど、どういう意味かを説明するには、ソラが女の人の手を握りしめたところから話さなくてはならない。しかもそれを思い返すと、あかりの胸はぺこりとへこみ、痛くなる。

「もちろん僕はあかりさんのこと泣かせたりするつもりはないけど、ああやって、あかりさんの友だちから言われると、なんだか身体のなかに一本芯しんが通ったような気分になるよ。頑張らなくちゃ」

　ふわふわ嬉しくなったり、萎しぼんで痛くなったり、あかりはソラといると心の運動で忙いそがしい。身体だけじゃなく、心もいちいち動いたり跳はねたりするのだ。

　──ソラさんが優しいのって、私にだけじゃないんだな。

　口のなかで、甘い氷菓子が、味気ないただの冷たい固まりに変わって溶けていった。

「あ、またサイヨウの棒」

　食べ終えた氷菓子の棒に「サイヨウ」の焼き印が押してある。ソラのところに「雇やとわれ」るきっかけになった当たり棒のしるしだ。

「うん。サイヨウの棒だけは、あかりさんにだけ食べてもらいたいから」

　そして──そんな些さ細さいな特別扱あつかいに、あかりはたやすく浮上する。へこんだ気持ちに活を入れ「まあいいか」とちょっとだけ笑う。

　そのままソラの家へと戻るのかと思いきや──ソラは、まったく別な方角へと荷車を引いていく。あかりの家の方向だ。

「ソラさん、私の家に何か用？」

「いや。カミがお世話になってる子し爵しやく様さまのところに、顔を出してこようかと思うんだ。あかりさんも一いつ緒しよに行ってくれる？　青あお柳やぎ子爵様のおうちはあかりさんの近くだって……」

　と言いかけたところで、ソラの言葉が止まる。

　ソラの視線の先を見る。見知らぬ洋装の男と話しながら、カミがゆらゆら歩いていた。

「あ～、ソラさん～、あかりさ～ん。ちょうどいいところでお会いできました～。このあいだお話しした、すっごくいい人をソラさんにご紹しよう介かいしたくて～」

　ソラとあかりを見つけて走ってきたカミが途中でつまずいて転び、通りかかった犬がカミに向かって激しく吠ほえたてた。
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　四人で近くのお茶屋に入った。カミの衣服は犬に裂さかれてぼろぼろになっている。ここに至るまでのあいだにカミは何度も転んでいた。

　普段、話なんてすることもない子爵様と同席なんて、どうしたらいいかわからない。帰りたかったが、ソラがあかりの着物の裾すそをがっちりつかんで「一緒に」と言ったのだ。

　青柳は──切れ長の目が鋭するどい、野性味と威い圧あつ感かんのある美び貌ぼうの主ぬしだった。前まえ髪がみが無む造ぞう作さに長いのも、目つきの悪さに拍はく車しやをかけている。無口なのか、カミに紹介されても軽く会え釈しやくしただけで、ほとんどなにも発さない。

　──いい人って、本当に？

　いいも悪いも、わからない。青柳は唇をきっと引き結び、無表情に座っているだけだった。

「ちょうどよかった。一度、ご挨あい拶さつに伺うかがおうと思ってたんです。カミがそちらにご厄やつ介かいになってから、もう三み月つきだそうですね。ご迷めい惑わくをおかけしてませんか？」

　ソラがやんわりと誘ゆう導どう尋じん問もんしている。まさか「この男は貧びん乏ぼう神がみなので、寝ね泊とまりしたときから不幸が起きたと思いますが」と直ちよく裁さいに伝えるわけにもいかないのだろう。

　青柳は怜れい悧りなまなざしでソラを見返し「特になにも」と低く言う。全体に低体温な感じの物言いである。

「噓うそですよ～。困ったことがあるから、それならソラさんに相談したらいいかも～って、それで青柳さんを外にお連れしたんです～。ソラさんは、昔から、いろんな相談を受けて解決していたじゃないですか～。本と引き替えに、いろんな悩なやみを解決してましたよね～？」

　カミがうきうきとして応じる。青柳は凶きよう悪あくな顔になり、カミを睨みつけたが、カミは平然としていた。

「そもそも、きみたちは何者なのかね」

　青柳に詰きつ問もんされ、あかりが率先して「友だちです」と応じる。

「友だちの、そのまた知り合いというような私の相談も聞くのかね」

「そうですね。友だちの知り合いは、そんなに遠い関係じゃない気がするから。僕はいろいろな悩みを聞いてきたほうだと思うな。カミ、困ったことってたとえばどんな？」

「日記が書けなくなったんだそうですよ～」

「日記？」

　ソラが聞き返し、青柳は憮ぶ然ぜんとして「趣しゆ味みで日記を毎日書いているのだが、その筆が進まなくなったのだ」とつぶやいた。
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「だが、いまはここに来たことを後こう悔かいしているよ。なぜなら、きみたちは、なんだこの男は貴族のくせにたかが日記ごときでと心で思っていることだろうからね。外に出るくらいなら、机の前で文章を連ねていたほうがずっと有意義だったことだろう。きみたちと一緒に茶を飲んだところで、なにが変わるはずもないだろうに。はっ」

　ひと息にそう言い放った青柳の台詞せりふが、ぐっと、あかりの胸に沈しずみ込む。

　気づけば、あかりは立ち上がり、ぎゅっと青柳の手を握りしめていた。

　握りしめるのみならず、握ったその手をぶんぶんと振ろうとしたら──いきなりソラが手しゆ刀とうを切って、あかりと青柳のつないだ手を引き離はなした。

「痛いっ」

　あかりも驚いたが、青柳も目を剝むいた。青柳が非難するようにソラを睨むと、ソラが、しゅんと反省した顔になり謝罪する。

「……あ、ごめんなさい。なにかこう、つい」

「きみは、つい他人に手刀を切るのかねっ」

「すみません。身体が勝手に……」

　ソラはさらにちいさくなって、しょぼんとうな垂れる。

　──ソラさん。なんで？

　不思議に思ったあかりだが、それまでずっと袂たもとで静かにしていたオボが、振り回されたせいなのか「きゅう」と鳴いて顔を出したので、気がついた。

「ごめんなさい。ソラさんは変なことをするなって、たしなめてくれたんです。私、文章や物語を好きな人や書く人と、話しだすと我われを忘れちゃうので……。そうよね。ソラさん？」

「いや……」

　ソラは自分でもどうしてそうしたかがわからないかのように、自分の手を見下ろしていた。

　初対面の相手に取り乱したことを反省し、あかりもしゅんとして腰こしを下ろす。

「ただ私は、わかりますって伝えたかったんです。私もお話を書いているので筆が進まない悲しみと苦悩はわかります」

　すだれのようになった青柳の前髪の向こうで、きつい双そう眸ぼうがきらりと光った。

「そりゃあ、私はたいしたものを書いてるわけじゃないし、文章力もないし、穴だらけのものを書いてるんで、どうこう言える立場じゃないです。でもでも、それでも、これだという文章が出てこないときのあの苦しみときたら。頭のなかに世界はあるのに、それをうまく形容できなくて、無む駄だになったときの無力感……」

　頼たのんだお茶と団子が運ばれてきた。

　しかし、青柳はあかりではなく、お茶や団子でもなく、オボのほうを見ていた。オボは袂から抜けだし、机の上にぽてんと跳とび載のり、ぷりぷりとしっぽを振ってみせる。

　すると──青柳が笑顔を見せた。オボも青柳を見上げ、立ち上がる。

　──待って。オボと見つめあってて、しかもオボを見て、笑ってる？

　それまではずっと苦いものを嚙かみしめているような凶悪な顔をしていたのが、オボに対してだけはとろけるような笑顔である。

「見えるんですか？」

　慌あわててあかりが尋たずねると、青柳が眉み間けんにしわを刻んであかりを見た。オボを見たのとは別人のような、極ごく悪あくな顔に戻っている。

「そのちっちゃいもののことなら、見えている」

「えええええ」

　驚くあかりの声に、「ほら、いい人でしょう～」と、なぜか自じ慢まんげなカミの声がかぶさった。

「なんで見えるんですか？　なにか特別な修行をしてきたんですか？　それとも特別な力を持っているとか？」

　いままで、オボや白びやく夜やといった力のない妖よう怪かいたちの姿を見ることができた人間は、あかり以外には、修行をつんだ高こう僧そうの秀しゆう徳とくしか、いなかった。

「特別？　青柳の家のものに特別かそうじゃないのかを聞くのか？　うちは代々つづく貴族だよ？　お嬢じようさん」

　青柳が鼻で笑った。

　感じの悪い話し方だが「日記の筆が進まないことで悩む」というひとことで、あかりは青柳が発する感じの悪さをぐっと割り引いた。

　ソラが感心して「貴族って本当にそんな話し方するんだね」とつぶやいているし、カミは「その言い方が、かっこいいです～。素敵です～」とうっとりと青柳を見つめている。

　さらに──オボがヒクヒクと鼻を動かすと、青柳へと近づいて、すとんとその膝ひざの上に乗った。

「オボ？」

　驚いたし、裏切られたような気持ちになった。オボが、見知らぬ人の膝にいきなり乗るなんて。どういうこと？

　が──驚いたのはあかりだけではなく、青柳もだった。目を丸くして自分の膝の上のオボを眺ながめ、手をオボへと近づけたところで、一度、引っ込める。

「これは嚙んだりはしないのか」

「しませんよ。オボは、優しい子です。どうぞ撫でてあげてください」

　ソラがにっこりと応じた。

　青柳はソラを胡う散さん臭くさいものを見るように見つめてから、おそるおそるといった風ふ情ぜいで、オボに触ふれた。オボが「きゅ」と顔を上げたので、青柳がびくっと傍はたからわかるくらい震ふるえる。

　そうしてから、ちらっとあかりやソラを見て「自分は決して脅おびえてなどいなかった」というように、ふんぞり返った。

　──なんだ。オボがなつくってことは、いい人に間違いないわっ。

　思えば、あかりとオボの出会いもそうだった。いきなりオボが走ってきて、あかりの膝に飛び乗った。それからずっとオボと暮らしてみて、オボには「人を見る目」があるのだと思うようになったあかりである。

「それで、その日記が問題なんですよね。お困りになっているのは、それだけですか？」

「そうだ」

「では日記を見せていただきたいんで、お宅にお邪魔してもいいですか？」

　ソラが言うと、青柳が「日記なんていうものは他人に見せるものじゃない」と険けわしい顔になる。

「そんなこと言って～、私には見せてくれたじゃないですか～」

　カミがくねくねと青柳の噓を暴ばく露ろする。

「あ、あれはきみがどうしても読ませてくれと頼んだから仕方なく読ませただけで、別に私は誰かに見せるために日記をしたためているわけじゃなく、そもそも書けないからといって困ることなどなにひとつとしてないのだっ」

　最初に言っていたのとは矛む盾じゆんした主張をはじめる。

「でも私、青柳様のお書きになった文章読みたいですっ。……あ、無理にとは言わないですけど。私、いつか黄き表びよう紙し作家になるのが夢で、物語やら日記やら、できるだけ文章を書く練習をしているんです。だから他の人、しかも年上の男性の、青柳様が日常についてどんなふうに表現しているのかすごく興味あるっていうか、読みたいっていうか……」

　あかりは前のめりになって、青柳に懇こん願がんした。

　青柳が狼狽うろたえたように視線をさまよわせる。あかりはずんずん前のめりの角度を深め、青柳の両手を握りしめた。

　と──またもやソラの手が、あかりと青柳の握った手を引き離した。引き剝はがすようにあかりの手を奪うばい取る。

「なんだ。さっきからきみたちはっ」

　青柳が目をつり上げた。

「……ごめんなさい。なんとなく、嫌いやだったので」

　謝罪はするが、ソラは、あかりの手を握ったきり、離さなかった。

「ソラさん……？　手……」

「え？　あ、ごめんね。あかりさん」

　指し摘てきすると、離したくないような顔をして、すごすごとあかりから手を離す。

　──我を忘れないようにしろと、ソラさんは私を諭さとしてくれているのよね。

　落ち着こうと深呼吸してから、あかりは青柳にあらためて向き合った。

「お願いします。読ませてください」と真しん摯しに頼み込むあかりに、青柳の頰がひくりと動いた。

　少しだけ沈ちん黙もくしてから「かまわないが……もてなさないぞ」と妙みようにきっぱりと断言する。

「ほら、いい人でしょう～。青柳さんたらすぐに人のことお宅に呼んでくれるんですよ～」

　──カミのいい人の基準はいろいろ間違ってる。

　思ったけれどそれは口に出さず、あかりは団子とお茶を頰張った。




　オボは、店を出たところで、またあかりの袂に戻ってきた。青柳は少しだけそれを羨ましげに見ていたが、あかりと目が合うと、興味なさそうにそっぽを向いた。

　──わかりづらい態度と言い方が、かえってわかりやすい人ね。

　カミはあかりたちのことを放置して、ソラと楽しげに話しながら歩いている。

　ソラはカミの相手をしながらも、チラチラとあかりと青柳の様子を窺うかがっていた。

「ソラさんそれで働きだしたんですか～。すごいですね～。汗の結晶の氷菓子ですね～、それは売れるの間違いないですよ～」

「カミ、その言い方は美味しくなさそうだから、やめてあげて」

　思わず突っ込むと、カミは「でもソラさんの汗ですよ～」と、意味不明なことを言い返してくる。誰のものでも、汗素材の氷菓子は、口に入れたいものじゃない。

「いままでとは違うよ。僕、前向きに頑張るから。責任をもって働くよ」

　ソラが強く宣言する。カミがパチパチと拍手して応こたえているが──。

　──つまりいままでの言動は無責任だったの!?

「前向きじゃなくてもいいじゃないですか～。だってソラさんはいっつも斜ななめ上向きに頑張ってましたよ～」

　さらにカミが変な方向の合いの手を入れる。

「そうかな。斜め下向きくらいでも大丈夫なのかな」

　意味がわからない。

「ソラさん、斜めでも下でも後ろでも、前以外に向いてる努力ってみんな駄目だと思うの」

「そうなの？」

　まっすぐに聞かれると──断言できなくなる。どちらを向いて頑張るのがいいかなんて、実は考えたことなんてない。

「きみたちは、いつもそうなのか？」

　青柳の背せ丈たけは高い。あかりのかなり上から降ってきた声に、目線を上げる。

　ソラとカミのふんわりとずれた会話は、はじめて聞くと、突っ込みどころ満まん載さいだろう。

　なにを問われているのだろうと言いたげなソラとカミを無視し、あかりが応じる。

「そうですね。だいたいこんな感じです」

「なるほど。なんというか──興味深い」

　青柳は顎あごに指をあて、遠い目をしてささやいた。

「ですよねっ」

　我わが意を得たりと、あかりはポンッと手を鳴らした。なんというか、カミやソラたちの会話は「おいしい」のだ。聞いていると、話が勝手に湧わいてくるのだ。

「……おりてきたわ！」

　カミとソラの語らいに対して、あかり同様に好奇心を抱いだいたらしい青柳の様子に刺し激げきされ、あかりの脳内にある人物像が舞い降りた。

「きたわ。きましたわー。孤こ高こうの貴族。自尊心と誇ほこりが山よりも高くそれでいてその本質と人としての器うつわは誰よりもちいさい。特技はいじけることで趣味は自分に対しての褒ほめ言葉の収集。朝ちよう廷ていのお抱かかえ詩人で芸術家でありながら、参さん謀ぼう役やくも務め、ひよわに見えて意外と槍やりを手にすると強いので、南方守護のソラに重ちよう宝ほうされている軍ぐん師すい。その名はアオ」

　あかりは浮かれ、奇妙な舞いを踊おどりだす。

「な、なんだ？」

　青柳が、たじろいだ。

「またおりてきちゃったんだね。あかりさん、戻っておいで」

　ソラがあかりに近づいて屈かがみ込み「あかりさん」と耳元でささやく。

「……え、うわっ。あ、ぱぱぱぱっ。ソラさん、また──近いですっ」

　気づけばソラは、いまにも頰ずりしそうに接近している。

「だってあかりさん、おりてきちゃってたから」

「それは……すみません」

　あかりは、真っ赤になって、ソラや青柳に謝罪した。
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　ソラは、荷車を引くのを手伝いたいというカミを退しりぞけながら、歩いていた。うっかりカミに手伝ってもらったら、車輪が外れたりして荷車が大破するのは間違いない。

　せっかく働こうと決めたのだから、一日目で、道具を壊こわしたくない。

　ソラはカミと話しながら荷車を引いて──傍かたわらのあかりと青柳の様子をチラチラと見る。

　おもにあかりが話し、青柳はうなずいたり、短く否定したりという会話が展開されていた。

「文章を書くのがお好きっていうことは、本も好きなんですか？」

「別に」

「私は黄表紙が大好きなんです。特に好きなのは赤あか鳥とり先生で……あ、赤鳥先生のことはもちろんご存じですよね。寿都だけではなく宝ほう寿じゆの国中の女子の気持ちをわしづかみにしている赤本の大たい家かで……」

「くだらん。赤本なんてくだらんね。そのなかでも赤鳥とかいう奴やつは、特にくだらんらしいな。ま、私は読んだことはないから、聞いた話だけどな。きみも文筆を嗜たしなむというのなら、赤鳥なんていう下世話な作品ではなく、誰に聞かれても恥はずかしくないような、人生や人の高こう尚しようさ、心の深遠に迫せまるようなものを……はっ」

　それまで短文でのみ応じていた青柳の台詞がいきなり多くなった。滔とう々とうと語りだす青柳に、あかりの目がじりじりとつり上がっていく。

「赤鳥作品には人生も人の高尚さも、心の深遠も──それだけじゃなく人の悪どさも無情も、なにもかも含ふくまれてます。それに誰に聞かれても恥ずかしくないようなって、おかしいです。恥ずかしいような本のほうが、人生とか深遠とか性さがとかを表してるんじゃないでしょうか。隠かくしたくなるようなものを描えがいて、暴きたててる部分があるから、赤本はみんなに下品だねって言われることがあるんだと思うんです。上品さより、下品のほうが深いなんて言わないけど、それもひとつの人の心の形だと思ってます」

　なにせ大好きな赤鳥作品についてである。あかりも負けずに言い返していた。

「む。そ、そうか。私は読んだことがないが、だったらその……赤鳥本のいいところや深さっていうのを、お嬢さん、なんなら言ってごらんよ。今日は私も少しは機き嫌げんもいいし、くだらない話でも、聞いてやらなくもない。まあ、赤鳥なんていう下げ劣れつな作家のことを語る語ご彙いはさしてないだろうがね。ふんっ」

　顎を引き、いかにも「どうでもいい」という表情になりながら──青柳の口元が少しだけひくひくと震えていた。

　──うわあ。

　横で聞いているソラは、青柳の言動に思わず自分の口元を押さえた。

　押さえないと、笑ってしまいそうだ。そしてあかりに言ってしまいたくなる。

　──青柳清きよ秋あき子爵様、その人こそ、覆ふく面めん作家「赤鳥」である、と。

　白夜と火車が探ってきた結果を半信半疑で聞いていたが──今日、会話してきた反応からして、青柳は「赤鳥」その人か、そうでなくても赤鳥の熱心な読者であることは間違いないだろう。

　青柳は、基本無口で無反応なのに、都合が悪くなるといきなり饒じよう舌ぜつになる。口数が多くなるのは、文章を書くことや書物に関してだ。さらにさっきから、あかりに執しつ拗ように赤鳥を絶賛させて、笑いを嚙みしめるように頰をひくひくさせている。

　褒め言葉ひとつにつき、青柳の顎の角度が上昇していく。あかりが褒めまくるものだから、青柳はいまやふんぞり返っていて、やたらにえらそうだ。

　あかりが熱弁をふるうあまり身ぶり手ぶりが大げさになると「何事？」という様子で、オボが袂から顔を出す。つぶらな瞳ひとみをパシパシとさせて、とすんと地面へと飛び下りると、青柳の足へとすりすりとからみついた。

　青柳がオボにつまずいて、つんのめる。

「もう。オボったら」

　あかりが屈み込んでオボを拾い上げた。

「ごめんなさい。オボは人や動物の足下にからんでいくのが大好きみたいなんです。人なつこい子だから」

　あかりが謝罪すると、青柳は「いや、別に」とすまして応じた。

　オボは実は、孤こ独どくや不安を感じているものの足下にすり寄り、からみつく妖怪だ。寂しさや孤独を察知して、心に空あいた穴を埋めようとする習性を持つ優しい妖怪なのだ。

　──あかりさんには、そう説明したことなかったなあ。

　ソラたちがきちんと伝えなかったから、あかりは、どうしてオボが、人の足にすり寄るのかを知らないでいる。

　そんなオボがすり寄って、近づいて、膝に載るということは──青柳もきっと孤独と寂しさを胸に抱えているのだろう。

　ソラは、あかりの手からオボをつまみ上げた。首のところを持って下げると、オボが手足としっぽをじたばたさせて「きゅうきゅう」と抗こう議ぎする。

「……オボ、もしかして太ったかい？」

　ここのところ若干の違い和わ感かんをオボに感じていた理由を、持ち上げることで知る。あかりの袂のなかであまり動きまわれなくなったのも、そもそも走りまわらなくなったのも──あきらかに大きく、丸くなった、体たい軀くのせいのようだ。

「そうなの。冬が近いからなんだと思うの。冬になると動物たちはみんな冬毛になるでしょう？」

　あかりが答える。狸たぬきや狐きつねのように、実在の動物が変化した妖怪ならば毛変わりの時期もあるだろう。しかしオボは、なにから派生したか不明な妖怪だ。ソラはずっとオボと過ごしていたが、季節の変わり目でオボが毛変わりをしたのなど見たこともない。

「なあ……そいつはいったいなんなんだ？」

　青柳が険しい顔でソラとあかりに聞いてくる。

「オボです。──ていうか、そうだったわ。赤鳥先生のことに夢中になって、それを聞くのを忘れてた。青柳様はどうしてあやかしのことが見えるの？　私、いままでオボのことを見える人間に、自分以外で会ったことないの」

　青柳が小こ馬ば鹿かにしたように鼻で笑った。

「そこの彼や、あっちの彼も、見えているじゃないか」

　ソラは歩みを止め、あかりはハッとしたように黙だまり込む。ソラが妖怪で、カミが貧乏神だと告げていいものか。停止したソラにぶつかって、カミがつまずき、荷台へと倒たおれ込んだ。カミの体重を支えきれずに、荷車の底の板が割れる。

「ひゃあ～、痛いです～」

　もはや馴な染じみとなったカミの悲鳴と共に、車輪が車しや軸じくから外れ、ゆっくりと道の端はしへところころと転がっていった。




　たまたま運良く通りかかった人力車を止め、とりあえず先に行ってくれと、青柳とあかりを乗せて送りだしたソラである。ソラは残って壊れた荷車をどうにかしなくてはならない。

　最初は青柳だけを送り届けようとしたのだが、青柳はやたら抵てい抗こうして乗車を渋しぶる。さらに「なんだ。結局、きみたちは私の日記は見ないんだな。それはそうだな。人の日記なんて読んで楽しいものではないしな。ふんっ」と横おう柄へいに言ったため、あかりが反射的に「読みたいです。行きますっ」と応えると、青柳を押し込んで、自分も乗車してしまったのだ。

　ソラは、今日の稼ぎの小こ銭ぜにのすべてと、もとからあった小こ判ばんとを「これで支払ってください」と、あかりに押しつけた。

　続いて乗り込もうとしたカミのことは、引き留める。一緒にして、カミの不運があかりに降り注そそいでは、たまらない。

「ソラさん、できたら、すぐに来てね。私、夕ご飯の支し度たくまでには家に帰らなくちゃならないから」

　あかりはソラにそう言って、ちょっとだけ後悔しているような目をして、人力車に乗った。オボも慌てて駆かけ寄って、人力車に飛び乗る。

　──でもきっと、青柳さんと人力車に乗ってるうちに、僕のことなんて忘れて、物語とか文章のことをふたりで真剣に話しだすんだろうな。

　遠ざかる人力車を見送ると、ため息が漏もれた。

　あかりがどれだけ熱ねつ烈れつに物語を愛しているのか、ソラは知っている。いい文章というものを研けん鑽さんし、努力しようとしているのも、わかっている。なにせソラとあかりは、書物について、ずいぶんたくさん語りつづけた仲だ。

　好きな本の話をするとき、あかりの目はキラキラと宝石みたいに光る。おもしろい物語について説明するときの、あかりの活いき活いきとした百面相は、微笑ほほえましく、愛らしい。

「あかりさん、青柳さんとふたりきりでも夢中になって脱だつ線せんして『あぱぱぱ』って言うのかな」

　ぽつんとつぶやいたソラに、カミが「言うでしょうね～。さっきもやってましたしね～」と暢のん気きに告げた。

「ひどいよ、カミ。カミのせいで、僕たち取り残されちゃったのに。カミが荷車を壊さなかったら、僕もあかりさんたちと一緒に青柳子爵の家まで行けたんだよ」

　外れた車輪をとりつけようと努力してみたものの、車軸がまっぷたつに割れていて、直りそうもない。呪じゆ術じゆつで直すことも考えたが、人目につく往おう来らいで、派手なことをして誰かに見とがめられたらあとが面倒な気がしないでもない。

　妖怪というのは、いまの人間世界のなかでは「いない」ことになっている。

　見つかったときに、どういう対処をされるのかが、いまひとつわからない。崇あがめられるかもしれないが、呪術の力があるなどと知られたら、討とう伐ばつ隊たいを結成され、追われる懸け念ねんもあるのだ。実際、ソラは阿あ闍じや梨りの秀徳につかまって、閉じ込められた。

　ソラの行いはずっと変わらないのに、時代によって、また見つけた人の考えによって、処しよ遇ぐうは変化する。

「そうですよね～。すみません～。私、ソラさんの幸せをいつもいつも願っているのに～。車を壊してしまって、ごめんなさい～」

　カミが涙なみだ目めになってぺたりと座り込んだ。しおれきったカミを見て、ソラは反省する。

「ううん。ごめん。カミはいつもみんなの幸せを願っているだけだものね。僕の八つ当たりだったよ」

「ソラさ～ん、でも私にはわかります～。ソラさんのさっきの怒いかりは本物でした～。めったに本気で怒らないソラさんのこと、私ときたら怒らせてしまいました～。こんなにソラさんのことを愛しているのに～」

「でももう怒ってないよ。大丈夫だよ」

「本当に？」

「うん。赤鳥先生をあかりさんに会わせたかったし」

　目の前のカミを宥なだめることに気持ちを傾けながらも──ソラの心の一部は、あかりたちへとついて、飛ひ翔しようしていったかのようだった。

　──あかりさんが「おりてきたわ！」って叫さけんだり、踊ったりするのを、僕が側そばにいないときに、青柳さんに見せたくない。

　なんでだろう。学校の女友だちにあかりが不思議な踊りを見せているのを想像すると、可愛かわいいなあと笑いがこみ上げてくるだけなのに──青柳ひとりを前に「おりてきたわ」と言い放つあかりを想像したら、胸がざわざわした。

　──赤鳥先生のことを、あかりさんは大好きで尊敬していたんだ。

　あかりが喜ぶことだけを考えて、青柳の正体が赤鳥だったら、会わせてあげたいなんて思っていたのに──いざ、あかりと青柳がふたりだけで人力車に乗って去ってしまったら、不安が頭をもたげる。

　──僕が見てないところでも、あかりさんは興奮したら、青柳さんの手を握ったりするのかな？

　あかりがカミやオボに優しくしているところを見ても、邪魔するまでのことはしないのに──青柳の手を握ったのを見た途と端たん、考えるより先にソラの身体は動いていた。いきなり手刀を切ったり、あかりの手を奪い取ったりしてしまった。

　オボのことすら羨ましいのに、人間で、しかも男性で、そのうえあかりに尊敬されている「赤鳥先生」だと思うと、いてもたってもいられなくなったのだ。

「私……決めました。謝罪のかわりに、ソラさんの幸せを本気で祈いのります。いままでも本気でしたが、もっと本気になりますよ～」

　ぐしぐしと鼻水をすすり、ずれた眼鏡を押し上げてカミが言う。

「いや……あんまり本気にならないで欲しいかな」

　ありがた迷めい惑わくなので怯ひるんだが、カミは真剣である。

「ソラさん、私に八つ当たりしたり、怒ったのは、青柳子爵とあかりさんのことが気になっているからですよね～？」

「そう……だけど」

　変なところでカミは鋭い。

「青柳子爵も、あかりさんも、お優しいですからね～。いい人たちです～。気になるのも当たり前ですよ～」

　鋭いようでいて、論点はいつも微び妙みようにずれている。

「そうだよね。あかりさんは誰にでも優しいんだ。だからなのかな。もう一歩、踏ふみ込みたいのに、僕はまだまだ『友だち』扱いなんだ」

　すると──カミが目を瞬またたかせて、パチパチと拍手する。

「膝ひざ枕まくらしてもらって～、抱だっこして～、太ももに触さわって、くちづけまでしたのに、まださらに踏み込むんですね～。ソラさん、さすがです～」

　なにが「さすが」だかは不明だが──カミの言葉に、ソラは愕がく然ぜんと目を見開いた。

「本当だよね。僕があかりさんにしてきたことを羅ら列れつすると、こんなにも恋人同士みたいなのに、僕たちどうして友だち止まりなんだろう？」

　いったいソラにはなにが足りないのだろう。押しが足りないのか？

　ソラはつかの間、逡しゆん巡じゆんし、断言する。

「決めた。僕、あかりさんを押そう！」

「襲おそうんですね～、愛ですよね～。ぐりっぐりに襲っちゃうのが、愛ですよね～」

　──いま、カミは「襲う」と言ったような？

　しかし細かいところを気にしてはいられなかった。とにかく押すのだ。押しまくろう。

「応おう援えんします～。応援しますよ～」

　カミが盛大に拍手をしてくれる。道ばたで座り込み、にぎやかにしているふたりを見て、通りかかった人たちが「どうしたんだい」と声をかける。ソラが手にしている折れた車軸を目に留めて、同情するように顔をしかめる。

「壊れたんだね。これは直らないね。車軸を作り替かえないと」

「そうですか。誰かに修理をお願いしないと。どこに行ったらいいのかな」

「うちで直してやれるよ。これをみんなでうちまで持ってきてくれりゃあ、いい。こっちの荷台のほうの板も、打ちつけなきゃならねーだろ」

　わらわらと集まってきてくれたなかの職人風の男が親切に申し出てくれ、ソラは頭を下げ、運搬をお願いしたのだった。
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　ソラが声をかけて止めた人力車に押し込められ、青あお柳やぎはむっつりとしたまま姿勢よくまっすぐ前を見て、揺ゆられていた。

　あかりは人力車に乗るのが、実ははじめてだ。オボはあかりの膝ひざに乗り、あかりがきょろきょろとあたりを見回したり、外を見たりするのにあわせて、立ち上がったり、座ったりしている。

　浮き足だって、すごい勢いで飛んでいく景色を楽しんでいたが、少し経たつと隣となりに座る青柳の様子が気になりはじめる。

「どうしたんですか？　もしかして具合でも悪くなりましたか？」

「具合は悪くない」

　オボが「きゅ」と、青柳の膝に飛び乗る。「そうなの？」と尋たずねるように立ち上がって、前足で青柳の胸元をカリカリと引っ搔かいた。

　青柳もオボには弱いようで、冷え冷えとした双そう眸ぼうを少しだけ和やわらげ、小声でつづけた。

「……たまには歩くのもいいかと外に出たので、手ぶらで出てきてしまった。財さい布ふも持っていないのに人力車なんて」

「お金なら、ソラさんに預あずかりました。あ……でもそうですよね。流しの人力車って高いのかな。私、ソラさんにお返しできるかな」

　勢いで乗車してしまったものの、そこまで咄とつ嗟さに考えてはいなかった。

　──私はまだ乗ったことないけど、うちのお爺じい様さまが急ぎのときに頼たのむこともあるくらいだし、頑がん張ばれば支払えない金額じゃなさそうだけど。

　貯めてきた小こ遣づかいの範はん囲いでどうにかなる金額ではなかったらどうしようかと、どきどきする。

　青柳が、あかりをぎろりと睨にらむ。

　至近距きよ離りで見ると、ぞくっとくるような凶きよう暴ぼうな目つきだった。

「青柳様は気乗りしてなかったのに私が無理に乗せたから、私がソラさんに払います。ごめんなさい。私、黄き表びよう紙しや物語や文章のこととなるとちょっと見み境さかいなくなっちゃうところがあるんです」

　青柳の膝に立つオボが、桃もも色いろの鼻をひくひくと動かし「コクコク」と頭を縦に振って同意した。オボに同意されると、微び妙みように傷つく。

　青柳がふっと視線をそらした。

　びゅんびゅんと吹きつけてくる風が、青柳とあかりの髪をかき混ぜた。青柳が目をすがめ、気だるげに前髪をかき上げ、面倒くさそうに聞いてきた。

「きみは黄表紙や文を書くことがそんなに好きなのか？」

「はい！」

　それだけは自信を持って言える。だから元気に返事をした。

「そうか」

　青柳はそう告げ、オボを見下ろす。オボがひゅっと前足をのばしてのびをして、青柳は顎あごをぐっと引いた。

「この爪に毒はないか？」

「ないですよっ。オボは優しい子だもの」

　オボも憤ふん慨がいしたようにしっぽをぶんぶん回している。

「優しさと毒は関係ない。しっぽの毛に毒が仕込まれていたりもしないのか？」

　なにを言っているのだこの貴族はと、嘆たん息そくして応じる。

「それも、ないです。第一しっぽは武器じゃないんだから」

　すると青柳がオボの尻しりを真顔で覗のぞき込んだ。

「第一しっぽというのがあるってことは、あと何個、しっぽがあるんだ？　隠かくれているのか？　第一から第七くらいまであるのかね」

　最初はなにを言っているのかわからなかった。次に軽く噴ふき、訂てい正せいする。

「違います。『第一しっぽ』じゃなくて『第一、しっぽというのは』です」

「読とう点てんを打つ場所が違うのか。これだから会話というのは疲つかれるのだ。文章にして紙に記しるしたものならばそんな間違いなどしようもないのに」

　青柳のこめかみがひくひくと動いた。怒っているのか──あるいは勘かん違ちがいを恥はじているのか。

　横を向き、それきり青柳は、屋や敷しきに辿たどりつくまで黙だまりこくったままだった。




　人力車から降りたとき、あかりが乗車賃を払おうとしたのを青柳が制し、懐ふところから財布を取りだして支払った。

　──財布は持って出てなかったんじゃ？

　疑問が浮かんだが、聞こうとしたら鋭するどく一いち瞥べつされたので、台詞せりふが引っ込んだ。ソラから渡された小こ銭ぜにで間に合いそうなので差しだしたが、あっさりと拒きよ絶ぜつされる。

「青柳家は理由のない施ほどこしは受けない」

「施しって……」

　貴族様の考えはいまひとつよくわからない。

　──それにしても広いなあ。

　仰あおぎ見る高さの立派な門もん扉ぴを押し開け、青柳が先を歩く。

　庶しよ民みんには縁えん遠どおい、外とつ国くに仕様の建築があかりの目を奪う。庭も広く、植えられた樹木や剪せん定ていの仕方が斬ざん新しんだ。石や煉れん瓦がを多用した家か屋おくの造りも物もの珍めずらしく、あかりはきょろきょろとしてしまう。

　オボを胸元に抱え、青柳の後をついて歩いていたら──ちいさな女の子がふたり、家の扉とびらをぱたりと開けて、とてとてと駆かけだしてきて青柳にまとわりついた。

　青柳の右手を握にぎった女の子が、真っ黒な目を瞬しばたたいて、見上げた。

「おかえりなさい。お兄様」

　左手にぶら下がった女の子は、右の子よりも勢いがあって、口が悪い。

「遅いよ、兄さん。あたいらずっと帰るの待ってたんだ。腹減ったよ。飯めしはまだかよ」

　ふたりともに、五、六歳くらいだろうか。膝を出した子ども用の着物に、赤い帯。まっすぐのおかっぱ頭。裸足はだしに草ぞう履りをつっかけている。

　青柳が、垂たれた前髪のあいだから女の子たちを透すかし見て「うるさい」とひと声返す。

　しかし少女たちはまったくめげない。左手につかまった少女は、ぶらぶらと青柳の腕を振り回して、飛び跳はねてから──視線をずらして、あかりを見た。

　──可愛かわいいっ。

　黒目がちな瞳という言い方があるが──少女の目がまさにそれだった。

　白いちいさな顔の中央に、丁てい寧ねいにつんとつまみあげたみたいな鼻。赤い唇も、こじんまりとして愛らしい。

　少女があかりに微笑ほほえんだ。

「あれ、お客さんだ？　この小こ娘むすめ、誰だい？　っていうか……オボっち!?　ひっさしぶりじゃねーか」

　わーっと声を上げ、口の悪いほうの少女がオボめがけて走ってくる。いきなりあかりからオボを奪い取って掲かかげたので、オボがしっぽを振って抗こう議ぎした。
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「やめて。乱暴はしないで。オボは優しい子だから、優しくして」

　思わずそうたしなめると──少女の目が大きく見開かれた。まじまじとあかりを見返して言う。

「小娘、あたいが見えるのかい？」

「見えるわよ」

　なにを言っているのかと不思議に思いながら応じ、オボを取り返す。オボはあかりの胸にしがみつき、首をねじって、少女を見た。

「というより……あなたにもオボが見えるの？　どうして？」

　青柳につづいて、オボが見られるという相手に会うのがふたりめだ。これはいったいどういうことだ？

　青柳が眉み間けんにくっきりとしわを刻み、見つめられたら呪のろわれるのではというような怖こわい顔であかりを凝ぎよう視ししてから、静かに告げた。

「私からすれば逆に聞きたい。こいつらが見えるという相手に会ったのは、ふたりめだ。カミと、きみだ。きみたちはいったい、なんなんだ？」

　──カミと、私!?

　思いもよらぬ言葉を返され、あかりは少女たちを見返した。

　静かなほうの少女がすすっと近づいて、両手を身体からだの前に重ねてちょこんとお辞じ儀ぎをし、

「どうぞ、お入りくださいな」と、あかりを家へと誘いざなった。




　土足のままでいいと言われたが、履はき物を脱ぬいで室内に入るのが身に染みついているので、そのまま上がり込むのは気が引けてためらった。青柳は、自分が履いているのと同じ、室内専用のものらしい柔やわらかい素材の布ぬの靴ぐつを無言でポイとあかりの前に置いた。　

　昔から自分は、人には見えないものが見えるのだと、青柳は言った。

　物心ついたときには「見えて」いたのだと。

「私に見えるものが、人には見えていないと納得するまで少し時間が必要だった。私は自分が見ているものが、人なのか幻まぼろしなのか幽ゆう霊れいなのか見分けがつかない。使用人たちではなく親にまで不気味がられて『噓うそをつくな』と言われてね。それから、なにが見えても、見えなくても、気にかけないし、いちいち口には出さないように過ごすようになった」

　それで特に不都合はなかったのでなと、冷たく言った。

「両親共にもうこの世にいない。面倒くさいから陰であれこれ言う使用人には暇ひまを出した。とうとう誰もいなくなってしまって、いまや茶を淹いれてもてなすような人手もない。もてなさないが、それでもいいと言ってきみはここに来たのだから、いいね？」

「はい。それは別にいいです」

　ただ──もてなしなど不要でも、がらんと大きな静かな家の空気が、あかりの胸に響ひびいた。

　ソラがかつて閉じ込められて過ごした家と同じで、青柳の家にも、孤独が影みたいに染みついていた。

　オボがあかりの手から離はなれ降りると、くんくんと室内の匂いを嗅かぎまわる。しっぽをゆっくりと左右に振って部屋の隅すみに向かい、くるくると回ってから、そこに座って、丸まった。

「兄さん、久しぶりに長いこと話してるね。いつもは単語三つ以上話さないのに」

　椅い子すに座った青柳の両隣に、童どう女じよがちょこんと収まって、並んでこちらを見ている。

「サジ、うるさい」

　ちょこまかと元気な童女が叱しかられて、亀みたいに首をすくめた。彼女はサジという名前らしい。

「ね。兄さんときたらいっつもこんななんだよ。口から言葉を出したら出しただけ、損をすると思い込んでるみたいな言葉の惜おしみ方をする。それだけじゃなく、あたいたちに対してでも、面倒くさくなるとなんでも手紙ですますんだ。変わってるだろ？　紙に書いたほうがよっぽど面倒くさいってあたいなら思うのにさ」

　サジがあかりに向かって頰ほおを膨ふくらませて言い募つのる。

「お兄様、シキもうるさい？」

　右に座ったおとなしい童女が青柳をそっと突っつく。青柳は仏ぶつ頂ちよう面づらで首を横に振る。こちらはシキという名前のようだ。

「あたいたちはもう何年も前の冬に、寒くってたまらなくてふたりで町はずれをぶらついてたところを、兄さんに拾われたんだ。兄さんは『子どもがこんな夜よ更ふけにうろついているのはよろしくない。来なさい』って言って、あたいたちを家に招まねいてくれた」

　サジがちらっと横目で青柳を見て顔いっぱいに笑う。

「兄さんはこう見えていい奴やつなのさ。暮らしてすぐに、あたいたちが人間じゃないってのにも気がついたみたいだけど、それでも出てけなんて言わないんだ」

「シキ、出ていきたくないな」

　シキが必死な顔で青柳の服の袖そでをぎゅっとつかんだ。青柳はむっとした顔のまま、シキとサジの言葉など聞こえていないかのように、無言を貫つらぬく。

「しかし、兄さんが人を招き入れるなんて珍しいね。兄さんは動物と子どもとあやかしには優しいわりに、人間の、しかも小娘なんて大だい嫌きらいなのにさ。オボっちを抱いてたから、気を許したの？　それによく見ればこの小娘、可愛い顔してるね。兄さんこういう顔が好みだったの？」

　青柳が底冷えした目でサジを睨む。サジは平気な顔でひゃらひゃら笑っている。

「そうだ。兄さんはいいとして、小娘、なんであたいたちが見えるのさ。しかもオボっちのこと抱っこしてるし」

「それは……実は私にもよくわからないの。気がついたら見えてたのよね。火か車しやさんていう妖よう怪かいが一時的に私に手紙を託たくしたことがあるとか、亡なくなった両親の霊れいが守護してくれているせいだとか、もしかしたらっていう理由はあるけど、はっきりしてないの」

「火車って名前、久しぶりに聞いたな。まだ元気なんだ？　オボっちのことも久しぶりに見たけどさ。あたいたちはみんなあんまり変わらないねえ。人だけが──変わっていくね」

　シキがびくっと身体を震ふるわせた。サジは瞬しゆん間かん、年老いた人が昔を懐なつかしむような、遠い目をした。けれどその目はすぐに好奇心に満ちた少女の悪戯いたずらっぽいものへと変わる。

「ということは──あなたたちは、あやかしなの？」

　自然と小声になった。サジとシキは顔を見合わせてから、窺うかがうようにあかりを見上げた。

　シキとサジより先に声を出したのは、青柳だった。

「そんなことはどうでもいい」

　きっぱりと言いきり、ふんぞり返る。

「そうだよ。あたいたちのことなんてどうでもいい。それより小娘、なにしに来た？」

　サジが青柳の台詞を継ついで、つづけた。

「なにって……青柳様の日記を読ませていただきに……。そうよ。日記を拝見させてください。もとは、青柳様が日記が書けなくなったからソラさんに相談しに来て……」

「日記？　兄さんがいつもちまちま書いてるやつね。あいよ。持ってきてやらあ」

　サジが椅子から下りて走っていった。戻ってきたサジは分厚い紙の束を手にしている。

「兄さん、これ小娘に見せるよ。いいんだよね」

　一応尋ねたが、返事を聞く前に、サジは日記をあかりへと渡して寄よ越こした。

　綴とじた紙の束の最初の頁ページを捲めくる。達筆である。

『わっちは、いまもまだ、人の世の波打ち際ぎわに立っているのさ。冬の海の波打ち際だ。魂たましいが霜しも枯がれて薄うすい氷の膜まくを貼はりつけて固くちいさくなったような、妙にふるわなくて精せい彩さいを欠いている最近さ』

　出だしの一文に、意表を突つかれる。

　──え、これって日記？

　一人称が「わっち」って？　人の世の波打ち際に立つ日常って？　

　さらに読み進める。叙じよ情じよう的てきな文章がつらつらとつづられている。比ひ喩ゆも多く、描びよう写しやが長い。時間の経過により変化していく心の流れの説明は精せい巧こうで緻ち密みつ。くどいのではと最初は思っても──読み込むうちに文章の奔ほん流りゆうに飲み込まれ、いつしかあかりは熱心に読みふけりだす。

　あかりの心に指をかけ、ぐいぐいと引きずっていく、この文体。ときに乱雑に、そしてときに妖よう艶えんに描写される人物。背景は活いき活いきとし、息づかいまでも聞こえるようで──。

「なんだよ。黙っちまってらあ。おーい。どうしたんだよ」

　とことこと近づいてきたサジに頭をコツンと叩たたかれ、あかりは我われに返った。

「……この文体、似てるわ」

「なににだよ」

「赤あか鳥とり先生の文体そっくり」

　つぶやいたら青柳がハッと息を飲んだ。

「なにを……」

　そっくりなんていうものではない。これは赤鳥本そのものではないか。

「もちろん、物語のように起き伏ふくを意識せずに日々の動きを描写しているせいか、単調な部分も多いですよね。そのへんはいつも読者をいい意味で裏切りつづける赤鳥先生とは相反してますが」

「う……た、単調か」

　青柳が怯ひるむ。

「でも滲にじみでる色香に、畳たたみ込むような文体が、どう見ても赤鳥先生のものですよね。特にこの、その日会った美女についての形容がくどくどしい部分なんですけど、こういうところで赤鳥先生はいつも文末が『～た。』になって、それを一部読者はあげつらって文章が下へ手ただなんて言ってますが」

「文末がいつも『た』だからなんだっていうんだっ」

　青柳の声に怒いかりが滲んだ。

「もちろんです。そんなことはどうでもいいんです。刻み込むように短文で『た。』『た。』と書かれているのを追いかけているうちに、赤鳥先生は力ちから業わざで、畳み込んで、人の気持ちを本の世界へ引きずり込んでるんですから。ご都合主義とか、美男美女についての描写がくどいとか、そういうのはむしろ赤鳥本にとっては褒ほめ言葉です。だってそのすべてに、私の心がときめきますから！」

　あかりは、腰を浮かし、パンッと目の前にある机を叩いた。

　赤鳥作品について語るとき、あかりは戦士の顔になる。赤鳥作品の素晴らしさを語り継ぐために、あかりはいつでも闘とう志しを燃やす。だってこんなにおもしろいじゃないか。引きこまれるじゃないか。

　青柳の口元がひくひくひきつっている。怒ど鳴なりたいのをこらえているようだが──にやついてしまう口元を引き結んでいるようにも見える。どっちだ？

　──そうなのよ。これは赤鳥先生の文体よ。

　あかりは中腰になったまま、机の上に広げた日記をしげしげと見る。

「私、三み月つき前に出た、赤鳥先生が表紙裏に直じき筆ひつ署しよ名めいされたものを持ってます。それだけはどうしてもどうしても欲しくて、貯めていたお小遣いで必死で買って、宝物として持ってます。肌はだ身み離さず持ち歩いてるんですっ」

　鞄かばんのなかから、宝物の赤鳥本を取りだし、日記の横に並べた。

「なんでそんなもの持ち歩いてるんだ」

　怯んだ青柳を無視し、名前と、本の題名と日付が記き載さいされた直筆文字と──目の前の日記の文字を見比べた。

　──似ている。というより、やっぱり、同一ね。

　赤という字、鳥という字の、止めや撥はね、墨すみのかすれ具合を凝視する。これは間違いなく同一人物の書き文字だ。

「あの……もしかして赤鳥先生、ですか？」

「そんなわけがあるか。きみはなにを言っているのかね。だいたいさっきから赤鳥赤鳥と低てい俗ぞくな作家の話ばかりをして。お嬢さん、もっと他に読むべきものがあるのではないかね。きみの将来のためにも私は違う趣味を持つことを勧すすめるよ」

　ひと息にそう告げ、睨み返す青柳の饒じよう舌ぜつさが、あやしいと思えた。

　あかりが青柳と過ごして「話がはずんでいる」と感じられたのは、赤鳥に関してと、文章や書物に関して語っていたときだ。あかりが一方的に話しているから、沈ちん黙もくができないだけだと自分でも思っていたが──。

「でも、青柳様は赤鳥先生だと思います。だって私は赤鳥先生の文章にだけは特別に酔よいしれるんです。青柳さんの日記からも、私を酔わせる特別ななにかが噴きだしてました。このつづきを読みたくて、読みつづけたくて、たまらないです」

　日記の一頁に触れて撫で、赤鳥を見返す。

「特別ななにかときたか。噴きだしているって、なんだね。硫い黄おう臭い間かん欠けつ泉せんでも掘り起こしたというのかね。はんっ」

　青柳が目をそらし、あかりの手から日記を引き寄せようとする。

「赤鳥先生は、とても大切なことや難しいこと、真ま面じ目めな題材であればあるだけ、それを軽い筆ひつ致ちで、笑いを交まじえてお書きになるんです。その世界が私はなにより好きなんです。この日記の、はしばしから零こぼれる観察眼も、赤鳥作品と共通しています。だから……」

　──青柳様が、赤鳥先生なんだわ。

　三月も新刊がなくて、身体でも悪くしたのではと心配だった先生が、元気でいたのならなによりだ。赤鳥は女性だと思い込んでいたが、男性だったとしたら、それは驚きだ。女心の揺れや、ときめきを、瑞みず々みずしく描きだしているのは、性別の問題ではなく才能ゆえか。

　──って、みつき？

　ふと、気がついてしまった。

　三月前に、カミは、青柳子し爵しやくと知り合ったと言っていた。ソラたちが橘たちばな屋やの離れに暮らしだし、貧びん乏ぼう神がみは来るなとカミが狸たぬきのシロに追いだされるようになったのも、三月前と聞く。

「そんなたいそうなもんじゃない。こんなもの本当はどうでもいいんだ」

　青柳が日記をあかりから奪い取り、後ろへと放り投げる。

「なにするんですかっ」

　慌ててあかりは立ち上がり、床ゆかに落ちた日記を拾う。

「ところで、つかぬことをお伺うかがいしますが……日記がうまく書けなくなったのって、三月前からですか？」

　日記の頁を捲っていく。三月前の日付あたりから、一日の文章量が減少していき、どことなく苦しげな描写が目立ちはじめる。最近になるにつれ、日付と天候くらいしか記載されなくなっている。

「ああ」

　あかりの背筋に冷や汗が流れた。青柳は、赤鳥先生だ。赤鳥本を愛するあかりの魂が「絶対に間違いない」と告げている。もしもこの読みが間違っていたとしたら、赤鳥本を生しよう涯がい読まないという賭かけに挑いどんでもかまわないというくらいに、自信がある。

　赤鳥の文体には、独特の癖くせがあり、真似しようとしても真似られるものではないのだ。別な人間が書いてみても、それはただの「下手な文章」になってしまう、説明できない「魔力」が宿っているのだ。

　ということは──ここのところ本が出ないのは、貧乏神のカミに「幸せを祈いのられた」ことに起因しているのでは？

　──貴族様だし、覆ふく面めんで黄表紙作家になっているのだとしたら、隠したいのもわかるわ。黄表紙は、女子どものものだという風潮も強いし、歴史のある家柄の方には、庶民にはわからない立場もあるんだろうし。

　正体については、これ以上は、突きつめないのがよいだろうと結論づける。

　だが──カミをどうにかしなくては。

　赤鳥本の新作が読めるかどうかは、すべてカミをこの家から追いだせるかどうかにかかっているのだ。そうに違いない。

　拾った日記を胸に抱えて、これからどうしたらいいのかを考えながら振り返る。

「兄様、シキはお腹なかが減りました」

「兄さーん、あたいも腹減ったよー」

　左右からそうねだられ、青柳は机に載っているちいさな鐘かねを手にして振った。チリンチリンと涼すずやかな音が空気を震わせる。

「兄さん、昨日、最後の使用人に暇を出しちまったじゃないか。それ鳴らしても誰も来ないよ」

「兄様、ご飯は作れますか？」

　シキとサジは、左右対称におかっぱ頭を揺らして、青柳を見上げている。

　青柳が鐘を手にしたまま固まった。

　──貴族ですもの、ご飯の支し度たくなんてしたことはないわよね。

　あかりは日記を手にしたまま、椅子に座る青柳たちの背中に声をかける。

「台所はどこですか？　私でよければご飯を作りますよ」

　人力車の乗車賃を払っていないから、その分を働くことで返そう。なにより、大好きな赤鳥先生のためなら、どんなことだってやりたいに決まっているのだ。




　シキとサジがあかりを台所に案内してくれた。

　かつてのソラの屋敷のように、がらんとしていたらどうしようかと思ったが──とりとめないなりに食材は豊富だった。

「さすが貴族様のおうちね。材料はちゃんとあるのね」

　シキとサジは、物珍しそうにあかりの手元を覗き込む。

「なに作るの？」

　シキがわくわくした声で聞いてくる。

　とりあえず、ざくざくと米を洗って研とぐ。くるくると動くあかりにつられたように、サジもシキも、くるくるとあかりの側にまとわりつく。

　興味津しん々しんという顔をするふたりの少女が愛らしくて、あかりの頰が柔らかく緩ゆるんだ。

　──不思議ね。妖怪だっていうのに、怖くなくて、可愛い。

　物語のなかの妖怪たちはときどき人間にひどく意い地じ悪わるをしている。なのにあかりが知り合う妖怪たちは、みんなとても優しくて、愛いとおしい。

　オボも、シキとサジも──ソラも。

　誰が妖怪で、誰が人間なのか、だんだんわからなくなってきているような気がする。

　目の前に見えているもの、感じている気持ちだけが、すべてだった。

「こっちの魚は今日のうちに焼いて、こっちのは味み噌そに漬つけ込んでおくといいわね」

　日持ちしない食材は保存できるように手を加える。保存食と今日のおかずを作っているあいだに、米をうるかしておく。

「芋いも餅もちは好き？　好きならば、芋をふかして、半分はそのままで、残りの半分は芋餅も作る？」

　じゃが芋の芽が出ているのを見つけ、皮を剝むいて、芽を削けずりながらシキとサジに聞く。サジがぶんぶんと首を縦に振った。

「大好き！」

　シキのお腹がくるるると鳴いた。よほど空腹だったのかと、あかりは慌てる。

「お腹すいてるなら、いますぐ食べられるものを作るね。ご飯もふかし芋も時間かかるし──小麦粉をこねたやつ、油で焼いてあげる」

　次々と鍋なべを火にかけていくのを、ふたりが目を丸くして見ていた。小麦粉をこねて焼いたものはすぐにできる。ジューッと香ばしい匂においがして、鍋から皿へと焼きたてを移し、ふたりの前に置いた。

「これ、はじめて見た」

　シキに言われ、あらためて皿に載ったものを見ると、さすがに貧ひん相そうな料理だった。子爵家ではこんなものは出さないだろうと思うと、ちょっとだけ恥ずかしくなる。

「ご馳ち走そうじゃなくて、ごめんね。うちでは、料理に使った粉が余ったときとか、米もなにもなくて忙いそがしいときに、おやつがわりにこれに砂糖やお醬しよう油ゆをかけて食べるの……」

「砂糖」とシキが言って、半分に砂糖をかけた。「醬油」とサジが言って残り半分に醬油をかけた。ぱくりと頰ばって、シキとサジがうなずきあう。

「美お味いしいよ。できたてで香ばしい。もっと焼いて」

　にっこりと笑顔でそう言われ、あかりは嬉しくなった。

　焼いたり、ふかしたり、煮込んだり──あかりは、忙しく立ち働く。

「あのね、あたいたちの正体がなんだか気づいても、ここの兄さんには言っちゃ駄だ目めだよ。気をつけてね、本当の名前は教えてないから。お世話になってる家の人に正体がばれたときは、あたいたちはそこから出ていかなくちゃならないんだ。出ていきたくなくても、あたいたちが何者かを教えた途と端たん、出てかざるを得ないように物事が動いちまう。だから、絶対に教えないし、教えないで」

　お腹に食べ物をつめて、あかりに気を許したらしいサジが真顔で言う。

「兄さんも、あたいたちのことわかったら、あたいたちが出てくってなんとなく感づいてる。それで、あたいたちの正体を知りたがらない。だからここの兄さんと、あたいたちのことはほっといて欲しいんだ」

「そうなの？　わかったわ」

　いまのところふたりの正体がなんなのかは見当もつかない。もしわかったとしても、青柳には伝えないでおこう。

　先ほど、青柳はふたりの正体についてあかりが言げん及きゆうしようとしたら「そんなことはどうでもいい」と会話を止めた。

　つまり、青柳もまた、シキとサジとできるだけ一緒にいたいのだ。

「ところでこの家にカミって呼ばれている男の人が出入りしてるのよね？　変わったこと……起きてない？」

　あかりは、おそるおそるサジに尋ねた。厳密に言えばカミは「人」じゃなく神様だが。

「うん。しょっちゅう転ぶ、変な奴だよね。来てるよ。兄さんが拾ってきて『かわいそうだから、いじめないでやれ』って言ってた。だから、あたいたちはあいつに親切にしてやろうと思ったんだ。あたい、あいつのこと好きだよ」

　サジの台詞に、あかりは感動する。さすがは赤鳥先生だ。なんて優しいのだろう。サジもなんていい子なのだろう。カミが聞いたらむせび泣くに違いない。

　カミの正体をサジたちや赤鳥先生に伝えるのは、しのびないような気持ちになる。

　──貧乏神なんだよって教えても、この子はそれでカミを嫌ったりしないと思うけど。

「あいつにもあいつの事情ってのがあるんだろうから、あたいたちと同じに、あいつの正体を知りたくないよ。だから姉さん、知ってても内緒にしてて」

　さらにサジはだめ押しのようにつづける。

「そ……うなの？」

「うん。……そうだ小娘、ご飯たくさん作ってくれるお礼に、あたいの宝物を分けてあげる」

　サジが突然懐をごそごそと探って、言う。

「え……いいわよ。好きでやってるだけなんだから」

「あたいも好きで小娘にお礼をするんだ。おあいこだ。ええとね……これがいいかな」

　サジが突然取りだして、あかりに寄越したのは──ドングリだった。ころりと立派なドングリだ。

　──ドングリだったら、もらってもいいかしらね。

　ドングリとはいえ、子どもにとってはきっと大切な宝物に違いない。手のひらに載ったドングリをぎゅっと握りしめ、「ありがとうございます」と頭を下げる。

「それはね、『百年リスのお助けドングリ』だ。百年生きたリスが、選びに選び抜ぬいたドングリの実だよ。姉さんにとってそれが必要ってときに、一回だけ助けてくれる」

「ドングリなのに助けてくれるの？　どうやって？」

「助けてくれるんだ。どうやってかは、助けられたときにわかるさ。でも、一回使っちゃうと効きめがなくなるんだ」

「ずいぶんとすごいドングリなのね」

　サジが小鼻を膨らませ「ずいぶんとすごいんだよ」と威い張ばってみせた。ありがたくもらい受け、懐かい紙しに大事にくるんで、いつも下げて歩いている鞄のなかにしまい込む。

「その鞄は大事なものをしまう鞄なんだね。さっきも、兄さんの黄表紙をしまってたね。ちゃんとずっと、そのなかに、『百年リスのお助けドングリ』をしまっといてよね。約束だよ」

「約束する」

　念を押されたから、神しん妙みようにうなずいた。

　そうやって話しながら、手早くありあわせのもので──明日の朝と昼の分まで食事を作り置きしてから、あかりは青柳の家を辞去した。

　ついでに「少し分けていただいていいですか」と確認を取り、芋餅を六個、包んで出る。

　でも、自分の家には帰らず、青柳に見つからないように門の前で、いまかいまかとソラたちがやって来るのを待っていた。

「それにしてもオボ……あなたなんだかここに来る前よりもっと重くなってない？」

　オボは、青柳家に入ったときより、出てきたときのほうが目に見えて丸くなっていた。そんなに一気に冬毛になるものなのだろうか？　謎なぞだ。

　そろそろ夕焼けが空の西の端を焦こがしだした頃──。

「あかりさん。待っててくれたんですか？」

　ソラが先にあかりを見つけ、パッと表情を明るくする。

「ソラさん。よかったー。ちゃんと来てくれたのね」

「もちろんです。あかりさんだけ行かせたのを後こう悔かいしてたくらいですから。どうでした？　なにかこう……変わったことはなかったですか？　あかりさん、青柳子爵の前で、おりてきたりはしてないですよね」

「してないわよ！」

　そんなにそれが心配なのかと、あかりは顔をひきつらせる。

　あかりの手を握り、屈かがみ込んで顔を近づけるソラの後ろから、カミが顔を出す。あかりはソラの手を振り払い、いそいそと青柳邸の門扉に手をかけるカミの腕うでをつかんで、勢いよく引っ張った。

「ひゃ。なんですか～」

　と、手を引かれ、その場でばったりと倒たおれてごろごろと転がっていく不幸ぶりは、いつものことだ。

「ご、ごめんなさい！　でもカミのこと待ってたの。はい。カミのために、芋餅を作ったからね。今晩はこれを食べて。それで──今日からカミは、青柳様のおうちには行かないでください」

「なんでですか？」

　べたりと地面に座ったまま、それでもきっちりと芋餅の包みは受けって、カミが尋ねる。

「うん。なんでなの？　なんで僕には芋餅はないの？　カミだけずるいよ」

　ソラもまた呆ぼう然ぜんとした顔で、あかりに問う。

「カミには青柳様に近づいて欲しくないんです。青柳様に不幸があったら困るから。でも追いだしたら、カミは路頭に迷うでしょ？　だから食べ物は用意しないとと思って。あのね……」

　そこまで言って、あかりは周囲を見回してから小声でつづけた。

「たぶん、青柳子爵の正体は──赤鳥先生だと思うの」

「正体って……。あかりさんは、やっぱり、あかりさんだなあ。わかっちゃったんだね」

「ソラさん、知ってたの？」

「白びやく夜やと火車がこのへんの野の良ら猫ねこたちに聞いてきたから。半信半疑だったけど、実際に会ってみたら、そうなんだろうなってだいたいわかったよ」

　嘆息しながらソラが言う。そろそろとカミが立ち上がり、ふらつきながら、あかりの隙すきをついて門扉を開けようと手をのばした。

「カミっ」

　すかさずカミの手を取って、その前に、仁に王おう立ちになって立ちふさがるあかりだった。

　──絶対に行かせないわ！

　赤鳥先生の新作のためである。身体をはってでも阻そ止ししなくては。

「カミはうちに来てもいいから、ここにだけは──この家にだけは、いつかないでちょうだい」

「だめだよ。カミ。あかりさんちに行ったりしたら、怒るからねっ」

　カミが、ソラとあかりのことを見比べて、涙なみだ目めになり、くねくねと身体を揺らした。

「私を巡めぐって争わないでください～。私のためにおふたりが喧けん嘩かするなんて～、どうしよう～、嬉しい～」

　まるでふたりでカミを取り合ってでもいるかのような言い方だ。

「……仕方ないな。カミはうちに連れていくよ」

　とうとうソラがそう言った。

「そうしてくれるなら……」

　ありがとうという思いをこめて、ソラを見た。ソラはむすっと口を曲げている。

「あかりさん、狸一族にぽんぽこ怒られる僕のために、僕に『好き』って言って。言ってくれたら、僕は、いろんなこと頑張れそうだから」

「え……」

　ソラがあかりの顔を覗き込む。

「芋餅もないし、あかりさんは自分から青柳子爵の手を握るし、家族に見つかったら困るからって、家まで送らせてももらえないし、僕はすごくかわいそうだと思う。それでも頑張るから、あかりさんの『好き』が欲しい」

　ソラの真っ黒な目の奥に、熾おき火びみたいなあやしい光がチラチラと灯ともった。あかりの手を握って引き寄せると、巻き込むように抱ほう擁ようする。

「な……ソラさんっ」

　ふわりと香る花のような匂いと、我わが儘ままでいながら強さのある不思議な色の混じった双眸にからめとられ、あかりの頭の奥がパッと真っ白になる。

　あかりの袂たもとのなかでオボが暴れている。いつもならこのへんでオボが出てきて、あかりとソラのあいだに割って入ってくれるのだが──冬毛で大きくなったオボは、袂から抜け出られず、もたついているようだ。

「好きって言って？」

　懇こん願がんなのに、命令だった。

「す、好きよ、ソラさん」

　嫌いじゃない。むしろ大好きだ。

　ソラといるとなにもかもが楽しい。ソラとはいつまでも話が尽つきない。

　でも──求められて、口にのぼらせた途端「好き」という言葉は、違う意味を帯びて、あかりの胸のなかで跳ねた──ような気がした。

「聞こえない。こんなに近くにいても聞き取れないよ？　もっと大きな声でちゃんと言って？」

　耳元で、ささやかれた。

　ねだる声音でさらりと言われ──恥ずかしくなったあかりは、ソラの頰を平手で叩いた。

「ソ、ソラさんの、馬ば鹿かっ」

　ソラは叩かれた頰を片手で押さえ「あれ、なにか間違えたかな」とおろおろと目を泳がせる。

「だって赤鳥本だとこういう男の人が主人公に愛されてるじゃないかっ。僕、なにか間違った？」

　しゅんとしおれたソラは、いつもの可愛らしいソラだった。

「間違ったとかそういうんじゃなくて、いきなりそういうことするから、びっくりしたの。ごめんなさい。あの……ごめんなさい」

　あかりはソラの顔をまともに見られない。

「わかった。次はこういうこと頼む前に、きちんと予告するね。だからもう叩かないで。叩かれると痛いから」

　そりゃあ叩かれると痛いだろうが──予告されたらされたで、あかりだって困る。

　狼狽うろたえるあかりとソラを見て、カミが満足そうに「愛ですね～」と、うっとりとつぶやいた。
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　シキとサジは、姉し妹まいではない。

　なのに、年格好も、服装も同じで、見分けがつかないくらいによく似ていた。

　おかっぱに切りそろえたまっすぐな黒くろ髪かみ。ちいさな顔に、人形みたいだと微笑ほほえまれるような、目鼻立ち。

　よく話すほうがサジだ。よく跳はねるほうもサジだ。怒おこったり笑ったり忙いそがしいのもサジだ。誰だれにでもすぐなつくのもサジだ。よく草ぞう履りの鼻はな緒おを切るのもサジだ。

　無口な分、人や周囲をじっと見て観察するのはシキだ。一カ所に留とどまるのを好むのもシキだ。めったに人を好きにならないが一度好きになったらその人のことを決して見捨てないのもシキだ。シキは草履の鼻緒を切ったことは一度もない。

　シキとサジは、見た目が似ているせいか、気が合った。




　そしてふたりは──あやかしだった。




　シキとサジは、たまにどこかで一緒になると、そのまましばらく仲良く遊び、同じ場所に住みついたりもした。

　つんつるてんな着物の裾すそから膝ひざ小こ僧ぞうが見えて、冬は、寒い。

　久しぶりに町のはずれで出会ったふたりは、寒いからと、手をつないで走った。おしくらまんじゅうをして、頰ほおや腕うでを擦こすりつけあった。ちょっとでもあたたかくなりたかった。

　ころころと転がって遊んでいたら、素足につっかけたサジの草履の鼻緒が切れた。

「わー。また切れちゃったよー。どうしよう。なんであたいばっかり鼻緒が切れるのさー」

　片足立ちでけんけんをしてサジがむくれて文句を言う。

「こないだの芝しば居い小屋でもしまいのほうで鼻緒が切れたし、その前は大道芸見てかっこいいからつられて踊おどってたらやっぱり切れたし。あたいの鼻緒は弱すぎるよー。シキの草履のほうがきっといい草履なんじゃないかな。草履取り替かえっこしない？」

「サジはそれを前にも言って、草履を取り替えたよ」

「そうだったっけー？　じゃあそれは、もとはあたいの草履なのか。取り替えたあとで鼻緒切れた？」

　シキが「ううん」と首を横に振る。

　サジは「なんでだよー」と頰を膨ふくらませて、手に持った鼻緒の切れた草履をびゅんびゅんと振った。




「どうしたの？」




　声をかけられて、シキとサジは驚おどろいて振り返る。

　そこは、町はずれのすすき野原だった。

　通りかかるのは、ふたりと同じ妖よう怪かいたちや、さすらってうろつく幽ゆう霊れい、野生の狐きつねや野の良ら犬いぬ、自分の領地を守ってまわる猫に、親に怒られて家出した子どもや、まともな誰かから逃にげる途中の泥どろ棒ぼう──そんな連中ばかりだった。

　なのに、声をかけてきた少年は、まともそうに見えた。

　気持ちよく刈かり上げた短髪が、清せい潔けつそうだ。こざっぱりした質のいい着物。背負った袋はなにが入っているのかぱんぱんに膨らみ、重たげだ。

「ああ、鼻緒が切れたんだね。貸してごらん。すげ替えてあげるよ」

　差しだした手に、サジはポイっと草履を渡す。

　その少年は、幽霊でも妖怪でもなく、親に怒られてべそをかいた子どもでも、罪人でもなさそうだった。

　袋を背中から下ろし、なかから新しい鼻緒を取りだす。少年が器用に草履に新しい鼻緒をつけていくのを、シキとサジも、しゃがみ込んでじっと見守った。

「すごいねー。兄さん、どうして鼻緒なんて持って歩いてるの？　ねーねー、その袋のなかにはなにが入ってるの？　ねー、見ていい？」

「袋の中味はあやかしには見せてはいけないことになっているから、駄だ目めだよ。あやかしや霊にとっては、怖こわい怖い、経きよう文もんや道具も入ってるから、触さわると危ないよ」

「えー、それは怖いね。でもどうして兄さん、あたいたちが妖怪だってわかったの？　わかってるのにどうして鼻緒をすげ替えてくれるの？　優しいね。それとも優しくしといてあとでつかまえるの？　あたいたち、つかまえられるのは、わりと慣れてるし、つかまってやってもかまわないよ」

「おまえはずいぶんとにぎやかだね」

　少年は、鼻緒をすげ替えた草履をサジへと手渡して、笑った。

「私の予備の鼻緒だから、おまえには地味だね。紺こん地じの鼻緒が気に入らなかったら、あとでまた誰かにすげ替えてもらうといい」

「そうでもないよ。これはこれでいいよ。紺色はあたいに似合いの色だ」

　サジは両手で草履を掲かかげ持ち、嬉うれしくなって大声でそう言った。切れた鼻緒をすぐにその場で誰かにすげ替えてもらえるなんて、めったにないことだ。

　しかも人間の男の子にしてもらえるなんて、はじめてのことだ。

「もしも途中で切れたときにすげ替えられるように、替えの鼻緒も持って歩いてるんだよ。なかなか家に帰れないことも多いからね。それになんでもたくさん持ち歩いていると、こんなふうに誰かの役に立つこともある」

「なかなか家に帰れないんだ？　それはあたいたちと同じだね。あたいたちもいま、帰るおうちがないんだよ。それでこんなすすき野原で、ふたりであったまりあいっこをして転げ回っていたところだったんだ。おしくらまんじゅうをするとちょっとぬくくなるよ。兄さんも一いつ緒しよにやるかい？」

「遠えん慮りよするよ。今日はこの野原を越えて、山の麓ふもとの廃はい寺じに行く予定なんだ」

　分ふん別べつ臭くさい少年の頰に、疲ひ労ろうの色が滲にじんだ。

　十代だと思っていたが──実はもっと年を取っているのかもしれない。男の子ではなく、男の人なのかもしれない。

　シキとサジは、自分たちが年を取ることがないから、人の年ねん齢れいの見分けがつかない。

「なんで廃寺なんて行くのさ？」

「おまえたちみたいなのが見えてしまうのが、そろそろつらくなってきてね。生まれつき、ずっと見えてきたからね」

「ふーん。だからってなんで廃寺に行くのさ？」

「弱いあやかしたちが縮こまって過ごしているのを、平気で踏ふみつけられる人にならないと、人間の世界で生きづらいからだよ。いまの私の有あり様さまじゃあ、代々続いた家か督とくを継つがせるわけにはいかないと、父に追い出されてしまったんだ。山の麓にうちが持っている廃寺がひとつあるから、そこで修行をしてこいと言われた」

「なーんだ。家出小僧か。そういうふうに見えなかったけど」

「家出小僧か……。そうかもね」

　少年は、自分を哀あわれむように笑った。すっきりしない笑顔を見て、シキとサジは顔を見合わせた。

「兄さん、そういう笑い方するのはあんまりよくないよー。幸せが逃げていくよー」

「そうかい？　それなら気をつけなくちゃ」

　少年はごしごしと両手で自分の顔を擦った。染みついた自じ嘲ちようの笑いを消し去るように何度も擦った。

「兄さん、いい人だね。あたいの言うこと信じてくれるんだっ」

「ああ」

　シキとサジはもう一度、顔を見合わせた。




　ふたりは、それぞれに座ざ敷しきわらしと桟さ敷じきわらしだった。

　座敷わらしは家に住みつき、その家に幸福と富を呼び込んだ。桟敷わらしは芝居や花見といった興業やお祭りの桟敷席に現れて、興業の人気と成功を呼び込んだ。




「私が行くのは廃寺だ。それでもいいのなら一緒に来るかい？　子どもがこんな夜よ更ふけにうろついているのはよろしくない。来ないなら、きみたちにとっときの『お守り』を渡しておこう。災わざわい封ふうじの守りをね」

　少年がシキとサジの顔を交互に眺ながめた。

「行くよっ」

　サジは少年の手にしがみついて、ぶら下がる。久しぶりにサジのことを「見て」くれた人だ。うちにおいでと言ってくれた人だ。鼻緒をすげ替えてくれた人だ。断る理由なんてひとつとしてない。

　シキはサジがぶら下がったのと反対の手を、おずおずと握にぎった。

「ちょっと遠いから、歩くことになる。大丈夫かい？」

「平気だよ。だってあたいたちは妖怪だもの」

「そうか。そうだよな。おまえたちは妖怪だよね」

　どうしてか少年は寂さびしそうにそう言った。寂しそうだったから、シキもサジも、少年の手をぐっと強く握りしめた。この優しい子が──もしかしたら子どもではなく、おとななのかもしれないが──もう寂しくならないように、自分たちがここにいるからねと伝えたかったから。

「あとさー、一緒に行くけど『お守り』もくれよ。誰かからもらいものすると嬉しくなるから」

　いいよと、少年がうなずいた。




　そのあとはどれくらいの時が過ぎていったのか、サジもシキも、わからない。

　時間はふたりにはどうでもいいものだったから、数えたりはしなかった。季節だけが何度か通り過ぎた。春になったら花を愛めで山菜を採とった。夏は小川で水みず浴あびをし川魚を取って焼いて食べた。秋には栗や木の実やきのこを採り、集めた枯かれ葉はでたき火をした。枯れ葉を山にしてそのなかに潜もぐり込む遊びもした。冬はただ、ただ、寒かった。それでも三人で過ごしていたから、かじかんで泣きそうになるようなことはなかった。

　なにせふたりとも「わらし」なのだ。幸運はふたりの側そばに自然と集まる。

　──この人は、いい人だ。

　シキもとうとう、そう思った。

　そのいい人は、ときどき、シキとサジが寝ね静しずまった夜にひとりで泣いた。

　帰りたい、と泣いた。

　母に会いたい、と泣いた。

　だからやっぱりこの人は、子どもなのだろうとシキは思った。背も高いし、手足もすくすくとのびて、山のなかで生きていく術すべを知っているが、母を恋しがるくらいには子どもなのだろう。

「兄さん、あたいたちを連れてきてくれた日にさ、どうしてあたいたちのこと信じてくれたんだい？」

　秋の深まった夜更け──サジが、少年に、聞いた。

　三人で火を囲み、つるされた鍋なべからくつくつとあたたかい湯ゆ気げが立ちのぼっていた。

「そりゃあ信じるよ。だっておまえたちは『わらし』だろう？　実際に見るのははじめてだったけど、見てすぐにわかったよ。だって、言い伝えそのままの可愛かわいい顔をしているからね。おかっぱで、ちいさくて、こけしや人形みたいなきれいな顔だ」

「あ……」

　シキとサシは同時に息を飲む。

「言っちゃだめだっ。兄さんそれ、言っちゃだめだったのに」

　サジがかんしゃくを起こして地じ団だん駄だを踏む。

「忘れろよ。忘れろ。あたいたちのこと忘れろ。そうしないとあたいたち、ここから出てかなくちゃなんなくなるから」

　どうしてそうなのかは、わからない。でも暮らしている場の持ち主ぬしに正体を見破られ「おまえたちはわらしだ」と言われたら、出ていく運命になっていた。たぶん、わらしたちが、幸運を呼ぶ妖怪だからだ。本来、一カ所だけにずっと留まってはいけないあやかしなのだろう。順じゆん繰ぐりに、いろいろな家や場に、幸運をもたらすようにできているのだろう。

　──言ってしまった。

　正体を見破られ、口に出して告げた。

　シキの胸が、しゅんと萎しぼんだ。ここの暮らしが好きだったのに。

「兄様、シキは兄様が好き」

　シキは、意を決して少年にそう言う。

「ありがとう」

　照れたように笑った少年はすっかり日焼けし、手足も真っ黒になっていた。山に馴な染じんだ、山の子だ。

「だから兄様のためになることをしますね」

　そう言って──シキは、少年の胸に手をあてた。




　彼は、家に、帰りたいのだ。

　そのためには弱いあやかしたちが見えなくなるか、もしくは見えても、弱者を踏みつけにすることをためらわないような人になるしかないのだ。

　──良心がなくなれば、彼は、心を痛めることはなくなるのだ。

　そうすることでやっと彼は自分の家に帰ることができる。わらしたちが去ったあとでも、この寺で修行を続けていたら、少年はいつか死んでしまうかもしれない。




　だから──。

　シキは少年の胸にぎゅっと手を入れた。ずぶりと埋うまったシキの手を、少年は不思議そうに見下ろした。

「兄様、ごめんね。でもこうしたら兄様はおうちに帰れる」

　人として少し欠けた部分はできるだろう。良心という「心の一部」を、わらしが奪うばい取ってしまうのだから。だが、それがなくなれば、少年は、弱いあやかしのことを気にしないで生きていける。

「え……シキ……なにを……？　サジ？」

「兄さん、ごめんね。あたいもそれがいいと思うよ。大丈夫。ちょっと気を失って、それでもっと次に起きたときには、兄さんはあたいたちのこと忘れてるよ。そうだろ、シキ？」

「うん」

　シキとサジとの暮らしの記き憶おくは、良心とされる心の欠片かけらの片かた隅すみに紛まぎれていた。

　取ってしまったあとでも、少しはふたりのことを覚えているかもしれない。ただしそれはずいぶんと朧気おぼろげな、夢のなかの出来事のようなものになってしまうだろう。

「……シキ……サジ……」

　少年の目がゆっくりと閉じていく。

　シキが少年の胸から手を引いて、きらきらと輝かがやく光の玉に似た、良心の欠片を握りしめた。

　サジは、火事になどならぬようにと火を消した。それでは寒いからとたくさんの乾いた枯れ葉で少年の身体を覆おおい、筵むしろと、ありったけの着物をかけた。

「本当はずーっとここで、あたいたち三人で暮らしていきたかったな」

　サジがつぶやき「うん」と、シキも、うなずいた。




　ずっと三人で暮らしていたかった。

　心の底から、そう思った。本当だ。
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　このところあかりの周囲にやたら烏からすと雀すずめが飛んでいる気がしてならない。

　朝に洗せん濯たく物ものを干していると塀へいや木の上に烏や雀が群むらがっている。歩いていてもあちこちで雀と烏を見た。ついでによく猫ねこと遭そう遇ぐうするようにもなった。

「それで見てるうちに気づいたの。烏にも種類があるのね。額ひたいのところが突きでてるデコちゃんな烏や、嘴くちばしが太い子と、あきらかに大きい子がいるの」

「うん。いるね。ハシブトガラスは嘴が太い……。でも、あきらかに大きい子って？」

「体格がひとまわり以上違ちがうの」

「そんな烏いたかな」

　あかりはソラと、ソラの東あずま屋やの掃そう除じをしている。

　ふたりで毎日、はたきを使い、箒ほうきで掃はいて、雑ぞう巾きんで拭ふいてまわった。平日の学校帰りにいつもソラの家に寄り、掃除をし、ご飯の支し度たくもたまにした。

　ひととおり働いてから、青あお柳やぎの家にと移動し、青柳の家でも簡単なご飯を作ってから自分の家に戻るのが最近のあかりの日課だった。

「ソラさんの氷こおり菓が子しは今日も売れたの？」

「売れたよ。冬になる前にきちんとすべて売りきれそうだ。そうしたら次はなにをしようかな。焼き芋いも屋とか焼き栗屋なんていいかな？」

「どっちもいいね」

　話しながら床ゆかを拭いていたら、向かいあって雑巾を使っていたソラが近づき、あかりの額に自分の額をこつんと押しつけた。猫同士の挨あい拶さつみたいに額を突きあわせて「今日はもう掃除はやめて、本を読む？」とささやいた。

　漆しつ黒こくの切れ長の目が、至近距きよ離りで艶あでやかに笑う。

「もうちょっと。ここだけもうちょっときれいにしてから」

　トクトクと心臓が鳴って、あかりはソラから身体からだを引いて、むきになって床をごしごしと擦こする。

　──最近、ソラさんは前以上に接近してくるのよね。

「今日は、カミや白びやく夜やさん、火か車しやさんは？」

「カミがぽんぽこ怒おこられて追いだされたから、白夜たちにカミの様子を見に行ってもらったよ」

「まさか赤あか鳥とり先生のところに行ったんじゃないわよね？　カミは絶対に赤鳥先生のところには行かないでって言ったのに」

　見に行って確認しないと不安になり、雑巾がけをやめて、手早く掃除道具を片づけだす。

　ソラはあかりの後ろを、後追いする子どもみたいについてまわる。

「あかりさん、もう帰っちゃうの？　僕ぼくたちずいぶん一いつ緒しよに黄き表びよう紙しを読んでないよ？」

　あかりの着物をくいっと引いて、ソラがちいさくささやいた。立ち尽つくすソラの足下にオボがすりすりとすり寄って、八の字を描いている。

「僕と会う時間を削けずって青柳さんの家に行ってしまうの、寂さびしいよ」

　──なんでそんな悲しい顔をするのかな。

　ソラはときどき見捨てられた子どもみたいな顔をする。ソラにかすれた声で甘えられると、あかりの胸がきゅんとなる。

「でも青柳様は赤鳥先生だし……」

　前は楽しく赤鳥本のことを話せたというのに、ここのところ、赤鳥について話すとソラはひどく不ふ機き嫌げんになる。不機嫌になったソラは、あかりのことをぎゅうぎゅう抱だきしめたり、手を握にぎったりして、なかなか放してくれなくなるのだ。

「じゃあ、こうしよう。僕も青柳さんのうちに行く」

「でも赤鳥先生は他人が家に出入りすると気が散るって……」

　だから、家事ができるあかりだけしか来ないでくれと言い渡されてしまった。それでもう二週間ほど、ソラのところと青柳のところを梯はし子ごしてから家に帰るようになったあかりである。

「気が散らないように静かにしてるから大丈夫だよ。それにどうやら青柳子し爵しやくは、人間以外には甘いみたいだし、僕はこう見えても妖よう怪かいだからいいんじゃないかな。だってちいさな子どものあやかしも、カミ同様、住みついているんでしょう？」

　青柳の暮らしぶりはソラには報告していた。ソラも気にかけているらしく、熱心に細かく質問してくるのだ。

「そうよね。でもね、赤鳥先生も、女の子たちも、カミのことが貧びん乏ぼう神がみだってわかってないみたいなの。ちょっとおっちょこちょいでよく転ぶ普通の人間だって思ってるみたいなのよ。おかしいわよね」

「カミのこと知らないあやかしも、たまにはいると思うよ。貧乏神としての名前は有名だけど、カミの見た目って、みんなの予想と違うから」

「それはそうなのよね。あんなに優しげで、整った顔で、上品そうなのが貧乏神だなんて思ったことはなかったわ」

　しみじみと言う。

「そういうことも知りたいんだよね。あかりさん以外で、弱いあやかしのことが見られる人間で、しかも修行をしてきたわけじゃない人ってのは珍めずらしいしね。それから、もともと僕が日記についての相談を受けたんだし、カミのことを追い払うのもあかりさんより僕のほうが得意だよ？　それで、青柳さんの日記はどうなったの？　書けるようになったの？」

「書けるようになったの！」

　あかりの声が跳はね上がった。

　カミが青柳邸ていに出入りしなくなってから、青柳の筆は見る見る回復していった。書しよ斎さいに閉じこもって「日記を書いて」いる時間が長くなり、顔色もよくなったと、シキとサジが報告してくれた。

　ただしそれも、カミがこっそり侵しん入にゆうしてくると、途絶えてしまうらしい。シキもサジも、青柳本人も、カミを追い払う気はないようなので、あかりが見つけて追いださないとならず、気が抜けない。

　このままうまく進めば来月か、再来月には、赤鳥本の新作が読めるに違いない。




　ソラと一緒に青柳の家へと出向く。門もん扉ぴを開けて入ると、シキが察して、屋や敷しきの扉とびらをそっと開けてくれた。どうやらシキは家を守るのを自分の仕事と決めているらしく、誰かが来るとすぐに反応し、訪問者の顔を確認するのだ。

「赤鳥先生っ。進んでますか？」

「青柳だ」

　あかりはつい「赤鳥先生」と呼んでしまい、それに対して青柳は常時いきり立って訂てい正せいする。今日もまた眉み間けんにぎりぎりとしわを刻んで、あかりを睨にらみ返した。

「なんだきみは」

　睨む視線をソラへと移動して、言う。

「あかりさんの助っ人です。僕、掃除うまいんですよ。あかりさんに習ってこの二週間ほど毎日掃除してきましたから。青柳さんは掃除なんてしないから、わからないと思いますけど。それから青柳さんはお茶も淹いれられないらしいですが、僕はお茶は淹れられますよ」

　ソラが胸を張って青柳に答えた。やけに挑ちよう発はつ的てきだった。

　家事能力の高さで優ゆう劣れつが決まるとでもいうような、挑いどむ視線で青柳を見返していた。

　──ソラさん、そこまで掃除、うまくないよね。お茶の味も……あれだよね。

　そう思ったが、指し摘てきはしない。

「ならお茶を頼たのむ」

　青柳があっさりと流したので、ソラは「う」と息を飲んでから「台所どこですか」とあかりに尋たずねた。

「こっちよ」

　青柳の筆の邪じや魔まにならないようにソラを台所へ誘ゆう導どうした。あかりたちの到着を知って、サジが走り込んでくる。

「姉さん、飯めし、飯～。姉さんがいなかったらあたいたちきっと飢うえ死にするね。妖怪だから実は空腹じゃ死なないけどね。でも腹減ったら悲しいから、姉さんみたいになにか食わしてくれる人大好きだ」

　まくし立ててから、ふと、ソラを見て立ち止まった。

「あ～、ソラのおっちゃん～。なんでここにいるのさ」

　サジはソラと知り合いだったらしい。妖怪世界も意外と狭せまい世界なのだろうか。それともソラが有名だということか。

「……サジ？　青柳さんちに住みついたあやかしの女の子ってサジなのかい？」

　ソラが目を瞬しばたたいてから「ああ、なるほど。だから赤鳥本は売れるのか」とつぶやいた。

「違うよ。それもちょっとはあるとしても、うちの兄さんは本物だよ。あたい、芸事に関しちゃ、本物で、本気でおもしろいって思うところにしか長居できないからさ。そういうふうにできてるもの。あたいがここにいるってのは、うちの兄さんがすごいからさ」

「そうだね。それは僕もわかってる。僕も赤鳥先生の黄表紙、すべて読んだから」

　ソラが「ふふ」と笑って、サジの頭をそっと撫なでた。サジがびっくりして飛び上がり「なんでそんなことするんだい。前は、おっちゃん、そんな優しいことしなかったじゃないか。なにそれ怖こわい」と目を丸くする。

「僕にもいろいろあって、昔とは変わったんだよ。それよりもサジ、なんで僕はおっちゃんで、青柳さんは兄さんなの？」

　ソラが傷ついた顔になりサジを見下ろす。そこは、あかりも気になっていた。ソラはどう見ても、青柳より年下にしか見えないのに──「おっちゃん」なのか。

　──そういえばソラさんて、こんな見た目なのに五百年生きているのよね。

　そう思ったら、チクリと胸が疼うずいた。ソラのことを「おじさん」だとは、思わない。顔立ちだけではなく、ソラの言動があまりにも可愛かわいらしくて、子どもみたいだからだ。

　けれどそれとは別に──人である自分と、ソラとは、違う時間のなかを生きているのだなと感じ、不安になったのだ。

「細かいことは気にするなよ。あたいソラさんのこと捜さがしてたんだよ。頼みたいことがあったんだ。でも山の祠ほこらにいなくなってたから、見つけらんなかった。どうしたの？」

「どうしたかっていうと、オボとうろうろと放ほう浪ろうして、火車を捜すために阿あ闍じや梨りにつかまって閉じ込められてたんだよ」

「それでオボっちが、姉さんといたの？　あのオボっちは、ソラのおっちゃんのところにいたオボっちだったんだ。オボっちずいぶんと太ったからわかんなかったよ」

「やっぱり太ったよね」

「そういえば百ひやつ鬼き夜や行こうの招集があったって、最近聞いたよ。あたいが聞いたの終わったあとだった。いけなくてごめんね」

「サジたちは住まいがよく変わるから、見つけられなかったんだね」

　ソラとサジの弾む会話をあかりはぼんやりと聞いている。ふたりのあいだでは通じていることが、あかりにはよくわからない。

　太ったと言われたオボは、青柳邸では袂のなかから抜ぬけでて、部屋の片かた隅すみでぐうぐう寝るのが常だった。

「冬毛だからでしょ」

　口を挟はさむと、サジが「違うよ、オボっちはたぶん、うちの兄さんの……」と──言いかけたところで、シキが台所へと顔を覗のぞかせる。

　シキの後ろから、白夜と火車が姿を現した。

「姉様のお知り合いだと言ったから、おふたりを連れてきたよ」

　シキがあかりにそう告げ──白夜が「すげーっすよ、あかりちゃん」と、興奮気味にまくたてた。

「青柳子爵って、俺のこと見えるんすよっ。庭を探ってたら『泥どろ棒ぼうなら立ち去りたまえ。うちにあるもので価値のあるものはこの私だけだ。それとも私を盗みに来たのか？』って声かけられて、びっくりしちゃいましたよ」

「それで白夜が『あんたを盗みにきたわけじゃねーよ』って言い返したら、怒ってしまいまして……」

　火車がつけ足す。

「な？　怒られるとは思ってなかったから『盗まれたかったのかよ』って聞いちまいましたよ。そしたら『まさか』って馬ば鹿かにしたように笑いやがったんですよ。それでカッときて、この背中の刀抜いちまおうかと思ったんすが、火車と、あとこのちっちゃいのに止められて……。それにもしかしたら、俺、強くなったかもしんないっすよ。人間に『見られ』るくらいに強くなったら、触さわるもの皆傷つけちまうし」

　白夜がかりかりと頭を搔かいて、得意げに笑う。

　白夜はこんな成りをしていても力の弱い妖怪なので、普通は人の目には見えない。ゆえに前から、誰かに「見られ」たがる傾向があった。

　──青柳様は、私と同じで「見える」人なのよって伝えたほうがいいのかなあ。

　躊ちゆう躇ちよしているうちに、シキが話しだす。

「シキが見つけて、お兄様に伝えたの。この人たち、ちゃんとした出入り口じゃなく、塀の上をこっそり入ってきたから、もしかして危ない人たちかもって兄様に言いに行ったの」

「また兄さんが出てったんだ？　あたいたちにまかせとけって言っても、『きみらは子どもだから』って、自分の手でなんでもしたがるんだよな」

　サジが言い、シキがうなずく。

「実際、おまえたちは子どもだもの。白夜だからよかったけれど、悪い人間相手なら、おまえたちじゃ太た刀ち打うちできないよ。おまえたちは人間を脅おどかすこともできないじゃないか。かといって青柳さんが凶きよう悪あくな泥棒相手に戦うところも想像できないけど」

　ソラが腕うで組ぐみをする。

「あたいたち弱くないやいっ。いざとなったら、人の心を取ることが……」

　サジがむきになって言う。シキも「うん」と深く首しゆ肯こうする。

「でもその技をおまえたちが使ったという話はとんと聞かないよ？」

「それは……だって……」

　サジが口ごもる。

「あ、また誰だれか来るよ。勝手に入ってきてるよ。今日はお客様が多いな」

　シキが玄関のほうへと顔を向け、とてとてと走っていった。サジもその後ろを追いかけていく。

「それで……なんで白夜さんと火車さんが赤鳥先生のおうちの庭を探ってたの？」

「それっすよ。ソラさんに言われて、カミのこと追いかけてたんすが、見失っちまいまして。猫やら雀やらの情報によると、どうもまたこちらに戻もどったらしいんで、カミの奴やつをとっつかまえてどこかに連れてかないと、ソラさんとあかりちゃんに怒られるかなって」

「なんですって!?」

　いきなり大声になったあかりの勢いに、白夜がたじたじとなる。

「あかりちゃん、なんでそんなにこの件に関してだけは怖いんすかっ」

「だって赤鳥先生の新刊がかかってるのよ。真剣にならざるを得ないじゃないの。カミのことをこの屋敷に引き入れてはだめよ。カミのこと嫌いじゃないし、むしろ好きだけど……だけど……」

　熱弁をふるったら、廊ろう下かのあたりから、恨うらめしげな泣き声が聞こえてきた。

　呪のろわれそうな、地の底から這はってくる沈しずんだ泣き声だ。

「ひ～、みんな私がいけないんですね～、ひ～」

　その場にいたみんなが顔を見合わせた。そろそろと出入り口から、廊下を眺ながめる。

　カミが、廊下の端はしで、膝ひざを抱かかえてしゃがみ込んでめそめそと泣いていた。その横でサジとシキが困こん惑わくして見つめている。

　──勝手に入ってきちゃったっていうお客様って、カミだったの？

「カミっ」

　みんなの声がそろった。いったい、いつからそこにいたのか。

「ひ～」

　顔を背そむけ、カミが立ち上がり、顔を覆おおって逃げだす。

　──傷つけた!?

　赤鳥本の新刊を願うあまり、優しくて気のいいカミのことを傷つけてしまった。陰かげ口ぐちをたたいたような形になってしまった。あかりは必死でカミのことを追いかける。

　謝罪して「そういうつもりじゃなかったんだよ」と説明して──それから──今日の分のお弁当を手渡さないと。青柳の家から追いだしたお詫わびに、あかりは毎日、おにぎりやおかずやお菓子をカミに渡していた。

　そうしないとカミは路頭に迷うから──ソラのところでもよく狸たぬきのシロに追いたてられていたから──。

　あかりの分のお菓子は食べず、カミに託たくしていたのだ。それくらいしか、あかりにできることなんてないから。

「カミ、待って……」

　カミの逃にげ足はいつも速い。

　あかりは追いつけそうになかったが──白夜がキッと睨ねめつけて、切り裂さくような声で怒ど鳴なりつけた。

「神様なのにめそめそ泣いて逃げるんじゃねーっ」

　途と端たん──バリーンという音がした。

　カミのかけていた眼鏡めがねがまっぶたつに割れ、はまっていた視力矯きよう正せいの硝子ガラスが砕くだけ散る。

　置いてあった茶ちや碗わんも粉々になった。

「うわあ～ん」

　悲鳴を上げてカミが立ち止まり、次にカミの衣服がまっぶたつに裂さけた。上から下までスパッと縦にまっすぐに裂かれた布地が、ハラハラと両りよう脇わきに落ちる。服の内側に持っていたのか、紙の束が引きちぎれ、花びらみたいになって散った。

　噓うそみたいな光景だった。

　これは──カマイタチの白夜の妖よう力りよくである。

　感情が高ぶると、付近にあるさまざまなものを切り裂いてしまうのが白夜の力だ。

　一気に広がるカミの身体の肌色の比率。しかしかろうじて下着だけは残ったようで、下半身の一部が白い布地で覆われている。

「あかりさんっ。見ちゃだめっ」

　ソラがあかりの両目を覆い隠かくした。

「白夜さん～、ひどいですよ～。みんなみんな私のこと嫌きらいなんですね～。どうせ私なんて～」

「……カミ、怪け我がしてない？」

　ソラの手からすり抜け、あかりはカミへと近づいていく。

「大丈夫……みたいよね」

　肌色の露ろ出しゆつ部分に怪我がないかを薄うす目めで確認したら、ソラがあかりを引き寄せて「僕が見るから」と嘆たん息そくした。

「カミ、今回は怪我してないみたいだね。白夜はすごいね。肌にはまったく傷をつけずに服だけまっぷたつにしたんだね」

「そりゃあまあ俺は、すごいですから」

　気をよくして胸を張った白夜の隣となりで火車が不ふ審しんそうに頭を傾かしげている。

　すると──遠くから「うるさい」という怒鳴り声と足音が響ひびき、近づいてくる。青柳の声だ。

「──きみたちは招まねいたわけでもないのにどんどん集まって、うるさいよっ」

　顔を出し、ただでさえきつい双そう眸ぼうをさらにつり上げて、その場にいる全員を睨みつけた。

「すみませんっ。執しつ筆ぴつの邪魔になったでしょうか？」

　おたつくあかりを見て不機嫌そうに「ああ」と首肯し、次にほぼ全ぜん裸らのカミを見て「またか。なぜきみはいつも裸はだかでうちに来るんだね」とつぶやくと、着ていた上着を脱ぬいでカミの身体にさらりとかけた。

「青柳さん～、優しい～。いつも青柳さんは私が困ってると助けてくれますよね～。もしかして青柳さんは私のこと好きなんじゃないかな～って」

「嫌いだ」

　即そく答とう。

　カミは顔を変な形に歪ゆがませて、しょんぼりと肩かたを落とす。

　──ああ、カミっ。

　カミの心中を思うと、かわいそうになってきた。カミはみんなに好かれたいのに、今回は、踏んだり蹴けったりだ。カミを慰なぐさめようと足を進めたら、足下でジャりッと嫌いやな音がした。

　ソラがあかりの足下を見て、険けわしい顔になる。

「あかりさん、破片を踏みましたね。そこに座ってください」

「え……？」

「破片が刺ささっていたら怖いから、それ脱いで見せてください。どこかに腰こしかけて……座るところがないな」

　ソラが、あかりの座りやすい場所を探していたら、カミが意い気き揚よう々ようと青柳の上着を羽織ったまま四つん這いでにじり寄り「私の上にお座りください～」と提案した。

「えええええっ？」

　目を剝むくあかりを無視し、ソラとカミは本気である。

「そうだね。カミは高さ的にちょうどいい。あかりさん、カミの上に腰かけてくださいね」

　ソラがにっこりと笑顔でとんでもないことを言い放ち、怯ひるんだあかりの肩を優しく押して──カミの背中に座らせてしまった。

　そのままソラは膝立ちで、座るあかりの前に跪ひざまずく。あかりの片足を自分の膝の上に置き、柔らかな布素材の室内履ばきとその下の足た袋びを剝はぐと、足の裏に血が滲にじんでいた。
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　あかりとしては痛みより先に「なんでこんなことに？」という思考が先に立つ。カミの背中から立ち上がろうとしても、すぐにソラが身体を押しつけて座らせるのだ。それにいまや片足を固定されているので、立ち上がれない。

「破片は……履き物には入ってないみたいですね。よかった」

「薬をつけたほうがいいな。サジ、薬を持ってきなさい」

　青柳もあかりの足を覗き込み、サジに命じた。

「うんっ」

　持ってくるよと駆かけだしたサジを待つあいだ、カミは微び動どうだにしなかった。ソラも、あかりの怪我を気にしているせいか、真顔だ。

「白夜、火車、危ないから床に落ちた欠片かけらを片づけておいてくれないか」

「はいっ」

　弾はじかれたように白夜たちが動き、床の掃除をはじめる。破片だけではなく、粉々に裂かれた紙かみ吹雪ふぶきもすごい。オボもやって来て、しっぽで破片を掃き集めて手伝っていた。

「血はこれで止めるといい」

　青柳が棚たなから布ふ巾きんを取りだしてソラに渡す。ソラは「ありがとうございます」と受け取り、あかりの裸足はだしの足に押しあてて止血した。

「あの……私、カミの上に座るのはちょっと」

　ひきつりながら訴うつたえたら「いいや。ここはカミにちょっと不幸になってもらわないと、辻つじ褄つまが合わないから」とソラが真顔で言う。

「普段だったらここで怪我をするのはカミのはずなのに、カミが無傷で、あかりさんが怪我をするっていうのがおかしい」

「そういや、そうっすね」

　白夜が返す。

「騒そう々ぞうしいな。きみたちは、いつもそうなのかね」

　青柳が苦虫を嚙かみつぶした顔で言う。白夜が律りち義ぎに答えを返す。

「まあ、だいたいは」

「……おもしろいな」

　青柳が、しっぽを使って掃除をするオボを見下ろし、ちいさくつぶやいた。

「僕からするとおもしろいのは青柳さんのほうですよ。オボをはじめとして、人間には見えないはずのあやかしが見えてるし」

　戻ってきたサジから軟なん膏こうをもらい、ソラがあかりの足に丁てい寧ねいに塗ぬりつける。ピリッとして痛くて、それだけじゃなく、くすぐったい。

　薬を塗り終わり、あかりはソラの手元から足を引く。

「あの……もういいかな」

　いくらなんでもカミの上に座りつづけるのは、申し訳なさすぎる。

「仕方ないなあ。あかりさん、立ってもいいよ」

　承しよう諾だくされ、ほっとして、脱いだ室内履きなどを返してもらい、立ち上がって履く。あかりも掃除を手伝おうと床を見て──オボがまとめた紙吹雪を凝ぎよう視ししたところで、動きが止まる。

　──手紙？

「カミ、このばらばらになった紙ってもしかして手紙か日記かな？」

「はいっ。それは青柳様からいただいた手紙で～、青柳様が私のこと心配してくれて何通も何通も手紙をくださるんで、それが嬉うれしくて持ち歩いていたもので～」

「な」

　青柳の顔がひきつった。

「そういや、あたい、カミのこと捜して手紙を渡しにいったよね。兄さん、カミが来ない日は心配して、二日にいっぺんはやたら分厚い手紙をここのところ書いてたよね。なんだい、あれずっと持ち歩いてたんだ？」

「私、普段、手紙なんていうものをいただくことがあまりないものですから、嬉しくて～」

「く、くだらないものを持ち歩くんじゃない。きみも、それを集めてつなげて読もうとするんじゃないっ」

　青柳子爵の手紙ということは、つまり赤鳥先生の手紙なのか。あかりは自然に紙片をかき集めて、つなげて読もうとしてしまう。青柳があかりの手を必死で止める。

「寒くないかとかお腹なかはすいてないかとか、少しでもお金を渡せたらよかったのにそれもできなくてすまないだとか～、青柳様はお手紙も優しいんですよ～。世間では青柳様は『良心のない男』なんて言われてるみたいですけど、そんなことないです～。美文でいろいろと書いてくださるので、なんだかなにを言ってるか途中でわかんなくなって、いつも適当に目に入った自分に都合のいいところだけ、読んでました～」

「え、いいな。私も読みたい」

　あかりがぐっと身を乗りだすと、青柳がすだれになった前髪をかき上げ、頭を搔きむしった。

「うるさいっ。あれは気にかけていたわけじゃなく、きみが私のところから借りていった帽ぼう子しや服が気になったから、いつ返へん却きやくしてくれるんだって追つい及きゆうしただけで、むしろ私は優しくなんてないぞっ。というより、都合のいいところだけ読んでいたのか。だからきみからの返事がいつも変だったのか？」

「だって長すぎて、難しいんですよ～。でもでも、お洋服はちゃんとお返ししたじゃないですか～、さ、どうぞ、青柳様も私の上にお座りください～」

　四つん這いでにこにこと笑いながら、カミが青柳へと近づいた。どこがどうなって「さ、どうぞお座りください」になるかは謎なぞだ。

「座るかっ」

　青柳がぷいと顔を背ける。

「本当ならば蹴り飛ばしたいところだが、万が一にでも蹴ったら、きみが喜んでしまいそうで怖くて蹴れないくらいだよ。きみという男は底知れないね。はっ」

「そんなに褒ほめられると、照れてしまいますよ～」

「褒めてないっ」

　さすがにこれに関しては、みんなが青柳に同意のようで、それ以上誰もなにも言わなかった。

「お嬢じようさん、きみの友だちはおかしな奴ばかりだね」

　怒り口調で言われ──納なつ得とくせざるを得ないものの、素直には同意しかねた。みんな、おかしい。でも。みんな、愛いとおしいし、善人だ。厳密には、人ではないが。

「そんなことないです。私の友だちはみんな素晴らしいですよ」

　だからきっぱりと断言した。

「僕は、あかりさんの友だちじゃないけどね」

　予想外なことに──ソラがすかさずそう言った。

「え……、ソラさん？」

「青柳さんの前で、友だちって言われるのは絶対に嫌だ。他の誰の前で言われるより、嫌だ。僕はあかりさんの友だちじゃないです」

　ソラがいつになく据すわった目をして言い募つのる。

「そうですよね～。だってソラさんとあかりさんは、膝ひざ枕まくらしたり、抱きしめたり、くちづけたりしましたもんね～」

　カミが明るく言いきった。

「それは……ソラさんが勝手にっ」

　──カミったら、なんでみんながいる前でそんなことをっ!?

　あかりの頰ほおに血がのぼって、火ほ照てる。青柳に白夜に火車に──みんなの視線があかりとソラに集中しているような気になる。

「僕が勝手にやったことだから、あかりさんは僕とはただの友だちなの？」

　ソラが傷ついた顔になり、つぶやいた。

「それは……」

「友だちじゃないって言ってよ」

　切ない目をして、ソラが、あかりを見る。どう答えたらいいのか、わからなくなった。だってソラは、友だちだ。

　──友だちっていうか、大切な存在だ。

「なるほど。それがすべて事実なら、お嬢さんはわりとたちが悪い女の子だな」

　青柳が、皮肉っぽく口を歪めて告げた。

「ち……違う、けど」

　否定して──でも、その否定がごまかしだと、あかり自身がわかってしまった。

　──違わない。

　友だちなのに、ソラとのくちづけを「儀ぎ式しきだったから」と納得してしまえたのなら、変だ。

　あかりは、ソラとは、友だちではないのかもしれない。友だちよりもっと大切で──たとえば家族のような──けれど家族ではなく他人で──つまり──。

「そこですよ～ソラさん～。襲おそうならいまです～。手伝いますよ～全力で手伝います～」

　立ち上がったカミがそう叫さけび──あかりの背中をどんと押した。

　勢いよく押され、あかりは目の前のソラにぶつかる。ソラは慌あわててあかりを抱きとめ──抱きしめた。

「あかりさんっ。大丈夫？」

　ソラの胸に顔がぶつかり──柔らかく抱きしめられたあかりは、どうしたらいいかわからなくなる。

　顔を上げると、ソラがあかりを心配するように覗き込んでくる。

「あ……の……、ソラさん」

　こわごわと口を開いたところで──またもやカミが「いまですよ～。ソラさん～。ソラさんの幸せを祈いのります～。とう～」と、今度はソラの背後に回って、ソラをどついた。

　あかりの顔を見ようと屈かがみ込んでうつむいたソラの唇くちびると、ソラの顔を見上げたあかりの唇が、触ふれた。

　触れてしまった。

　かすっただけの、くちづけだった。

　すぐにふたりの唇は、離はなれる。

　カミが押さなければ、絶対にそんなことは起きなかったのに、としか言いようがなかった。

　それでも──衆しゆう人じん環かん視しのもとで、くちづけてしまったことには変わりない。

　大切な存在だとしても、こんなにたくさんの人が見ている前で、くちづけたら恥はずかしいに決まっているじゃないか。

　あかりは反射的にソラの身体を押しのけ、ソラの頰をひっぱたいた。

「ソラさんの、馬鹿ーっ」

　叫んで、きびすを返し、走る。

　──よりにもよって赤鳥先生の前で……。

　憧あこがれの黄表紙作家、赤鳥先生の前で──仲が良くなって楽しくやり取りができるようになった白夜や火車の前で、抱きしめるなんて。くちづけるなんて。

　混乱し、泣きそうになった。恥ずかしさと、誰に向かって怒っていいのかわからない怒りで、頭が沸ふつ騰とうしそうだ。

「あ、あかりさ……」

　ソラに呼び止められたが、止まらなかった。どこに逃げようという目的もなく、とにかくここから遠ざかりたくて走りだす。見返したら、羞しゆう恥ちで頭が破は裂れつしてしまうと思った。

　ただひたすら、できる限り遠く──ソラやみんなから離れたいということしか、考えていなかった。




「……痛い」

　どこまで走ったかわからなかった。無我夢中で走って、息が切れて立ち止まったところで、自分が薄い室内履きのまま出てきたことに気づく。足の裏の傷が痛い。

　──悪いのは、ソラさんじゃなくてカミよね。

　走りだす前に、ソラのせいじゃないことは気づいていた。でも、それはそれなのだ。いたたまれなくて、あの場にいられなかったのだ。

　空が、薄暗い。

　いつもの夕焼け前の空ではなかった。薄い色をした墨すみを空に塗り込めて、世界に蓋ふたをして閉じてしまったかのような不ぶ気き味みな暗さだった。

「……というか、ここってどこ？」

　どんなふうに走ったとしても、青柳の屋敷は、あかりの家の近所のはずだった。

　なのに──見たことのない場所だった。

　見上げると、あかりの立つ場所を囲んでぐるりと円を描えがくように樹木が生い茂しげっていた。

　数あま多たの手足を持つ巨大な人影に似た枯かれた樹木には、無数の烏が止まっている。

　最近よく見かける、大きな烏たちだ。

　他の烏よりひとまわり以上の大きさを持つ烏が、羽をばたばたとざわめかせ、あかりを凝視している。

「やだ。なんなの、これ」

　声が、出た。

　走ってきた道を振り返る。あったはずの道が、なくなっている。樹木の枝が道をふさぎ、見知っている街並みと、あかりとのあいだを阻はばみ、遠ざける。

　そのまま、ぐるりと周辺すべてを見渡した。

　──目め眩まいがする。

　くるりと視線を回転させるのに合わせて、薄うすかった闇やみが濃くなっていく。あかりの視界を樹木の影が遮しや断だんして、烏たちが羽をはためかせた。

「あ……やだ」

　足下がおぼつかない。なにもないところでつまずいて転び、手をついた。

　地面が──平らだったはずの地面が、斜ななめに傾かしいでいる。

　地面はみるみる傾けい斜しやを増した。まるで、すり鉢ばちの底にいるみたいだ。

「どうしよう。どうなってるの？　オボ？」

　いつもの癖くせで、袂たもとのなかにいるオボに呼びかける。

　でも、返事はない。オボを青柳の屋敷に残し、あかりは自分ひとりだけで、走ってきてしまったのだ。

　なにも考えず、あの場から逃げだしたいと願って、ここまで駆けてきた。

　突とつ如じよ現れたすり鉢の底の世界で、あかりは空を見上げる。木の枝がにょきにょきとのびていき、薄墨の空を漆黒に縫ぬい止めて、封ふうをしていく。

　ここから出なくてはと、立って駆けのぼった。途中で転んだから、手を地面につけて四つん這いになってのぼろうとした。

「無理だよ。ここは呪まじないを施ほどこした封印の壺つぼの底だ。私が呪いを解かない限りは、お嬢さんはここから逃のがれることはできない」

　男の声がした。

　世界の縁ふちに止まっていた烏たちが、一いつ斉せいにはばたいて、飛び立った。あかりめがけて飛んできた烏が、手や足を軽くつつく。恐きよう怖ふにかられ、頭を抱えて庇かばったら、傾いだ身体が底へと、転がり落ちていく。

「前は油断して手を抜いたせいで痛い目にあったからね。今回は、前のようにはいかないよ。──やっと、つかまえられた。お嬢さんが、ひとりになるのを待つのは大変だったよ」

　空中に、男が、立っていた。

　美しい顔だが、ニッと笑った口元がどことなく禍まが々まがしい。

「──秀しゆう徳とく!?」

　阿闍梨──秀徳。

　火車をたぶらかして寿すつ都つに火をつけた男。ソラのことを捕とらえ、ソラの妖力を削そぎ落として、幽ゆう閉へいしつづけていた男。

「術を破られて、つくづく儂わしはソラの力と立場が欲しくなったよ。あれは儂よりずっと強い。強いものだからこそ、欲しいよ。そのためにはお嬢さんを人ひと質じちにするより、お嬢さんをこちらに引き入れたほうが早い。ソラはお嬢さんを守ろうと、猫ねこ股またや烏や雀たちに守護を頼んだくらいだからね。よほどあなたこのことが大切らしい」

「猫に烏に雀……」

　──だからか。

　思い当たることがあった。やたらに見かける猫と烏と雀たち。

　ソラはそんなにあかりのことを心配していたのか。こっそりと見張りをつけて、守ろうとしていたくらいに。

「ただ、ソラは、人の事情を知らないだけではなく、妖怪の勢力分布が変わりつつあることも知らなすぎたね。引きこもっているから、情報に疎うとい。烏たち──特にこの大烏は、天てん狗ぐの管かん轄かつで──」

　わさわさと頭ず上じようを飛び回る大烏が、一羽、秀徳の肩に飛び乗った。

「儂と天狗はつながっているんだ。妖怪たちはすでに分ぶん裂れつしはじめている。この烏たちはね、ソラや白夜たちがなにをしようとしているのかを、逆に儂に教えてくれていた。お嬢さんが仲間を誰も連れずにひとりになったとき、烏以外の見張りが誰もいない場所に飛び込んでくるように罠わなを仕掛けて──お嬢さんは、その罠に、はまったね」

　大烏が鳴き声を立てず、嘴くちばしを大きく開けた。まるであかりをあざ笑ってでもいるかのように。

「儂はね──努力家なんだ。欲しいものがあれば、いくらでも努力をし、それを手に入れる。まず、お嬢さんに、儂の仲間になってもらうことからだ」

　秀徳が両手を広げ、ゆっくりとあかりの側そばへと降り立つ。

「私はあなたの仲間になんてならないから──」

　脅おどされても、痛めつけられたとしても──秀徳の仲間になんてなるものか。

　きっと睨みつけたあかりを見て、秀徳が、笑った。
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「……馬ば鹿かって言われた。しかも二回……」

　あかりに叩たたかれた頰ほおを片手で押さえ、ソラは途方に暮れてつぶやいた。

　叩かれた頰も痛いけど、もっと痛いのは心だ。

　──あかりさんに拒きよ絶ぜつされると、胸が痛いよ。

　駆かけていったあかりを追いかけたらいいのか、そうしないほうがいいのかも、ソラにはもはやわからなくなっている。

「ソラさん、いまのはまずかったですね。あかりさんが恥はずかしがって逃にげていったのは、仕方ないですよ」

　火か車しやが言う。

「でもカミが……」

　言いかけて、ソラは唇くちびるを嚙かみしめる。

　──いいや、カミだけのせいじゃない。

　ソラは、青あお柳やぎの目の前であかりを抱きしめてやりたいと願っていた。くちづけたいと思っていた。青柳に憧あこがれているあかりを知っているから、青柳じゃなく自分を見て「好き」と言ってもらいたかった。

　カミはそんなソラを応おう援えんしてくれただけだ。

「そうですね。カミがすべての元げん凶きようですね」

　火車が険けわしい顔になり、カミを睨にらみつけた。カミが「ひっ」とちいさく息を飲み、ぷるぷると震ふるえる。

「……ううん。違ちがうよ、火車。カミは僕ぼくのことを応援してくれただけだ。カミに言われて、僕は、もっと『押そう』って思ってたんだ」

「ちょっと待ってくださいよ。『襲う』って。カミの言うことをまともに受け取ったんすか？　そりゃ、ソラの大将のほうがまずいに決まってますよ。だいたい、惚ほれたはれたの悩なやみなら、百ひやく戦せん錬れん磨まの大人の男の俺に相談してくれりゃあ、もっとこう……」

　したり顔で言ってきた白びやく夜やの耳を、火車がぎゅっとつまみ上げて笑顔で聞いた。

「誰が百戦錬磨なんだい？」

　イテテテと、耳を引っ張られて白夜が悲鳴を上げ、カミは、悲鳴に反応するように「ひ～」とその場にうずくまって頭を抱かかえた。

「なにやってんだよ。いまやられたのは俺様だよ、俺様。カミじゃなく……って、あれ？」

　白夜と火車とソラの目が合う。オボですら「きゅ」と声を上げてカミを見た。

　──カミがいるのに、痛い目に遭あうのがカミじゃないって？

「カミ、おまえなにか俺たちに隠かくしてることないか？　いままでとは違う、なにかがあるだろうっ」

　白夜がカミに飛びかかり、引きずり上げた。

「ひ～、私はなにもしてないですよ～」

「あたい、こないだその人に、お守りを貸してあげたよ。いつもいつも服をなくして泣いててかわいそうだから、災難から守ってもらえるようなお守りを」

　みんなのやり取りを聞いていたサジが口を挟はさむ。

「そうだ。お守り、貸してもらってます。大事にして肌はだ身み離はなさずにっ」

「カミ、それをちょっと見せてくれないか」

　火車が言うと、カミが下着のなかをごそごそと探りだす。

「よりにもよって褌ふんどしのなかにしまってんのかよっ」

「ごめんなさい。見せてくれなくていいです」

　白夜と火車が、カミを止めた。

　──白夜と火車はいいな。仲良しで。それに比べて、僕とあかりさんは。

　ソラは、あかりに好かれたい。いちばん好きだよと言われたい。だから頑がん張ばっているのに、ソラの努力は実らない。

「きみ、大丈夫か？」

　青柳が、うなだれたソラに声をかける。

　──あかりさんが大好きな赤あか鳥とり先生だと思うと、ふたりきりは不安だけど、この人、別に嫌いやな人ってわけじゃないもんな。

「青柳さん、どたばたしてしまって、ごめんなさい。僕は青柳さんに嫉しつ妬として、むきになってしまっただけです。あかりさんは、悪い女の子じゃないです。ただ、ちょっと……」

「鈍どん感かんなだけか」

　ソラが言葉を探していたら、青柳がつづきを引き取って言った。

　あかりは鈍感なのかとな、ソラは考える。

　足下を見たら、オボがソラの足にすり寄ってきた。何度も身体からだを足になすりつけ「きゅう」と丸い目で訴うつたえかけるように見上げてくる。

　──鈍感だけど、なにに関しても鈍感っていうわけじゃない。みんなの気持ちに鈍にぶい人だったら、オボだってこんなになついてないもの。

「ううん。本当は、あかりさん、鈍感じゃないですよ。でもたぶん……あかりさんは、自分が好かれるっていうことが、よくわかってないんじゃないのかな。ちっちゃなときにご両親を亡なくして、おじいさんと弟とを、子どもながらに支えなくちゃって、ずっと頑張ってきた人だから。まわりの誰だれかを好きになることはあっても、家族以外の誰かに好きになってもらう感じがわかってないのかも」

　あかりはソラの「好き」の意味を、ちゃんとわかってくれてないだけのように思う。

「それを鈍感って言うんじゃないのかね」

　青柳が苦笑して言う。

「そうなのかな？　だけどそれを言うなら、僕だってきっと鈍感なんです。鈍にぶいっていうか、変わり者っていうか……」

　人間ではなく妖よう怪かいだしと、屈かがみ込んで、オボを抱え上げた。

　オボの重みがずっしりと腕うでにかかる。

　ふと青柳を見た。ツンとして、きつい双そう眸ぼうでこちらを見ている貴族様は、居い丈たけ高だかだが、たぶんいい人だ。ときどき、わかりやすい愛あい嬌きようを零こぼすことがある。

　──だから、嫌だったんだ。ふたりで過ごすうちに、あかりさんが青柳さんのこと好きになったらどうしようって。青柳さんはきっといい人だと思ったから。ふたりとも本が好きで、しかも青柳さんは赤鳥先生だし。

　自分の思考に整理をつけつつ、ソラはオボを抱えて嘆たん息そくする。それにしてもとにかく重たい。ソラがあかりに会えないあいだも、ずっと、オボはあかりの袂たもとに入ってぬくぬく過ごしていたのだ。オボめ！

　そこまで考えて、ソラはオボを抱え上げた。

　──あれ？

　オボは、青柳と知り合う前にすでにむくむくと太りはじめていた。あかりは「冬毛になった」と納なつ得とくしていたけれど、オボには毛の生えかわり時期はない。ソラたちがあかりと会えないあいだに、確実に肉がついていたのだ。

「オボ……もしかして、僕がオボと会わないでいたあいだに太った？」

　顔を近づけて問いかけたら「きゅう～」とオボがうなずいた。

　周囲は騒さわがしく、カミがお守りを見せたがり、白夜と火車が「もう見たくない」と拒絶して逃げまどっている。

　オボが太るっていうのは、側そばにいる人が寂しがっていて孤独だということで──つまり──。

　オボと睨めっこをしながら考えをまとめているソラに、白夜と火車がぶつかった。三人でまとめて転がり、オボがぶんっと遠くに飛ばされる。カミがそれにつまずいて、転てん倒とうした三人の上に倒たおれた。

　ソラは咄とつ嗟さに身体をどかし、カミから逃のがれて床ゆかに尻しり餅もちをつく。カミは白夜に重なってのしかかり、下になった白夜は悲鳴をあげた。

　カミが手にしていた「お守り」がふわふわと飛んできて、それをソラが空中でつかむ。

「──なんだっけ、これ。見たことあるな」

　手に取ったお守りからは、強い呪じゆ力りよくが感じられた。近い過去にこの紋もん様ようを見たようなと、記き憶おくを探る。

「それは雲くも越こし寺でらのお守りだよ。寺の紋様がついている」

　青柳が首をのばしてお守りを見て、指し摘てきする。

「あ」

　雲越寺といえば──阿あ闍じや梨り、秀しゆう徳とくの縁ゆかりの寺である。

　カミはお守りを引っくり返す。昔に読んだ呪じゆ術じゆつの本に記き載さいされていた「身代わり」のお守りだ。

「……厳密には、お守りが身代わりになるんじゃないんだ。この形のお守りは、なかに紙でできた人ひと形がたが入っていて、持っている人の受けるべき厄やく災さいを周囲の人に分散させる。これをカミがもらったのはつい最近？　だからカミ、さっきから、他の人に不幸を分散させているのか」

「それでかよっ。つーか俺に分散させたのかよっ」

　白夜が叫さけび、カミをつかまえて羽は交がい締じめにした。

「だいたいなんでサジがこれを持っていたの？」

　お守りを握りしめサジに聞いた。

「うんと、ね。それなんだ。ソラのおっちゃんに頼みがあって祠ほこらまで行ったって、さっき言ったろう？　あのさ、あたいたち、そのお守りをあたいたちにくれた人に返さないとならないものがあるんだ。でも返し方がわかんなくてさ」

「シキ、返さないとならないものがあるの。大切なものを昔、こっそりと奪うばってしまったから」

「なにを返すんだい？」

　ソラが尋たずねる。シキとサジが顔を見合わせ、同時に口を開いて応じた。

「「──良心を」」

　シキが、着物の懐ふところから大事そうにキラキラ光る玉を取りだした。両手の手のひらに載のせたそれを、ソラへと差しだす。

　──きれいだ。

　あたたかく、きららかな光が放射されている。見ているだけで、ぽわんと胸のところが柔やわらかく撫なでられるような不思議な光の玉だった。

「ああ、本当にこれは……きれいで優しい、良い心だね。本でしか見たことがなかったけど……」

　ソラは言う。

　人は皆、これを心に抱えている。人だけではなく、妖怪も、動物たちも、普段は目に見えないきれいな玉を心の内側にそっと隠し持っている。生命力と言われたり、魂たましいと言われたりするそれは、ひとことで説明するならば「良心」ということになる。

　優しい心を現す「玉」だ。

　どんな悪人であっても、貧ひん相そうな人物であろうとも──肉体を脱ぬぎ捨てた内側に、誰もが美しい「光の玉」を持っているのだ。

「そう。でもね、完全ではないの。ちょっと欠けてる。シキはこういうの慣れてないから、全部は取れなかったの。だからね、この人は、ちょっとだけまだ良心を胸に抱えてるの。でもね、ちょっとだけなの」

「ほとんどをあたいたちが持って出ちまったからねえ」

　青柳が、シキとサジのことを、目をすがめて眺ながめた。

「まさか。良心なんて」

　青柳が目を見開いて「玉」を凝ぎよう視しした。

「そんなものが奪えるなんて聞いたこともない……」

　シキとサジが目配せして「あたいたちたまにすごいことするんだよ」と、笑った。

「で──秀徳のところの寺のお守りと、この良心との関係は？」

　ソラが尋ねる。

「あのね……」

　シキとサジが、交互に話しだす。

「その良心は、秀徳の兄様が子どものときにシキが奪ってしまったものなの」

「出会ったときは、秀徳の兄さんはいまみたいに悪い人じゃなくってさ。むしろいい人でさ。あたいたちにお守りまで作ってくれて……家出して修行させられてて大変そうな人で」

「え。青柳様のじゃないんすか？　ここの家に暮らしてるんだから、その良心は青柳様のものかと思ったっすよ。青柳様って『良心のない男』って街で噂うわさになっているじゃないっすか」

　白夜が驚おどろきの声をあげ、青柳が「失礼だな、きみ」と冷たい目で睨みつけた。

「ここんちの兄さんは良心はあるよ。ないのは金だけだよ」

「な……サジ、おまえっ」

　青柳が慌あわてた。でもサジとシキは口をつぐまない。

「そう。青柳家は屋や敷しきは広いけれどお金がないの。だから使用人たちに冷たくして追い出してしまったの、払うお給きゆう金きんがなくなったから」

　青柳が青ざめた顔で「ああ」と吐と息いきをつき、高い天てん井じようの先に八つ当たりでもしているように、頭ず上じようを睨みつけた。

「それは、おかしいだろう。だっておまえたちは……」

　ソラが口を挟む。

　サジは桟さ敷じきわらし。サジがいれば、芸能や芸事は栄える。そのせいだけではなく作家「赤鳥」には才能があるから売れるのだとサジは言っていたが。ソラは、シキと出会うのははじめてたが、サジとそっくりな顔立ちから、同じに「わらし」だと推すい察さつできた。住みついた家に幸運をもたらす妖怪。名前もシキだから、シキは座ざ敷しきわらしで間違いない。

　そんなふたりがついていて、実際に当代きっての売れっ子作家なのだから、金に困るなんておかしいではないか。

　シキが「しっ」と唇に指を乗せて、ソラに黙だまるように合図した。

「兄さんさ、先代が事業に手を出して失敗して、けっこうな借金があったのを、覆ふく面めんで黄き表びよう紙し作家をやった儲もうけで支払ってきたんだ。このままあと一年くらいやれてたら借金は返済できたはずなんだよ。でもこの三み月つきほどでどういうわけか兄さんが書けなくなって、支払いが停てい滞たいしたら、また変な奴やつらがやって来て」

「怖こわいお兄さんが、お金を払えって。勝手に入ってくるから、シキが見張っていて」

「……三月か」

　──カミが青柳家に出入りするようになってからっていうことだよね。

　ソラにはなんとなくなにかが把は握あくできたような気がする。白夜たちも合点がいったように、眉まゆ根ねを寄せている。

　──この屋敷のなかで「幸運代表の座敷わらしと桟敷わらし」対「不幸代表の貧びん乏ぼう神がみ」が、幸運と不運のやり取りをしていて、さらに秀徳が作った「お守り」が互いのあいだを行き来して、すごいことになっていたっていうことだよね。

「青柳様、お疲つかれさまっす」

「さぞやご苦労されたことでしょう」

　白夜と火車が青柳をねぎらっている。青柳は険しい顔をして「いいからその男に俺の上着以外にも服を着せたまえ。いますぐにだ」とカミを指さし怒ど鳴なりつけた。

　と──シキが「また誰かが勝手に」と顔を上げ、途と端たん、大きな漆しつ黒こくの猫ねこが部屋に走り込んでくる。

「猫ねこ股また、どうした？」

　猫股を抱だき上げた火車の顔色が、みるみる変わる。

「ソラさん、大変です。あかりさんが行方ゆくえ不明になったようです。ここから出たあとすぐに、雀すずめや猫たちからは見えなくなって、どこへ消えたかまったくわからないと」

「わからないって、どういうことだい？」

　ソラは聞き返す。

「秀徳の気配を残して消えてしまった、と」

「まさか」

　あかりをすぐに追いかけなかったのは──追いかけたらまたもや「馬鹿」と言われて叩かれてしまいそうな気がして、臆おくしたからだ。叩かれることよりなにより、あかりに嫌きらわれることが怖くて、ソラの足は止まったままだった。

　でも、それも、あかりの周囲にちゃんと守ってくれるあやかしたちを配置しているという安心ゆえだ。行方不明となったら話はまったく違う。危険な目に遭っているのかもしれない。嫌われたらどうしようなんて、ふぬけていられない。

「サジ、シキ、いまはその『良心』のことは後回しだ。あかりさんを助けないと」

　そう言って──ソラはシキの手の上のきれいな玉に視線を戻もどす。

　──つまりこれって秀徳の良心ということか？

　だとしたら──これを秀徳に戻したら、どうなるのだ？
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　あかりは秀徳に捕とらえられていた。

　蔦つたのようなものでぐるぐるに巻かれ、空中にぶら下げられて、身動きがとれない。首だけはどうにか動くから、首をひねって、あたりを見渡した。

　おそらく秀徳の結界のなかなのだろう。頭上は、編み上げられた蔦のようなものでみっしり覆おおわれていて、ひと筋の光も差し込まない。天井を構成している蔦のいくつかが垂たれ下がり、あかりの全身を縛しばって、つり下げている。

「あまりあちこちを見ると、酔ようぞ」

　すり鉢ばち状態だった地面が、いつのまにやら平へい坦たんなものになっている。秀徳は、下げられたあかりを見上げ、腕組みをしている。その肩かたには、大おお烏がらすのなかでもひときわ大きな烏が一羽、止まっている。

「ご忠告ありがとうございます」

　親切で言ってくれているわけじゃなかろうと思いつつも、そう応じた。

「一度目はまだ仕方ないとしても、同じ相手に二度もつかまったのかと思うと、さすがに自分がふがいないわね」

　身体は動かなくても口は動くから、自じ嘲ちようして、そうつぶやいた。

「儂わしも同じ相手を二度つかまえるのは、ふがいないことだと恥じているよ。力のある阿闍梨ならば、何事にせよ、一度で仕留めるべきだ」

「私なんてつかまえたって、なんにもならないのに」

「そう思っているのはおまえだけだ。前にも言うたが、おまえには両親の加護がある。他の並みの人間より、霊れい力りよくが強いから、異界に馴な染じみやすかろう？」

「それは……」

　そうなのかもしれない。弱い妖怪たちを、普通の人間なのに、見たり触さわったりできるのは珍めずらしいことらしいから。

「なによりおまえの存在を手に入れれば、ソラが動く。おまえはあやつの唯ゆい一いつの弱点じゃ」

　秀徳は、ソラにとって大切なあかりを傀儡くぐつにして、ソラを意のままに操る予定だという。

「絶対にそんなことさせないから」

　口に出して言ってみると、勇気が湧わく。

　──だって、嫌だもの。

　自分のせいでソラが傷つくのは嫌だった。あかりがソラの足かせになって、ソラがなにかを無理にさせられるのも嫌だった。

　──ソラさんにはいつも笑っていて欲しい。

　仕事をしようと思うんだと、季節はずれの氷こおり菓が子しを売りだしたソラのことを思いだす。しゃぼん玉を吹きながら、あかりの学校が終わるのを待っていてくれた。

　ソラの笑顔と、「学校に友だちがいるんだね。いい人たちみたいで、僕も嬉うれしい」という台詞せりふ。

　──だけど、混乱してソラさんのこと「馬鹿」って言って、叩いて出てきちゃった。

　頰を叩いた瞬しゆん間かんの、ソラの愕がく然ぜんとした表情が脳裏に浮かぶ。悲しそうな顔をして、あかりを見返して、頰を片手で押さえていた。

「私は……」

　あかりを傀儡にすれば、ソラが動くと秀徳は言う。こんなに手のこんだことをしてまであかりをつかまえるのだから、そうなのかもしれない。

　たしかにあかりは──ソラに、好かれている……と思う。

　無条件に優しくされ、何度も何度も「好き」と言われていた。

　そして、あかりは、そんなすべてに、図に乗っていたのかもしれない。

　ソラと仲良くなり、白夜たちとも仲良くなって──いままで、家族以外には想像の友だちしかいなかった自分にも、友だちができたと浮うわついた。それだけじゃなく、学校でも友だちができた。嬉しくなって、調子に乗ってしまった。

　──どうしよう。

　ソラの笑顔が好きなのに、ソラを泣かせてしまうかもしれない。そんなのは、嫌だ。胸が痛い。張り裂さけそうに、痛い。

　あかりを縛りあげた蔦が、ゆっくりとのび、あかりは縛られたまま降下する。遠かった地面が近づき、あともう少しでつま先が地面につくという手前で停止する。

　秀徳がすぐ目の前だ。

「さあ、儂の傀儡になるのだ」
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　秀徳があかりの胸に手をかざす。胴体を巻いていた蔦がしゅるしゅると蠢うごめき、あかりの胸元から退しりぞいた。秀徳の手が、あかりの胸に触ふれ──。

「な……にをするの……」

　あかりはのけぞって、秀徳から離れようとした。




「なにをするんだ!?」




　頭上から、声が降ってきた。

　見上げると、からみあった蔦の天井の一部がざっくりと割れ、隙すき間まから光が零れ落ちた。

　──暮れる空の色だ。

　天井に生じた割れ目は大きく形を広げ、朱金の輝かがやきを背にして、戦衣を着た長髪の男の影が舞い降りる。

「ソラさん……」

　ソラである。

　しかもいつものソラではなく、暗黒太陽のソラである。

　背が高くなり、少し年かさな見た目へと変化する。ときおり野性味を帯びる漆黒の切れ長の双眸は同じだが、凄すご味みと威い圧あつ感かんが増している。

　手にした槍やりを秀徳とあかりのあいだに差し入れて、ソラはきれいに着地する。

　ゆるく束ねた黒い長髪が、ソラの背中でふわりと舞った。秀徳を薙なぎ払うと、阿闍梨は後ろへとたたらを踏ふんだ。

　突きつけた長い槍をそのまま器用に後ろへと回し、あかりを縛ってぶら下げていた蔦の一本を切断する。まるで背中にも目がついているみたいだ。

「二度あることは三度あるっていうけど、おまえがあかりさんのことを縛りつけるのはこれで三度目だよ。おまけに僕ですら触ったことのないあかりさんの胸に触ったね」

　だんだんっと何度も槍の柄つかを地面に叩きつけ、ソラが秀徳に言う。

「何なん人ぴとたりともあかりさんの胸に触るのは許さないよ!!」

　ソラの大きな背中があかりを庇かばって立ちはだかる。

　──ソラさん？

　助けてくれるのは嬉しいが──その台詞せりふはいかがなものか。

　烏たちが、慌てたように飛び交かいだす。あかりやソラめがけて飛ひ翔しようする烏を、ソラが槍で追い払う。

　割れた天井から、ソラの後を追うように、ばらばらと人が降ってきた。火車は、獣けものの形で降りてきて、着地直前に人の形に姿を変え──白夜は人形で、カミを抱えて降ってきた。

「ソラさん～、決まりましたね～、かっこいいです～」

　白夜にぽいっと捨てられたカミが、転倒しながら、ソラの台詞を褒ほめたたえて拍はく手しゆしている。

「かっこよくねーよっ」

　白夜がぼそっと突っ込んだ。

　突っ込みつつも、あかりの縛られていた蔦を断ち切り、自由にしてくれる。

「儂の渾こん身しんの結界ですらたやすく破るのか。やはりおまえは強いな。なぜここが、わかった？　誰にも悟さとられぬように小娘を連れだしたはずなんだが」

　秀徳がソラを見て感心したように言う。烏たちは、ソラに追い払われ、今度は白夜たちに狙ねらいを定めた。が、火車に火の玉を投げつけられて撤てつ退たいし、秀徳の頭上に集まりはじめた。

「あかりさんを見張っていた猫股から報告を受けたんだ。白夜に頼んで烏と猫股と雀たちにあかりさんの周囲を見てもらっていたんだけど……。ごめんね。あかりさん。それだけじゃ足りなかったね」

　後ろをちらりと向いて、ソラがあかりに謝罪した。

「え……ううん」

　あかりは必死で首を横に振る。

　ただ──ソラが、助けに来てくれたことが嬉しくて。

　ソラの背中に守られていることに胸がいっぱいで。

「大烏は秀徳の手先だったんだね。秀徳のっていうより、天てん狗ぐの手下だね。烏天狗の傘さん下かの下げ僕ぼくたちだ。あかりさんに見たこともない大きな烏をよく見るって言われたのにすぐに気づかなくて、ごめんね。あのときに僕が気がついていたら……。僕は、ぼんやりしているから」

「そうだな。おまえは、ぼんやりしている」

　秀徳が低く笑った。

「おまえに言われたくないよっ」

　むきになって言い返したソラに、秀徳はさらに笑みを深めた。

　秀徳がさっと手を振った。その動きに合わせて、大烏が一いつ斉せいにソラたちへと向かってくる。

「……別に大烏に恨うらみなんてないんだけど」

　ソラはあかりを片手で守りながら、長槍で、烏たちを払いのける。白夜や火車も加勢して、烏たちは、一羽、また一羽と倒れ、落ちていった。

「ひゃ～。痛い～。つつかないで～」

　唯一、カミだけは戦う手段を持たず、烏たちにいいようにつつきまわされて、転げ回っていた。

「手て強ごわいな。──烏ども、一度、引け。援えん軍ぐんを連れてこい」

　張り上げた秀徳の声に反応し、大烏たちが竜巻のように一点に集まり、割れた天井から外へと飛び立とうとした。

「白夜、火車。いまだ──カミを！」

「はいっ」

　火車と白夜がカミを抱えて、烏の大群へと放り投げる。「ひゃ～」と悲鳴を上げながら、カミは大烏たちの作ったつむじ風にからめ取られ、天空へと共に消えていった。

　──カミ!?　行っちゃった!?

　あかりは呆あつ気けにとられたが、白夜はどこか清すが々すがしい顔をして頭上を見上げていた。

「なるほど。貧乏神を敵てき陣じんにあえて放ったか。あれには儂もかなりの被害を被こうむった」

　秀徳が、つぶやく。

　──貧乏神を敵方に放ち──敵に不幸をまき散らす作戦ってこと!?

　それはどんな直接的な戦いよりも、確実に相手を叩きのめすような気がしないでもない。

　烏はすべて退去して、残ったのは──秀徳、ただひとり。

　ソラが槍を構えて秀徳に対たい峙じする。

「さて、ここからだ。援軍が来るまでのあいだ、よう聞け。ソラよ」

　秀徳はずいぶんと自信に溢あふれている。数の上では劣れつ勢せいなのに、余よ裕ゆう綽しやく々しやくだった。

　武器も持たずに、揚よう々ようと語りだす。

「おまえ、橘たちばな屋やに住まいを決めたそうだな。橘屋は天狗とも手を組んでいるよ。つまり、ソラ、おまえに関しての情報は橘屋から天狗たちへとすべてが筒抜けだ」

「そうなのか？」

　ソラが、場にそぐわぬ、きょとんとした言い方で聞き返した。

　凜り々りしい姿であかりを庇ってくれつつも、そんなところはいつものソラだ。

　──天狗って、よく黄表紙やおとぎ草紙に出てくる天狗よね。

　つまり、ここにいる大烏は天狗の手下で、秀徳と手を組んでいるということ？　それだけじゃなく橘屋とも手を組んでいる？　だったらソラたちは、ずっと「敵」たちに見張られながら過ごしていたことになるような？

「おまえは自みずから進んで、橘屋という、敵の罠わなにはまりにいったというわけだ。ぼんやりしているにも、ほどがある」

「だから、僕がここに住まわせてくださいって頼んでも、橘屋は断らなかったのか。じゃあ狸たぬき一族は？」

「あれはまた別だ。人でも、妖怪でも、そのとき一番力を持ったものにつく。狸のくせに風かざ見み鶏どりだ。力が拮きつ抗こうしているときは、様子窺うかがいで、誰に対してもいい顔をする。おまえにもいい顔をしていただろう？　あれは天狗やおまえたちだけではなく儂に対してもそつのない態度を取るよ。──ソラよ、いっそもう、おまえ、儂と手を組まんか？」

「手を組む？」

「天狗と儂となら、儂の負け。だが、おまえと儂が手を組めば、天狗の一族にも対抗できそうだ。どうせおまえはなにか目もく論ろ見みがあって、天狗にはむかおうとしているわけでもなかろう。以前のは儂に捕らえられたいきがかり。いまはもう、ただその小娘が何事もなければ、他はどうでもいいのじゃろう？」

「……そうかも」

　あっさりと応じたソラの背中を、あかりは思わず両手で叩いた。

「ソラさんっ。聞いちゃだめっ」

　──こういうところは、ソラさんは計り知れないから。

　天狗たちがなにを考えて、どう動いているのかもわからないし、秀徳の言うことをすべて丸ごと信じるのも、危あやうい。なのにソラは言われたままをすとんと素直に信じてしまう。

　ソラの力や姿はさておき、その内実は「五百歳の子ども」だと、かつて白夜があかりにこっそり言ったことがある。まさしく、そうだ。

「おまえは、儂の寺の名前──雲くも越こしの名字を名乗って橘屋で過ごしておる。おまえは深い考えもなくそうしたのだろうが、寿すつ都つの人は、皆、おまえのことを儂の養子だと思うておる。儂と手を組んだところで、おまえにはなんら困ることもあるまいて」

　ソラは、トントントンとソラの背中を叩きつづけるあかりを見た。

　あかりは、ぶんぶんと首を横に振る。「聞いちゃだめだよ」と目で訴える。ソラは、あかりの訴えを納得しているのか、していないのか──ふいと秀徳へと向き直る。

「秀徳は本当にしつこいね。今回も断ったら、どうなる？」

「どうしようもない。儂は負けるとしても、まず一回は戦っておかねば、大烏たちから天狗に報告されるからな」

「……それで烏たちを退去させたのか。あれがみんな天狗の手下というのなら、ここでのことは天狗たちに筒抜けになるものね。秀徳はなんというか──小こ賢ざかしいね。汚いことでも平気でやる。仲間のことも平気で裏切るんだろうね」

　ほとんど感かん嘆たんしているかのような調子でソラが言った。

「そうだろうな。──ここでおまえに負けたら、儂はおめおめ帰れもしなかろう。悪いが儂を倒すなら、ひと思いに殺あやめてくれないか。そのうえでおまえが──雲越の名前を継ついでいけ」

「え？」

「儂の寺は、その源みなもとが、あやかし寺でな。もともと、狐こ狸りや鬼と交まじわって特とく殊しゆな力を手に入れたと伝えられている。力がある者が後を継ぐ。どこから血を入れてもかまわん。おまえが雲越の名字を名乗って橘屋に住みついたのもなにかの運命かもしれぬな。おまえほどの妖怪が雲越の跡を継ぐなら、願ったり叶ったりだろうよ」

　歪ゆがんだ顔で秀徳が言う。とても怖く、冷たい目をして──空くう虚きよで、感情のこもらない平坦な声をして──。

「ソラさん──やめて」

　あかりは我われ知らず、ソラの身体を背後から抱きしめていた。もちろん、あかりはソラの味方だ。でも──秀徳がどれほど悪人だとしても、殺めていいとは、あかりには思えない。

　ソラが、あかりの手を「大丈夫」というように片手でポンと撫でて外はずし、言う。

「条件によっては、手を組んでやってもかまわない」

「ソラさん？」

　慌てたあかりを、どういうわけか火車が止めた。そっと近寄ってあかりの手をとり、ソラから離すように引き寄せた。振り返ったあかりに目め顔がおで「黙って」と訴える。

「あかりさんが行方不明になったのはすぐにわかったけれど、どこに行ったかはわからなかった。猫股も雀たちも、あかりさんのことを見張りきれなかった。大烏たちは知っていても、奴らは秀徳の手下だから、僕には教えてくれないものね。でも──僕たちはすぐにここに来た。どうしてだと思う？」

　ソラが言い、秀徳が目を剣けん吞のんに細める。

「どうやってこの結界の場所に来られたかっていうと、秀徳と引きあうものを持っていたから、それですぐにここがわかったんだ。単に今回は運が良かっただけだ。これがなければ、まだしばらく、おまえの作った結界を探せなかっただろう。もしも僕がここにすぐに追いかけてこられなくて、そのあいだに、あかりさんが危ない目に遭ってたのかもと思うと──僕はそれだけで世界を滅ほろぼしたくなるよ」

　ソラが槍を地面に叩きつける。ごごご……と地の底から這はい上がるようなごう音が響ひびいて、大地が震える。

　──ソラさん、怖い。

　爆ばく風ふうがソラの足下から立ち上がり、みんなの着物の裾すそをごおっと揺ゆらしていった。

　ソラは戦衣の胸元に片手を差し入れ、懐から輝く玉を引きだした。

「それは──」

「覚えているかい？　秀徳、おまえの良心だよ」

　ソラの手のひらに載っているのは、とても美しい玉だった。虹にじのような輝きを放ち、見るものの心をあたたかくさせる。

「あれ……なんでだろう」

　見ていたあかりの目から涙なみだが零れ落ちる。

　幼おさな子ごの笑みが、見るだけで人を微笑ほほえませるように、その玉の輝きは、見ているだけで気持ちを柔らかく解きほぐす。心の奥底にそっと隠し持っている、懐なつかしく大事な記憶が、ふわりと目の裏に浮かび上がる。

「きれい……」

　あかりは、自然と溢れてきた涙を指先で拭ぬぐった。




　──あかり、おまえのなかにもあれがあるよ。




　誰の声かわからない優しい声こわ音ねが、どこからか響いた。そっと抱きしめられたような気配がして、思わず周囲を見渡した。

　──おまえのなかにも鬼おに夜や叉しやがいるように。

　ささやく声は、夢のなかでたまに聞く、父と母の声にも似ていた。幼い時分に亡くなったから、知っているはずのないその声を、あかりはいつも夢で、聞く。

　思わず周囲を見渡した。あかり以外には、この声は聞こえていないらしく、他のみんなはソラと秀徳とのやり取りを見守っている。

「……なに？」

　見下ろした鞄かばんが、淡あわく輝いている。

「鬼夜叉がいるようにって……。鞄から声がするって……？」

　鬼夜叉は──あかりの思い描えがいた悪人の姿。物語を書き記しるすときに、あかりはいつも思うのだ。あかりの作りだす物語のなかに現れる登場人物たちが、活いき活いきとするたびに不思議になる。どこから彼らが出てくるのかと。

　歪いびつで、未完成な物語ではあるが、綴つづっているうちにあかりはうっすらと悟りつつあった。

　すべては「あかりのなか」のものだ。

　つまり──あかりのなかにも、悪人がいるのだ。

　善なる部分と同様に、悪かったり、小賢しかったり、ずるかったりする部分があって──あかりはそれを物語のなかに映しだす。書くときも──読むときも──。それはあかりだけではなく、人びとみんながそうなのではなかろうか。

　だからこそ物語は、あんなにあかりを惹ひきつける。

　自分のなかにある善よいものと、自分のなかにある悪いものを、整えて、さらけだして見せてくれるから──。

　──あの男のなかにも、あのきれいなものがあったのだよ。

　聞こえる声に耳をすます。あかりの心のなかを、涼すずしい風が通り過ぎていく。

　──あれは、人が生まれついて持っている「良い心」だ。

「それは……なんだ？」

　秀徳が怪け訝げんそうに玉を凝視している。

　後ずさり、拒絶するように、ソラに対して片手を上げる。

「これは秀徳、おまえのものだよ。これを受け入れるなら、僕も秀徳の言うことをまともに聞いてみようと思う。僕にこれを預けてくれたあやかしたちは、秀徳のことを優しい人だと言ったんだ。自分たちのせいで秀徳を変えてしまったから、いま、生きづらそうにしているならば助けてあげてって……」

「……なにを言っているのか、さっぱりわからないな」

　秀徳が両手を組み合わせ、低い声で呪まじないを唱えはじめた。手を組み替かえて形を整えるたびに、秀徳の周囲に燐りん光こうが弾はじける。

　輝く光はひとつにまとまり──稲いな光びかりとなってソラをめがけて襲おそいかかった。

　ソラは片手に槍──片手に玉を載せたまま、秀徳の放った稲妻を槍の穂ほで受け止める。

　ビリビリと激しい音がして、秀徳とソラのあいだを黄金の光が伝い、橋を渡した。

　ソラが槍を薙ぎ払う。稲妻はぎざぎざと光の形をくねって尖とがらせ、鞭むちのようにしなって、ソラの足下を打つ。

　打たれた場所が弾けて欠けて──結界を形作っていた、蔦が剝はがれて落ちていく。

　稲妻の鞭は幾いく度ども秀徳の手から放たれ、振り回される。ソラの逃げる場所を、鞭がしなやかに舞って、追う。

　火車が、あかりを、飛び散る破片から守る。白夜は、ソラに加勢して、秀徳の鞭へと背中の太た刀ちを振りかざす。

　秀徳の左手から、今度は黒い鞭が唸うなりをあげた。影に似た黒い鞭は、白夜の太刀と身体へと飛びかかる。

　光と影が、弾ける。すべての軌き跡せきがきらきらと乱反射して、見つめるあかりの視界を覆った。

「負けるかっ。俺は触れる者皆傷つける、カマイタチの白夜様だぜっ。……って」

　白夜が吠ほえて、影の鞭を切り裂いた。しかし、見る間に、パラパラと端は切ぎれが集まって、ひとつにまとまる。再生した影の鞭が、驚く白夜の身体を縛り上げた。

　ソラは片手の槍だけで、稲妻の鞭をやり過ごす。打たれては、払い、飛びすさり──それでも、じりじりと秀徳とソラの距きよ離りが近づいていった。

　秀徳に鞭打たれ、結界にひびが生じ、綻ほころんでいく。

　鞭が火花を散らしている。ソラが掲かかげた槍の穂先に秀徳の鞭がからみついた。そのまま秀徳が、封ふうじた槍ごとソラを引き寄せた。

　秀徳の顔に勝ち誇ほこったような笑みが浮かぶ。

　が──。

　秀徳へと引きずられていったソラが、ふいに槍を手放し──跳とんだ。

「なにっ？」

　秀徳の頭上を跳び、その背後へと降り立ったソラが、驚く秀徳の首筋に手しゆ刀とうをひとつ叩き込む。

「……な…………」

　急所へのひと突きで、秀徳は、白目を剝むいてその場に倒れた。

「ソラさんっ」

　あかりはソラへと駆け寄る。火車も縛られた白夜を助け、白夜とふたりでソラたちのもとへと走ってきた。

　間近で見るソラの手足に、血が滲にじんでいる。鞭にやられた傷きず跡あとを見て、あかりの胃のあたりがぎゅっと痛くなる。

「あかりさん、怪け我がはない？」

　しかもソラは、自分が怪我をしているのに、まず先にあかりのことを心配する。

「私は大丈夫。ソラさんのほうが……」

　自分が痛めつけられたみたいにつらい気持ちでソラの傷を見つめていたら、ソラがどういうわけかおたつきながら、弁解しはじめた。

「あかりさん、ひとつ言っておくけど、別に、僕が弱いわけじゃなくて……これは、手加減しながら戦ったせいだから。本気を出したらこんなに苦戦しなかったから」

「うん」

　うなずくと、ソラは背筋をのばして顔を上げ、うってかわって凄味のある表情で火車と白夜を見た。

「白夜、火車、怪我は？」

「たいしたこたないっす。それより、ソラの大将──このあとは？」

「来る前に話したとおりだよ。秀徳をそこに」

　白夜と火車が倒れた秀徳の身体をあおむけに返した。

　あちこちで、ミシミシと音がしている。組み合わさっていた蔦が外れ──剝がれて落ちたところから、外界がぼんやりと覗のぞく。

　──外は、夜。

「ここは秀徳の結界だからね。あとどれだけ保もつかな。それに大烏をカミがどれだけ混乱させているかもわからないし……。早くすませないと」

　ソラが秀徳へと屈み込み、手にしていた玉を胸元に置いた。

「これを……受け入れてくれれば。これはもともと秀徳の心だっていうのに。どうやって……元に戻したら」

　秀徳の胸で、玉はいよいよ輝きだす。まばゆいくらいの光を放ち、見下ろすみんなの顔を虹色に照らした。

「シキとサジは、戻し方を知らないって言ってたしなあ。僕の読んだ本でも、呪法として『良心の取り方』は書いていたのに、戻し方は載ってなかった」

　腕を組み考え込むソラたちを見る。

　そのとき──あかりの鞄が再びチカチカと光った。

　思わず手に取り、鞄を開けて中身を探る。

　──百年リスのお助けドングリ？

　サジに渡されて、約束どおりに大事に持ち歩いていたドングリが光っている。

　あかりは、おっかなびっくり、包んだ懐かい紙しを手に取って、開いた。

　──助けるよ。手伝うよ。

　ドングリに話しかけられることになるとは、さすがに思っていなかった。

「なにやってんすか。ドングリなんて握にぎりしめて」

　白夜があかりを怪訝そうに見る。

「このドングリが話しかけてきて……光って……百年リスのお助けドングリだって……」

「なに言ってんすか」

　白夜がいよいよ険しい顔になる。くるりと見渡して、みんなの表情を窺う。ドングリの声が聞こえているのは、あかりだけのようだ。

　──言うとおりにして。人の心の扱あつかい方を、あなたはちゃんと知っているはず。おにぎりを握るのと同じだよ。

「おにぎり？」

　聞き返した。

　ドングリの輝きが増す。化かされているような気になり、手のなかのドングリをじっと見た。化かされているのなら、それはそれでいいのかと思う。百年生きたリスの力を信じてみようか。なにより、サジが大切な宝物だと渡してくれた、真心を信じよう。

　いま目の前にいるソラと火車と白夜を信じるように、「見える」ものを信じよう。

「よかったら、私にやらせて」

　気づけばあかりはそう口にのぼらせていた。

　──あなたには、それができる。

　どうやったら「できる」のかは、正直、わからなかった。

　あかりは足を踏みだし、秀徳へと近づく。

　──心の玉をみんなで、そっと握って、私ごと押せばいい。助けてあげる。できるよ。

「ソラさんも──白夜さん、火車さんも、力を貸して」

　頼たのむと、みんなは不ふ審しんそうな顔をしながらも、あかりの手へとそれぞれの手を重ねた。手にしたドングリを良心の玉に載せる。秀徳の胸元に良心の玉を押しつける。あかりの手に添えられた、みんなのぬくもりと共に、ゆっくりと良心を胸の奥へと押していく。

「力を貸してね」
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　つぶやいて、目を閉じて──えいと力を入れた。じんじんと手が痺しびれ、熱が指先から手首まで這いのぼる。思ったより熱いそれは──あかりにとってはどこか馴染みの感かん触しよくで──まるで炊たきたての米のような──。

　──ぎゅっ、ふわ？

　脳裏に浮かんだのは、その言葉だった。おにぎりを握るときのコツは、熱いうちに、ぎゅっ、ふわっと握ること。人の心を取り扱うように、優しく、けれど締しめるところは力を入れて、握るのさ。近所のおばさんが伝授してくれたこと。

　ぎゅっと玉を丸めて押して──ふわっと優しく力を抜ぬいて──。

　あかりの指の隙間から、光を零す玉のきれいさに目が染みる。

　何度か「ぎゅっ、ふわ」をくり返しているうちに、手のなかで馴染んだ光の玉が、秀徳の胸へと沈しずみ込んでいく。夕暮れにお日様が空の端はしに沈み込んでいくように、玉は、ドングリごとゆっくりと秀徳の胸元へと溶け、なかへと消えていった。

　良心も、まさか、おにぎりと同じに扱われるとは思いもよらなかっただろうと思うと、おかしくなる。

　なにより、ドングリに話しかけられ、助けられることになるとは──。

　すべての光が消えると、みんなは顔を見合わせた。

　秀徳は心地よい眠りについているように、静かに目を閉じて横たわっている。

　──この人のなかにも良心が、ある。

　あかりのなかにもあざとさや醜みにくさがあるように──。

　規則正しく上下する胸を見下ろしていたら──ごごごごご……という低い音が足下から湧いてきた。

「ソラさ～ん、大変です～、大烏さんたちいい烏さんでした～。私を連れていってくれて～、私が巻き込まれて服がみんな風で飛んでいって～、そうしたらその服が大烏さんたちの目を次々覆っちゃって～、半分くらいは木に激突したりして落下して～、私もつられて落ちてしまったら木が倒れて～、湖の上で、水まで風に巻き込まれて～、魚と湖の主ぬしが出てきて～、湖の主にすごい怒られて、大烏さんたちの残りがみんなやられたんで～、私だけ帰ってきちゃって～、あれ、これってどうやって戻ればいいのかな～。お～い」

「カミ、早いな」

　ソラがぽつりとつぶやいた。

　地面からは崩ほう壊かいの音が──そして頭上からはカミの長なが台詞ぜりふと大量の魚と水が降ってくる。

　──これ、天変地異よね。

「そろそろここから脱だつ出しゆつしないと」

　ソラが言い、白夜たちがうなずいた。




　全員が抜けでたと同時に、結界が崩壊する。蔦が枯かれて剝はく落らくし、現れたのは──見慣れた、町はずれの、ソラがかつて暮らしていた屋敷であった。

「ここだったんだ」

　ソラが暮らしていたときより荒こう廃はいした庭の隅すみに、サジとシキが手をつないで待っていた。

　ふたりは、そこに横たわる秀徳をめがけて走ってくる。サジが秀徳の頰を大切そうに撫で、シキは申し訳なさそうに秀徳の胸元に手を置いた。

　月明かりが、銀の粉を、すべてのものに振りまいている。

「……ここ、あたいたちがはじめて秀徳の兄さんと出会った場所だよ」

「そうなの？」

　ここは屋敷が建つ前はなにもない「すすき野原」で、あかりとソラが出会った場所でもある。

「そうだ。『百年リスのお助けドングリ』をありがとう。本当に助けてもらったよ」

「だったら、ごめんね。姉さんのお助けじゃなく、あたいたちのお助けになっちゃったね。ソラのおっちゃん、あたいたちの言うこと聞いてくれてありがとう。他のみんなもありがとう」

　シキとサジが頭を下げた。

「おっちゃん、ってひどいと思うんだ」

　ソラが憮ぶ然ぜんとして言い、カミが「そうですよね～。やっぱり、ここは、おじ様って言われたいですよね～」とくねくねと身を乗りだし、白夜と火車に「おまえはいいから服を着ろ」と引きずられていった。カミの「ひゃ～、痛っ、ひ～」という声が遠ざかっていく。

　ぴたぴたとちいさなふたつの手が秀徳の顔や頭を叩く。兄さん、兄様と、声をかけながら叩いていたら、秀徳のまぶたがかすかに震え──ゆっくりと目を開いた。

「おまえたちは……」

　ぼんやりと、夢うつつのような声音の秀徳がシキとサジを見返した。

「家出の兄さん、久しぶりだね。兄さん、ずいぶんと立派じゃない大人になったね。あたいたち心配してたんだよ。あたいたちのせいだったんだなって、秀徳兄さんのいまの噂を聞いてさ」

「兄様、ごめんなさい。シキが、見よう見まねで聞きかじった呪法を使ったせいで、兄様を変えてしまいました。シキは……」

「シキは、あんときはあれがいいことだと思ったんだよ」

「……わらし？　なんだ？　儂はずっと……なにを……。おまえたちのことをいまのいままで忘れて……長い夢を見ていたような……」

「夢じゃないよ。現実だよ。兄さんはひどい大人になった。たくさんのひどいことをした。あたいたちのせいだね、ごめんね」

　秀徳が起き上がり「いいや」と首を横に振る。

「おまえたちのせいじゃない。あれもまた儂のなかのものだ。儂が、やったんだよ。おまえたちが気に病やむことはない。なあ、わらし……」

　優しい声だった。シキとサジが秀徳にすがりつき──声を上げて泣きだした。
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　その夜の椿ちん事じは、町の語りぐさになった。竜巻が町を横断し、魚と水が空から降ってきたのだ。たくさんの魚が道ばたでピチピチと跳ね、町のみんなを驚かせた。竜巻の最中に空中から「ひゃ～」という悲鳴が聞こえたと言い張る者もいて、「あやかしの仕し業わざでは」と、迷信深い者たちが言いあったという。

　その竜巻のせいで、町はずれの雲越の屋敷の一部が崩壊した。

「……本当に僕、またここに住んでいいんですか？」

　補修工事の大工たちが出入りする屋敷のひと部屋で、ソラは、秀徳と向きあっている。

「ああ。橘屋に出入りするとなると、貧乏神の存在が問題になろうし。ここにいる分には、おまえの裁量でどうにでもなろうよ。ただし儂の寺には絶対にあれを寄よ越こすな」

　秀徳がピシリと釘くぎを刺さす。

　──文句を言うときは、前の秀徳と同じに厳しい目をするんだなあ。

　けれど、秀徳は、あきらかに変わった。見た目も柔らかくなり──なにより本気でソラを養子に迎える手はずを整えている。

「あなたの作った人形の入ったお守りがあれば、カミにだけ不幸が集中せず分散するようですよ。さすが、力のある阿闍梨だと思いましたよ。サジが貸してくれたお守りは、僕たちに不幸が余計に分散してきて怖いので、気づいてすぐにサジのもとに戻してもらいましたが──あれをまたカミにあらためて作ってあげたらいいんじゃ……」

「よけいにたちが悪い。絶対にあやつのことだけは守ってなるものか」

　鼻息荒く言い返された。

「そりゃあそうですよね。ところで、僕を養子にして、ここに住まわせることになったら、あなたも困ることがあるのでは？　狸一族はいいとして、天狗たちとか……」

「儂だとて、まったくの損得抜きでこんなことを持ちかけはせん。良心が戻ったからといって、きれいで真っ白でなにも謀はからないような人間には、もう戻れんのでな。これまでの儂もまた偽いつわらざる儂。この提案には、儂なりの計算があると思うてくれていい。そのうえで、乗ってくれれば、ありがたい」

「それならば」

　うなずきながら、ソラは思う。人間ておもしろいものだな、と。良心がなくなったら悪人になるが、その良心が戻ったところで完かん璧ぺきな善人になるわけでもないのだな、と。そして、そのおもしろさに引き寄せられるのだ。もっと見てみたいなと、好奇心をかきたてられるのだ。

　秀徳がにやりと笑って、ソラの淹いれたお茶をひとくち飲み──ぶっと噴ふく。

「お茶、熱かったですか？　冷ましてから飲むといいのかも」

　おろおろとソラが言うと、秀徳が「そういう問題では」と言葉を濁にごして、目を背そむけた。

「ソラさん、こんにちは」

「あかりさんっ」

　学校を終えたあかりがやって来て、ソラは嬉しくて立ち上がる。

「ソラさん……その格好」

　あかりの足が止まり、狼狽うろたえたように視線をさまよわせた。

　──あ、そうだ。あかりさん、本体の僕の格好が苦手なんだっけ。この格好だと落ち着かないって言ってたし。

　ソラは慌てて「待ってて」とあかりに言い、すうーっと息を吐はいて、いつもの推すい定てい年ねん齢れい十七歳の、短い髪かみのソラの姿へと変化する。あかりが側にいないからと気を抜いて、本体のまま秀徳と接していたのだ。

　──あかりさんの前では、戦せん闘とうするとき以外はこっちでいなくちゃね。嫌われたくないし。

「ごめんね。あかりさん、こっちのほうが好きなんだよね。これでいいかな」

「好きとか嫌いとかじゃなくて……」

　あかりが言いよどみ、ふいと視線をそらした。

「あ……秀徳様もいらしてたんですね。こんにちは」

　秀徳の姿を認め、あかりは秀徳にも挨あい拶さつをした。すると秀徳が鷹おう揚ように会え釈しやくを返す。

「あかりさん、今日はずいぶん嬉しそうですね。どうしたんですか？」

「わかる？　あのねあのね、赤鳥先生がとうとう新作を書き上げてくださったみたいなのっ」

「……つまりあかりさん、僕のうちに来るより先に、赤鳥先生のところに寄ってきたんですね」

　──嫌な奴じゃないことはわかってるけど、でもやっぱり僕は、青柳さんが嫌いだよ！

「だっておつかいを頼まれたんですもの。カミがいなくなったから、赤鳥先生のところにお金が入ってくるようになったらしいのよ。それで御ご用よう聞ききを頼まれたの。新しい紙をたくさんよ。もう嬉しくて嬉しくて。あの紙の束がすべて物語になるのかと思うと、私……」

　うっとりと空中を見つめ、あかりはそこで言葉も動きも停止し──「うふふ」と笑いだして、ふわふわと謎なぞの踊おどりを踊りだす。

「あかりさん、いかないで……。帰ってきて……お願い!!」

　あかりの袂からオボが顔を覗かせ「きゅきゅっ」と鳴いた。笑っているような、鳴き方だった。
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「お姉ちゃん、僕ぼくたちがどれだけ心配したと思ってるの？　家まで壊こわした大きな竜巻が起きた夜に、連絡もなしで帰ってこないなんてあり得ないよ。おじいちゃんなんて町のなかをずっと走り回って、お姉ちゃんのこと捜さがしてたんだよ？」

　弟の忠ただ春はるが顔を真っ赤にして、あかりとソラを怒おこっている。

「なのにその次の日にはまた学校帰りに寄り道してるってどういうこと？」

「はい。ごめんなさい」

　あかりはシュンとして首をすくめた。

　竜巻の夜、なかなか帰ってこないあかりを捜していた祖父は、ソラに送られて戻ってきたあかりを見つけて遠くから走り寄り、「どこも怪け我がしてないか」と聞いてから、涙なみだ声ごえになって抱だきしめたのだ。

　そのあとで「馬ば鹿かもんっ」と怒ど鳴なり、次に、祖父だけではなく、忠春まで加わって、右と左に挟はさまれてずっと怒られつづけたあかりだった。

「ごめんね。寄り道させたのは僕なんだ。僕が、あかりさんに毎日来てくださいって頼んだから。僕……話し相手があんまりいなくて、あかりさんが来てくれるのだけが楽しみで幸せなもんだから」

　ソラが助け船を出すと、忠春はソラをぎろりと睨にらみつける。

「まあ……夕べ、きちんとお姉ちゃんのこと送り届けてくれたことには感謝してますけど」

　いくぶん怒りをおさめた口調になり、忠春は両手を腰こしに当てて、あかりとソラを交互に見上げた。

「あなた、身体からだが弱いなりに最近働きだしたって聞きましたよ。体調は大丈夫なんですか？　いきなり無理すると倒たおれますよ」

「大丈夫だよ。ありがとう」

　ソラが目を瞬しばたたかせ、ふわふわと笑って、腰を屈かがめると忠春を抱ほう擁ようする。

「え……、なにをっ」

　目を丸くしてソラの腕うでから逃のがれようとした忠春の目を覗のぞき込み、かすれた甘い声でソラがつづける。

「僕のこと心配してくれるんだなと思ったら嬉うれしくて。忠春くんはあかりさんに似て、優しいなあ。僕、倒れないように気をつけるね」

「だ、誰だれもあなたの心配なんてしてないってば。放せよ」

「はい」

　パッと手を離はなしたら、忠春が顔を真っ赤にして「どうでもいいけど、お姉ちゃんのこと大事にしてくださいね。僕はもう、遊びに行きますっ」とまくし立て、妙みように姿勢よく背筋をのばし、ぎくしゃくした動きで家を出ていった。

　──ソラさんの笑顔とあの声は、忠春にまで効きくのね。

　いつもソラにドキマギさせられているあかりは、間近でその威い力りよくを見て内心で感心する。

「あかりさんの家族はみんな優しいね」

　ソラが、その悩のう殺さつ笑顔をあかりに向けて、言った。

「昨日、おじいさんが、あかりさんに駆かけ寄ってまず身体の心配をして、抱きしめて──そのあとで怒りだしたのを見て、あかりさんがそういう性格になったのは、おじいさんが大切に育ててくれたからなんだなあって思ったよ。そっくりだよね」

「え？　そう……かな」

「うん。忠春くんの優しいところもそっくり」

　そう言いながら、ソラは、ついさっき忠春にしていたようにあかりのことをひょいと抱きすくめ、頰ほおをすり寄せてきた。

「ソラさんっ」

　ソラがあかりの頭を胸元に押しつけ、よしよしというように頭を撫なでる。

「……危ない目に遭あわせて、ごめんね。僕、もっと強くなるから。僕と知り合ったせいであかりさんは、大変な目に遭ったんだってわかってる。わかってるからこそ──もう二度とあかりさんを誰かにさらわれたりしない」

　低い声でささやいた。

　──それは、私も。

　あかりもまた、自分のせいでソラが怪我をした姿を見て、胸が痛んだ。もう二度と、同じようにソラを傷つけたりしたくない。ソラにとって不本意な行動を取らせるための人質になるのも、ごめんだった。

　──でも、どうしたらいいの？

　あかりも、強くなればいいのだろうか。わからない。

「あかりさんがいない世界はいらない。あかりさんになにかあったら、僕は世界を滅ほろぼすよ。あかりさんがいれば、他のなにもいらないんだ」

「ソラさん？　それはどうかと思うの」

「そうなの？」

　無む垢くな目をしてソラがあかりの顔を覗き込む。

　甘える光を宿した濡ぬれた双そう眸ぼうは、あかりの心の底まで見み透すかすようだ。

　ソラの顔が近づいてきて──とろけるような台詞せりふをささやく唇くちびるが薄うすく開き──あかりは身体を強こわばらせ、魅み入いられたようにソラの双眸を見返して──。

「きゅうっ。きゅきゅきゅうっ」

　が──袂たもとのなかからオボが顔を出し、するりと抜ぬけだすと、ソラとあかりのあいだに割って入って鳴きだした。あかりの顔に手を置いて「きゅ」と、つぶらな瞳ひとみを近づける。ふわふわのしっぽで、ソラの顔をもふもふと叩たたく。

「オボめ」

　ソラが脱だつ力りよくしたようにつぶやいた。

　とろりとした蜜みつのような空気が、オボの介かい入にゆうによって一変する。

「……オボね、このあいだまで冬毛になって袂から出入りしづらかったみたいなのに、突然、また夏毛になったらしいの。元どおりにするすると出入りできるようになって」

　それでも耳がまだ火ほ照てって熱い。あかりはできるだけ普段どおり、普通の話をしなくてはと意識して、話題を変える。

　ソラの腕のなかから離れると、ソラと触ふれていた箇か所しよが寒くなったような気がして、思わずオボを胸元に抱かかえる。

「あかりさん、オボは冬毛にはならないんだ。ただ普通に太っただけだよ。食べすぎたんだよ」

「なにを？　胡桃くるみ餅もちならそんなにあげてはいないんだけど」

　オボがなにかを食べていたのは、あかり手作りの胡桃餅以外見たことがないのだ。首を傾かしげて尋たずねるあかりに、ソラが慈いつくしむようなまなざしで応じる。

「大丈夫。少なくとも僕はもうあかりさんのこと寂さびしくさせたりしないから。ねえ、あかりさん、僕と会えないでいたあいだ、寂しかったんでしょう？　だからそのあいだにオボがむくむく太ったんだ。ごめんね」

「なに言ってるの？　私の寂しさとオボは関係ないじゃない」

「寂しくなかった？　そんなこと言わないで。僕はすごくすごく寂しかったのに」

　ソラと会えなかったあいだ──あかりの足にすり寄るオボを見て、ソラのことを何度も何度も思いだした。おもしろい物語を読んだあとで語りあえる相手がいないことに、ふっと空むなしくなった。ソラのふわふわの茶色の髪かみの感かん触しよくや、きれいな黒い目が幾いく度どとなく脳裏をよぎった。

　むっとしてソラが言うから、照れ隠かくしでも否定することがかえって恥はずかしくなった。素直に思いを口にするソラの潔いさぎよさは、あかりの心をあたたかくさせる。見習いたい。

「寂しかった……」

「うん」

　ソラがあかりをオボごと引き寄せる。

「わ、ソラさん」

　オボをつぶさない程度に抱擁し、あかりの髪をひとすくい指先ですくって、ちいさく笑う。近づいた身体は、笑い声だけではなく、笑うときの身体のかすかな振しん動どうをもあかりへと伝えるのだ。

　その感覚は、くすぐったくて──愛いとおしくて──焦じれったくて──。

「赤あか鳥とり先生より僕のことが大切って言って」

「それは、無理」

　なのにそんなことを言われたら、口が勝手に否定する。

「なんで？　即そく答とうなの？」

　ソラが愕がく然ぜんとして聞き返した。

「だって赤鳥先生は宝ほう寿じゆの国が生んだ天才ですもの。私、思ったの。私の作る物語が未熟なのは、私自身が、自分のなかの醜みにくさや愚おろかさを見み据すえきれてないからだと思い知ったのね。でも赤鳥作品を読んだら、赤鳥作品のなかにはなにもかもがあるのよ。それでやっぱりすごいなって思って」

「あかりさん？」

「……今日も先生のところに寄ったついでに、素晴らしさを伝えたくていろいろ話したら『赤鳥本なんて駄だ作さくのことを褒ほめるのはやめてくれないかな。言いたければ聞いてやってもいいがな。はっ』って言われて……なんていう謙けん遜そんっていうか、先生はまださらなる高みを目指してらしていまを未熟と言うのかと思うと、心躍おどってくらっとして、ああ先生素敵だわ、ついていきますって……」

「僕の前で赤鳥先生のことを褒めないで。赤鳥本のことは褒めてもいいけど、赤鳥先生のことを僕の前で褒めたら、これからは──」

　そう言って、ソラが、あかりの唇にくちづけた。
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　ついばむように唇を重ね、あかりの下唇を舌でそっとなぞる。

　オボがあかりの手のなかで暴れている。でも、驚きすぎたあかりが、かえってオボをしっかりと抱きすくめてしまっていたせいで、オボはソラを止めることができないでいた。

「──こうやって口くち封ふうじするからね」

　離れていったソラの唇が言葉を紡つむいだ。

「ソラさん……」

「馬鹿でもいいけど、叩いてもいいけど、嫌きらわないでね」

　ソラは、あかりに頰を差しだすようにして目を閉じた。無防備に「叩いてくれていいよ」と顔を突つきだしたソラを見て、あかりはどうしたらいいかわからなくなって、腕のなかのオボを見下ろす。

　オボが「きゅ」と鳴いた。

「あ……あ……あぱぱぱぱぱは」

　あかりはオボを手放して、燃えだしそうに熱くなった頰を両手で押さえ、謎なぞの悲鳴をあげたのだった。
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　こんにちは。佐さ々さ木き禎てい子こです。

　今回は架か空くうの国「宝ほう寿じゆ国こく」の物語、二巻目です。

　残念系「ゆるふわ男子」と残念系「読書好き作家志望女子」のまわりには、変わった連中が集まってきて……というこのお話、第二巻だけでも楽しめるように作っておりますが、もしもこの巻を読んで、少しでも気に入っていただけましたら、主人公のあかりとソラとのなれそめが描かれている第一巻『あやかし恋こい綺き譚たん　あなたをサイヨウ！ の巻』もお手に取ってみてくださいませ。







　ところで、皆さん、妖よう怪かいは好きですか？

　私は大好きです（笑）。

　というわけで二巻目なので、ぐっと妖怪たちの出演を多めにしてみました。

　メジャーどころの妖怪たちのなかに、私が勝手に「こんな妖怪がいたらおもしろいなー」と思って作りだした妖怪も混ざっております。

　こういうのって小学生男子が「僕ぼくの作った最強の怪かい獣じゆうはこれだ」って絵を書いてみんなに見せて威い張ばるみたいな気き恥はずかしさもありつつ、でも楽しいです。「私の作った妖怪を、見て～」って、いま、胸を張っております。

　なんで自分が妖怪好きなのかなーと、書きながら、いろいろと考えていました。

　いま伝えられている妖怪のほとんどって、人が疲つかれたとき、寂さびしいとき、不安なときなどに、ふっと見える幻影のようなものだったんじゃないかなと思うんですよ。

　なので、伝えられているなかにはとても怖こわいルックスの妖怪たちもいる。でもオボみたいに「足にすり寄る」とだけ伝えられている妖怪や、小豆あずきをただひたすらといでいるだけの小豆洗いのように、想像してみるとなんだか可愛かわいいなと感じさせる妖怪たちもいる。

　みんなその妖怪を「見て」「名づけ」たとき、どういう気持ちだったのかな。わかるようでいて、わからない。そういう不思議さも含ふくめて、好きなのかなと思います。

「僕の作った妖怪たち」というようなこのお話は、自分がつらかったり、寂しかったりしたときに、仲良くなりたい妖怪たちのオンパレードです。ソラはもちろん、白びやく夜や、それから火か車しや姐ねえさんとはぜひともお友だちになりたい。

　でも、カミと友だちになるのは……ちょっと遠えん慮りよします。

　遠慮しても遠慮しても、カミは「え～、どうしてですか～。幸せをお祈いのりしているのに～」と遠くから走ってきそうですが……。

　さらに今回は新キャラが何人か出てきております。もうね～、私は、青あお柳やぎ子し爵しやくが好きでたまらんですよ。青柳様に「はっ」とか「ふんっ」とか言われたい。その鼻息で飛ばされたい。すだれのような前まえ髪がみの隙すき間まから睨にらまれたい。

　という新キャラな青柳様をはじめとした、いろんなキャラたちの「正体」について、読み解といていただければと思います。

　ところで私、青柳様も好きだしオボも大好きなんですが、作者としては実はあかりちゃんの級友、いづみちゃんと、やよいちゃんのことも大好きなんですよね。ボーッとして気力が抜けているときなんかに、眼鏡めがねをくいっと上げたいづみちゃんに、たしなめられたくてたまりません。

　私的「たしなめられたいランキング」の一位は、いづみちゃんですが、「膝ひざ枕まくらしてあげたいランキング」の一位はやっぱりソラです。「もふもふしたいランキング」の不動の一位はオボで。

　よろしければ皆さんの好きなキャラや、皆さんのランキング状況などを、教えていただければと思います。




　イラストの明あ咲さきトウル先生。萌もえるイラストをありがとうございます。小物に至るまでいつも可愛らしく、思わず、身み悶もだえてしまいます。明咲先生に描いていただけてキャラも私も本当に幸福です。

　担当編集様、前巻に引き続き今作も、たくさんのアドバイスありがとうございました。打ち合わせのお電話で、ときどき脱だつ線せんして、そのときどきの萌え話を語りだして、すみません……。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

　そしてなにより、読んでくださった皆さんに楽しんでいただけたらなによりの幸せです。

　どうもありがとうございます。

　またどこかでお会いできますように──。
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　ソラはいままで自分以外のなにかになりたいと思ったことがなかった。意識を持ったときには自分は力を持っていて、なんでもできたし、たいていのことを知っていた。

　それがどうしたことだろう。あかりと知り合ってから、ソラは、ソラ以外のものになりたくて仕方なくなることがある。

　このあいだは、あかりの袂たもとに入ってすましているオボになりたくて、なりたくて、歯がみした。

　昨日はあかりがうっとりと赤あか鳥とり先生について褒ほめたので、赤鳥先生が羨うらやましくてどうしようもなかった。

　そして今日──あろうことかソラは、カミのことを羨んだ。

　よりにもよってあのカミである。いつも不幸を巻き起こし、ひどいめに遭あってばかりいる貧びん乏ぼう神がみになりたくて、たまらなくなったのだ。

　カミが、あかりの作ったおにぎりを、美お味いしそうに頰ほお張ばっていたからだ。

「カミ……美味しい？」

　カミに尋たずねるソラの声こわ音ねが、どことなくじっとりとしたものになっていた。

　さっきまでこの部屋には、火か車しやと白びやく夜やもいた。カミが笹の葉に包まれたおにぎりを持参し「来る途中であかりさんに会って、これをもらいました～」と、部屋の隅すみで広げて、食べはじめたところで、どういうわけか火車と白夜はふたりで連れだって屋や敷しきを出てしまった。

「ほいひぃれふ～」

　カミは涙なみだ目めになって、塩をまぶしたおにぎりと、味み噌そをつけたおにぎりを、それぞれ両手に持って食べている。泣くほど嬉うれしいらしい。

　カミはいつも食べ物や寝ね泊とまりに困こん窮きゆうしている。だからあかりはカミのことを心配して、ちょっとした差し入れを渡しているのだ。

　ソラもそれを知っているから、どれほど「あかり手作りのおにぎり」が羨ましくても、カミの手から、おにぎりを奪うばい取るような真似はできない。それにソラだって、あかりの手料理を食べたことは何度もあるのだ。

　なのにどうして──あかりの作ったものはどれもこれも、自分だけが独占して食べたいだなんて、そんな卑いやしいことを感じてしまうのだろう。

　最初のうちはそんなことを考えずに、あかりの作ってくれたものをみんなで仲良く食べていたというのに──。

「そうだよね。あかりさんの作るおにぎりって美味しいよね。おにぎりだけじゃなく、なんでも美味しい」

「ほうれふれ～」

　カミはまるでうっかり目を離したらおにぎりに手足が生えて逃にげるとでも思っているかのように、一心不乱に食べている。

「あかりさん、今日は赤鳥先生のところに行って、こっちには来てくれないのかなあ。カミになにか言ってた？」

「ふぉくになひほ～」

「もう。ちゃんとわかるようにしゃべってよ」

　ときどき目を白黒させているから、喉のどをつまらせたら大変だと一旦部屋を離れ、お茶を淹いれてきてカミへと勧すすめる。

「お茶をどうぞ」

　カミが手にしていた片方のおにぎりを平らげてから、湯飲みを手に取る。

「ふぁ……りがとうございま……ぶっ」

　一気におにぎりを頰張ってからお茶で流し込んだのがいけなかったのか、カミがむせて、咳せき込んだ。湯飲みからお茶が零こぼれ、カミの膝ひざを濡ぬらす。

「あちっ。ひ～」

　慌あわてたカミの手から湯飲みが落下する。今度は膝だけではなく、胸元から足に至るまで濡れてしまう大だい惨さん事じだ。

「カミ、大丈夫？」

　熱いといってもそこまで熱いお茶ではなかったはずだが。

「大丈夫です～」

　立ち上がったカミの左手から、大事に持っていた残りのおにぎりが落ちた。

「あ……」

　ソラはすぐに身を屈かがめ、転がった食べかけのおにぎりを拾い上げようとした。なのに、カミが、落とした湯飲みに足を取られてつまずいて転倒した。

「ひゃ～っ」

　転んだカミが、落としたおにぎりを踏ふみつけそうになる。

「あーっ！」

　ソラの口から悲鳴が零れる。ソラは咄とつ嗟さに身を挺ていして、カミの身体からだから、踏みつぶされそうになったおにぎりを守った。それでも、落ちた反動で、おにぎりはすでに原型を留とどめていなかった。

「元おにぎり」といったほうが早い形状になったそれを手のひらに載のせる。どういうわけか、ソラは、いきなりひどく悲しい気持ちになった。

「ひ～。すみません～。すみません～」

　特にカミを叱しかりつけたわけでもないのに、条件反射のように、カミが這はいつくばって謝しや罪ざいをはじめる。

「カミ、僕ぼくは別に怒おこってないよ。転んで、怪け我がはしてないの？」

「してません～。せっかく淹れていただいたお茶を零してしまったり～、おにぎりを落としたりするこんな私なんて、むしろ怪我をするべきでした～。どうぞ私を叩たたきのめしてくれていいんですよ～。ひ～」

　うずくまったカミがうるうると潤うるんだ目でソラを見上げた。

「嫌いやだよ。お茶を零したくらいで叩きのめすなんて」

「だって～、ソラさん、さっきから不ふ機き嫌げんでしたよね～。いいんですよ～。私のことなんて、虐しいたげてくれたって。私、ソラさんになら、ひどいことされても嬉しいかもしれない～」

「だから嫌だよ。僕は嬉しくないからね」

「ソラさん……優しい。叩かないでくれるなんて、優しすぎます～」

　カミが目を瞬しばたたかせた。うっとりとソラを見つめるカミの視線が熱い。

「僕、優しくなんてないよ」

　ソラの口からぽろりと言葉が零れた。

　カミは、ぼんやりしているようで、勘かんが鋭するどい。なにせ貧乏神とはいえ「神」なのだ。ソラがずっと、あかりの作ったおにぎりを食べているカミが羨ましくて苛いら立だっていたことを、気づいていたらしい。

　と──。

「ソラさん、こんにちは」

　襖ふすまがからりと開いて──あかりが顔を覗のぞかせた。

「あかりさんっ？　来てくれたの？　今日も赤鳥先生のところに行っちゃって、うちには来てくれないのかと思ってた」

　ソラの声が、弾はずんだ。思わずあかりへと近づいてから、ハッとして手にしていた「元おにぎり」を背中に隠かくす。せっかく作ってくれたものがこんなふうになってしまったのを、あかりに見せたくなかった。わざとじゃなくても、落としたことを知られたくなかった。

「火車さんと白夜さんが、ソラさんが、おにぎりを食べたがっているって言って呼びに来たの。私のおにぎりじゃなきゃだめだって、火車さんがひどく真剣に言うから……」

「火車と白夜が？」

　あかりの着物の袂からオボが顔を見せ、ぽてっと飛び下りる。たったっと軽い音をさせて走るオボに注目した瞬しゆん間かん、背中に隠していた手のひらをソラがふわっとなぞる感かん触しよくがした。

　振り返ると、カミが、残った「元おにぎり」をつまんでぱくりと食べていた。

「あ───────っ、カミっ」

「だってソラさん優しいから～。いいですよね～。もったいないですし～、落ちてまだ間もないですし～」

　カミがくねくねしながら、恥はじらうような表情で後ずさりしていく。ちょっと意味がわからないが、カミらしいといえば、カミらしい。

「なにが？　どういうことなの？」

　あかりが怪け訝げんそうに聞いてくる。

「なんていうか、よくあることが、起きただけです。つまり……あかりさん、ごめんなさい」

「なんであやまるの？」

　あかりは今度は首を傾かしげる。

「なんでって……なんでかなあ」

　おにぎりを落としたことを知られたくないから、返事が微び妙みようにずれていく。

　なにより、あらためて問われると──自分でも不思議で、返答に詰つまるのだ。おにぎりを食べているカミが羨ましくなったことも、おにぎりが落ちたのを見て悲しくなったことも、その落ちたおにぎりをカミに食べられて大声を出すほど動どう揺ようしたのも、おかしな話だ。

　たかが「おにぎり」じゃないか。でも、あかりが作ったものだと思うと、それだけで、たった一個のおにぎりですら、ソラにはどんな宝物よりも素晴らしいものに感じられるのだ。

「もう……ソラさんとカミだから、仕方ないなあ。……はい」

「え？」

　あかりが懐ふところから笹の葉でくるんだ包みをソラへと寄よ越こした。

「おにぎり。塩のは、おかかで、味み噌そを塗ぬってるのはなかにはなにも入ってないの。味噌のは、焼きおにぎりにしても美味しいのよ。ソラさんがそんなにおにぎりが好きだなんて、私、知らなかった」

　渡された包みはまだあたたかい。炊たきたてのご飯で作ってくれたのだろうか。そのまま手から胸まで、じわじわと熱が伝わってくるような気がした。

「うん。僕ね、おにぎりも大好きだよ」

　そして──あかりのことは、おにぎりよりもっと、ずっと、大好きだ。

　幸福だなあと思った。だから、笑った。別に、なにかをもらったから幸せなわけじゃない。そういうことではないのだ。

　さっきまでカミになりたいと思っていたのに、いまはもう、ソラは、ソラであることが嬉しくてたまらなくなっている。あかりが側そばにいて、ソラに話しかけてくれたからだ。

　あかりもソラにつられたように、にこにこと笑っている。

　その笑顔を見るとさらにまたソラは嬉しくなっていく。自分がいま感じている「笑ってしまうような、くすぐったくて楽しい気持ち」はあかりにもらったものだから、できるものならあかりに同じ幸福を返したい。

「あかりさん。おにぎりの作り方を教えて」

　たぶん──絶対に「おにぎり」の問題じゃない。でも、いいのだ。

　あかりに教わって「おにぎり」がうまく作れるようになったら、ソラはあかりのために、おにぎりを作って、渡そう。

「いいわよ」

　あかりがくるりと丸い目を瞬かせ、笑ってうなずいた。

　ソラが腰こしを屈めて、あかりの額ひたいに、自分の額を押しつけて「ありがとう」とささやくと、あかりの目元がぽっと赤く染まった──。
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